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大阪都市計壷防火地匡園を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地区が康範園に渉

って迫力目指示されましたに京炉、て、同防火地区園を失の通

り寅費にて頒布しますから御入用の方は至急お申込下さい

大阪都市計重防火地区圃(ニ高分ノー) 1 部

- 責 費 15銭 ( 外に塗料 2銭〉

・ｾ金方法 振 替 〈援替口座大阪5伺76)

Ｋ｣ーｾＭＭＭＭＭ蝿ＭてＭ竺Ｍー］ーＮ，Ｎ

内 務 省 告 示

大阪都市計壷防火地匝追加費夏ノ件

昭和十年十月二十八日附議議事第一一九競第六O四

内務省告示第百八十八競

大正十二年七月十三日内務省告示第二百二十七競大阪都市計垂防火地匝追加費夏ノ件昭

和十一年四月四日内閣ノ認可ラ受ク昭和十一年四月二十九日ヨリ之ラ施行ス其ノ関係国面

ハ大阪府鹿及大阪市役所ニ備へ置キ従理ニ供ス

昭和十一年四月九日

申 込 所
枇 図

法 人

内 務 大 臣 潮 恵 之 輔

日 本 建 築 協 曾

贋 5
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只 新 年

昭和十二年丁丑元 旦

社 l哩

法 人 日

曾

本 建 築 協 曾

告

本協曾定款第十七傑第十人傑及第二十僚により昭和十一年

十二月三日開舎の評議 員曾に於て理事、曾長、副曾長、常

務の選患を執行致しました結果下記の通りであります。

理 事 曾 畏 片 岡 安 氏 理 事 副 禽 長 竹 H安 健 治 氏

理事I l J・f長 松 本 高 象 氏

常務 ( 主詑) 井 上 稿 難 民 常務 〈主記〉 小 川 腸 吉 氏

常務 ( 主記〉 中津 誠 一 郎 氏 常務 ( 主詑 〉 中 西 六 郎 氏

常務 ( 主記) 樋 口 辰太 郎 氏

常務 ( 主 計 う 加 問 安 彦 氏 常務 ( 主計〉 清 水 栄 二 氏

常務 〈主計) ｾ ｉｾ 村 義 ｢Ｚｉ ｾ 氏

常務 ( 編輯) 1}r  i ! 祭武文 氏 常務 ( 編 輯 〉 新 名 種 夫 氏

常務 ( 編 輯 ) 塀 口 甚 吉 氏 常務 ( 編輯〉 吉 岡 信 武 氏

(五十音順〉

昭 不日 12 年 月

社 岡

日 )j又 建 築 協・ 曾
法 人



曾

斗三エ

ロ

本 誌 表 紙 懸 賞 園 案 入 選 者 援 表

議て募集中の昭和 12年度本誌表紙懸賞同案は奮臓12月 4 日

審査舎を開き審査の上慎重巌選の結果下記諸君カ: 夫々入選

の築審を携はれました。 (入選固案1' I 本文中に掲出しで あり ます〉

ー 等 ( 1 名)

市局 ヲ1: i前

佳 作 ( 3 名五十音)1国〕

紺 谷 月 亮

中 村 武 雄

中 村 利 正

大阪市住吉岡阿部野筋2 ノ3

村野建築事務所

大 阪 市 役 所 経 理 部 管 繕 課

大 阪 府 警 察 部 建 築 課

大阪市北匝中之島朝日ピ J レ

竹中工務底

昭 和 12 年 1 月

祉 関

法 人 日 本 建 築 協 曾



建 築 ‘巴 祉 曾

第 20 輯 第 1 披 昭 和 12 年 1 月 後 行

固 回 国

白 衣

新年を迎へて… . . . . ・ H ・" .....・ H ・-… …..........・ H ・... .・ H ・.. .... .. ..・ H ・. .. . 片岡 安 ( 1  )  

号待園議合議事堂の建築を語る- …・・・…. . . . .・H ・..... ・H ・.，..・ H ・.，. ..... ・H ・・・・大 熊 喜 邦 ( 3  )  

議 院 建 築 雑 話 - … " ・ H ・H ・.. …H ・H ・... .…・… H ・H ・.......・ H ・....・M ・- …・・・・・ 中 条 一 徹 ( 22 )  

昭和十二年に劃する私の期待… H ・H ・…………・… H ・H ・". … ".・ H ・" … 葛野壮一郎 ( 26 )  

昭和十二年への期待… H ・H ・...... ... .."・ H ・. ..... ・H ・- …・… ・…・… ・… …" .・ H ・-伊 都 貞 吉 ( 30 )  

昭和十一年度を顧みて.. .. ..... ...… ・…… ・H ・H ・".… H ・H ・....・ H ・"…. . .. .. ....・ H ・-林 豪 戴 ( 33 )

回 顧 ー 希 望 ー 偶 感 … H ・H ・-… H ・H ・.....・ H ・.......・ H ・-… … H ・H ・... .. ... ..・ H ・ - … 大 倉 三 郎 ( 37)

防 空 建 築. . . …- …… H ・H ・...・ H ・-…… H ・M ・... ・H ・. ...・ H ・-・・ H ・H ・H ・H ・- 国主金 平 準 ( 41 )  

都市計聾に並考して 都市防主主要塞化を提唱す.. ..・ H ・.. ..・ H ・H ・".・ H ・-… ・古 塚 正 治 ( 45 )  

最近に現はれたフアツシス鳥ムの傾向".・ H ・...........・ H ・.....・ H ・-… ・… …・・・・新 名 種 夫 ( 48 )  

「日 本 的」建築の再吟味. . . . . . .. .. ................ .. ........... .... .. .......... ..・・・・・・・・・・中 村 綱 ( 55 )  

鍋 構 造 の 行くべき遁… -… H ・H ・' "…. . . . . . . . ……・・…・...... ... .... ..・ H ・"… 池 田 宮 彦 ( 58 )  

禁明期のわが閣建築統計....・ a・.".. ・H ・-…... ...・ M ・..・・ H ・H ・- …・・.....・ H ・-…・・ ・内 藤 亮 一 ( 60 )  

我等の疫を護れ. . . . . ・ H ・.... ..・ H ・.. ....・ H ・...…・・… ."・H ・. ... .・H ・.. . . . . … 矢 悶 餓 戴 ( 72 )  

・ 建 築 陪 想 ・

酔 言 時 事 )4・ ノを ・・・・・......... .. ...・ H ・-… H ・H ・-…・….... . ・a・...… … ・・・勉弁幸次郎( 76 )  

「建築と批舎」表紙岡案首選護表及審査概評 .. . … .. ...・ H ・......・ H ・. . . ・. 石川 純 一 郎 ( 84 )  

角 尾 篤 彦

・ 新 建 築 欄 ・

骨 子 園 議 令 官 義 事 堂( 東 京〉

小 阪 町 修 一 園 地 住 宅 ( 大 l笈〉

iTfiI11加 印 サ ナ ト リ ( イタリー〉

別棟に車庫之研究室さか宥( アメリカ 〉

する小住宅

- 都 市 計 壷 欄 ・

大 限 中 央 放 迭 局 ( 大 阪〉

G，由si nsee湖 畔 の 建 造 物 ( ドイ y )

Ober wint erthur の 第 2 校

校舎 ( ド イ y )

メ Pレロ ー ズ の 住 宅 ( ア メ リ カ 〉

1935年一 1936年アメリ 7J に於げろ分譲地の種骨 相

合 報.... . . . .. . . …. .. ... .. ...... .. ・H ・............ ・M ・- …H ・H ・-…・・ H ・H ・.... ・H ・... ... ・H ・.....・ H ・" ( 88)  



ヱンヂ} 9 ベツタマシ氏の議事堂設計厨

懸 賞 募 集 第 1等' 営選回( ; )度溢-iii ili 三氏〉

正 面 外 観

“ 帝 国 議 曾 議 事 堂 " 設計監督・大破省管繕管財局工務部 1  



中 失 玄 関

裏 門 よ り 見 た る 議 事 堂

1 2  “ 暑 国 議 曾 議 事 堂" 設計監督・大磁省管繕管財局工務部



，.. 

中 央 正 面 玄 関 よ り 階 段 を 望 む 正 面 中 央 玄 関 の 柱 高さ 49尺 ・太さ 6尺

中 央 玄 闘

“ 帝 国 議 曾 議 事 堂 " 設 計 監 督 ・ 大蔵省管繕管財局工務部 3
1  



貴 族 院 玄 関 エ レ ベ ー タ ー 前 麗 場

中 央 ホ ー } L . よ り 帝 室 階 段 を 望 む

中 央 ホ } L . 天 井

' 4  “ 帝 国 議 曾 議 事 堂 " 設 計 監 督 ・ 大蔵省管繕管財局工務舘



2 階 傍 藤 康 よ り 見 た る 貴 族 院 議 場 金 最

日 本 ー の 長 廊 下 長 さ 約 二 丁

御 便 殿 入 口

“ 需 園 議 曾 議 事 堂 " 設計監督・ 大薮省望書繕管財局工務言s 5  I  



直符23尺 これ 11 6 分角の天然石で作 られれ

もので このホ ーかの床 さ御使量生前の床の模

様細工 さで 6 分 f i j 60府側使用 されてゐる 。

帝 室 階 段

' 6  “ 暑 国 議 曾 議 事 堂" 設計監督・大混省後継管財局工務言F



御 便 殿 前 庭 問

“ 需 圏 議 曾 議 事 堂 " 設 計 監 督 ・ 大 議 省 管 繕 管 財 局 工 務 部 7
1  



貴族 院百 ￮ｾ 壇 主 任 景 ・ 持長 ｪ 市 ・ 後ブ ｊ 白議のが玉 主 主

ι

晶、

j

〆
J

-
衆 議 院 正 面 傍 聴 席

' 8  “ 帯 閣 議 曾 議 事 堂 " 設計監督 ・大謙省告書繕管財局工務郵



御 便 殿

「帝図青島令議事堂

建築の概要」より

終 戦

貴 賓 室

“ 暑 園 議 曾 議 事 堂 " 設 計 監 督 ・ 大 破 省 管 繕 管 財 局 工 務 部 9
1  



総 理 大 臣 室

議 長 サ ロ シ

I  1 0  “ 帯 園 議 曾 議 事 堂 " 設 計 監 督 ・ 大 蔵 省管繕管財局工務部



議 長

院 宣
ｾ＠
占去.

院 協 議 室

“ 帯 園 議 曾 議 事 堂 " 誌 計 監 督 ・ 大 滋 省 管 繕 管 財 局 工 務 部 1  1  I  

• 
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配 量 圃

帯 園 t義 曾 議:事 堂 建 築:俄 要 - .

敷地坪数 20，946坪67 ( 69，245平方米92)

敷地標高 本 館 前 面 地 盤 海 抜88尺( 26米66) 正 門 前 地 盤 悶 67( 20米30)

西 側 永 岡 町 通 同98尺( 29米69)

* 館

坪 数 建坪数( 主階) 3，75明 ;' ( 12，396卒方米75) 延坪数 15，78ω tr ( 52，1

卒方米52)

一般 3 階く l 昔日 4 階〉外に地下階 中央塔 9 階

正面長さ 681尺( 206米36) 側面長さ 292尺5寸( 8日米63)

一般高さ 69尺( 20米91) 中央塔高さ 216尺( 65米45)

基 磯 ペ デ ス タ ル 式 コ Y グリ ー 干杭子T 壁 惚 鍛 骨 餓 筋 コ Y グリ

干透( 花岡石貼〉 床 及 屋 根 鍛 骨 俄 筋 コ ゾ ゲ リ ー 干 透

線室童文〈主要なるもの) 390室

議場坪童文 貴族員言語場 225坪 ( 743卒方米81) 幅 105尺 奥 行78尺〈幅32米82

行23米64)

衆議員議場 225坪く743卒方米81) 縞 105尺 奥 行78尺( 幅32米82!

行23米64)

議 席 数 貴族院 460席〈最大限 635 席〉

箆漉席数 貴族院 770席( 新聞記者席共〉

地 餓 祭 大正 9 年 1月30 日 上 様 式

昭和 11年 11月 7 日

数

員

さ

透

階

幅

高

機

衆議院 466席( 最大限日5 席〉

衆議院 922席〈新聞記者席共〉

昭和 2 年 4 月 7 日 義 功 式

I  1 6 “ 帯 園 鶴 ・
事 堂" 殴計監督・大蔵省管繕管財局エ務郡
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工著書博士 片 岡 安

数年来窃: 年新年を担ふる句d'O たるべき我建築界の陸運に付き大友る期待を持ちながらそ

れに善島すべき 心懸け を高調して来たのであるが、概ね期待ーに添ふて順調に陸運を辿り つ

L 概めて竪賀なる向上振りを見て来たのである。 とれ偏に我閤運の隆昌 t c j吐きつ L ある影

響であって又我々建築界にあるもの L 努力も興って 力あった と思はれる。却説本年の濠想



' 2  

は如何 、言ふまでも友く過去数年の}I国境を檎承して益々竪賓友る準展を遂げるであろうと

見らる与が 、一面に於て我建築界にあるも の L 責任は従来に供加するとと を骨| 菩せねばな

らぬのである。今や我閑は間際的には正K 振古夫含有の非常時であると言はる L ほど図家

の全能) ) を傾王IJ して府政の - XJr 、産業経怖の立て直し 、岡防 ) J の何度充賞、教育の一大刷

新更に謹んで岡民生活 の 安定にまでそ の Ａￌｴ ｾｉｊ 味 を 護［巨 ｅ せんとするのである 。 と の 時に訴り

我建築界の態度は宮然 そ れに順Ａ臨すべき緊張振りを以て臨まねばならぬと考へられる 。 き ｲ ｾ

にも我岡の建築は今や全く厭米模倣の時代 を脱し 、その長 を採り短を去り更に我闘停統の

塾術及現代文化を織り込みたる様式 を生み出し 、その構造に於ても我園調自の耐震法を用

ひ、材料ーに於ては殆んど全部優秀なる図産品を使用し得るとと L たったのでるる。叉建築

に附帯する各種 の 施設に於ても蕗丘長足の準歩を見るに至り何等 ｱ 議入ｉＧｃｾ寺つものを持たぬ

ようにたったことを喜ぶのである。 しかるに幸か不幸か我図の都市は過去数百年K 亘り木

造可燃質の建築物のみを以て構成されて来たので、ー明治の時代より漸次その改造K 着手し

て来たのであるが、、尚隠その大部分は未完成の情態にあるととは事責である。 現代に於て

都市の恒久的竪質性は絶割に必要保件と考へられるのでるるから我々は一 日も早く との都

市の危険i J j C 態から克がれて安聞なる都市を宜現せねばたらぬ時機に際合して居るのである。

我々は我国運隆昌の準展と同時に都市の竪賓性を増大し、天災地撃をに劃して絶封安全なる

存イ巨 を確保すべ く最善の努) ) を荒す を念務とするのである。天災地盤の災害を売がれ又は

それ を栂 度lて軽減するとと の念要なるは同とよりで あるが、一朝非常時K 於ける敵飛行機

の鵠来 を想 ふとき 、その焼夷弾の少数の ものなりとも都市の幾何かの箇所l宅投 F された場

合 l亡、その結果の如何に恐ろしきものであるかを思ひ浮べ ざるを得ないのである。数年来

我協合 I' I 都市の武装を高H昌し一日も平く不燃性の建築物 を以て都市を構成し 、その主要部

分の重要建築は更にそ の強度 をも 増大せし め るととは目下の念務で・あるを強調して来たの

は必- t ' しも我田引水の議論ではない。都市の改造と建築物の重要性左認識するととは我図

の特に緊急とすると ζ ろであ って、吾人の閣家に奉仕する所以の もの また共勲 lとる りと信

やる 。 新たに年を、 迎 ふるにおり合員一同と共 ｬ 亡国家奉 仕 のとの大目 的 ｉＧｃｾ 菖 準せんと と を ｆ

ひたいのでるる。



静 岡 議 曾 議 事 堂 の 建 築 を 語 石

大 育長 昏 ヂ1)

大正 7 年 6 月着手し同 9年 1月地鎮祭を行ひ起工した帝ユ園議合議事堂の建築共の工成り 、

ｬ 昭和 ＱＱ 年 ＱＱ 月 Ｔ 日中央大ｊｊＡｪ［間 ｋ 於て修蔽の式が行はれ、ｾｾの Ｕ 日長くも車駕御臨幸長時間

vc I ! る御内覧を! 協り、 学 6 日lては件直殿 下台覧の光栄に浴 し次で 11，月 7 日を 卜し竣功式が

悲げられた。 との議事堂建築の竣成までには相世に長い沿革もあるから 、涯に其の梗慨を

記るす事とするが、本i終的た議事堂建築の賀現には決して J忘; . n てたらぬ方々がある。それ

lはd 今は故人vc t.友匡られた辰里野野f金吾F問5

へて世カか冶ねば 完友主 らねのででＮある 。 叉 Ｑ 象算の計上 ｋ 閥しては昔時の大蔵次宮市Ｊ乙彦氏の ｾＧｩ Ｍ ｦｊ

は大怒るもので全く後算の産の親 ともいふべ きカである 。先づとの凹氏に釘して敬意を表

しj順次拡を準めて行く 。

明治14年10月の議合開設の大詔に よって 、明治23年に我が帝閣議舎が召集され るととに

なった。そ とで議事堂建築の議が起り、明治19年 2 月内閣に臨時建築局が置かれた。時の

外務大臣イ1': 1臼井上馨、 共の綿裁となり議院及諸官街建築が統轄される事にたって 、始 めて

其の建築に附する機闘が設けられたも ので・あった。 とれが判l も吾凶で議院建築てふ聾を 聞

い? と始で ある。

との時に は俊約改正の必 要 九 調 逸 か ら技術家を船時したければたらぬ立場に あったの

で、「 クヰルへ J レム・ベツクマン J i へJ レ7 ン・エンデ」の外、 10名、程の澗逸建築技術家が遁

々米朝した。而 して一面刷会我固から故波建議 、i"T合拙蔵雨氏の外 、技術家主職工と が建

築技術l読者えと 、練営との錦めに潤窪まで・波遣された。斯くして議院建築の敷地が今の永田

Il汀の場所に決定されると Ir0時 K 、調逸建築家の手によって本議事' 立と f院議事堂の設計が、

作られたばかりでなく 、 議事堂を 中心として 、 霞ク閥及日 陥谷 ｟ｾ｜ ＧＧＧｶ｣ ｉＡ る官術集 中 の計蚤

も立てられ、其のj民監凶の美事なもの さへも 出来た。 との頃は今か ら振り 返って見れば 、

我が明治建築史上外人技師時代の潤逸時代 ともいふべき時であったか ら、本議事堂の設計

は、勿論今の裁判所や司法省 と同じ様に 「調逸 レヰツサンス 」式であった。 との本議事堂

の固面や展望固を初め 、諸官街の論説は内務 、大蔵雨省K 永 らく保存されてゐたが、先年

の大震火災で焼亡したのは 明治建築資料と して惜い事てあ った。

然し 1'J. がら、と の潤逸建築家の設計に従へば多大の経費を要し 、且つ帝国議合開舎の時

期切迫の矯め一時 fla議事堂を建てる事 とな って、共の設計が出来た。 との設計は「エデン」

及「 ベツクマン」が日光!仰 を見墜し支部朝鮮を巡遊して 、邸周の上法り越した矯めか和洋
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折衷の木造議事堂であった。然し還に賞施はされなかった。

恒議事堂の建築 越へて明治21年更に設計を樹て 、共の 6 月但議事堂の建築に着手 し23

年11月竣成した。建築技師は調逸人「 アド J レフ ・ステ ヒi ユ レ J レ」並に吉井茂t{l J氏で あっ

たが、意匠設計K は潤逸人「ナスチエンテス・チーツエ 」も開係した。然るに新築早々 24年

1 月、 第一帝園議合開合中不幸に して焼失 した。再ー築は同年10月調逸人「才 スカ ル・チーツ

ェ」吉井茂則氏たど の手に依って計-重竣成された。とれが木造 2階建のf院議事堂 之して長

く使用されてゐ? とのだが、大正14年 9 月18 日再び焼失の厄に躍ったので共場に於て復哲計

萱 を立て 、僅カ>80 日足らす= の日子を以て査夜粂行8000坪κ 近 い恨議事堂を建て 、共の12月

の議合に聞に合せたのである。且に破天荒な短期工事で、とれが今日迄使はれてゐた俄議

事堂である 。

顧みれば明治24年{ 院議事堂再築中に 、橡て殴米諸図を巡迦 して腕朝した 金子堅太郎氏

は、議院建築意見を殻表 し共の一節にそ欠の様に述べてゐる 。

宜しく日本憲法の記念として、明治聖代を知し召 さる L 天皇陛下の碩徳表として 、日本

美 術の 集 粋黙左し て 、 ＭｴｩＮ ｾ Ｇ Ｑ 廿不朽に停はるべき堅固斑Ａ最ｴＺｊ｟る議院を建築すべし Ｈ 中略 〉議院

の装飾K 主ては佐、梁、天井、敷物、 :窓掛、壁紙、共他凡ての装飾品は、日本美術品 を

奨附j するの目的と併行せしむるを要す。云々

然しとの後惇くの聞は本議事堂建築の議は問題 VCJ - . ら友かった。

明治初年の議院建築計壷 調 査 曾 苓 で 明 治30年 5 月、内務省、K 議院建築計霊凋査舎が世

かれ、審議の結果工費見込 700高闘、工事年限 16ナ年と決議 された。32年 4 月VClri 同省に

議院建築調査舎が設け られ 、互互に議事堂建築は丙: び問題K 上るとと L 友った。調査舎では

辰野、 吉井 、妻木の三氏がれ間取困を作成する事となって其の案も I.Hau- . t ，工費見込

ＱＵＰＰ ｦｾ［ 闘、年ｼ浪 ＱＵ 少年とし 意 匠設計 ーを 懸賞で募 集 する事に決議は さ れたが 、 ＳＳ 年 ｋ 調査合

は慶 され、本議事堂建築問題は共ま L 再び休止の朕態とは友って仕舞った。

明治43牢の議院建築準備委員曾 去りながらf院議事堂の建築は i祈次脳桁の度を増して来

た 。 そとで Ｓ ク年縫拙として大修絡 を するに要する経ｾｾが議合の 協 賛を得たが 、 それを機

とし、22議舎の終頃、衆議院からみ;建築の建議が健IHされたので ある。 との結果は 43年 5

月大蔵省に議院建築準備委員合の設計となって、悲に更に本議事堂建築問題が議せらる L

とと L 友った b との委員舎に於ける原案は、大蔵省臨時建築部で作成宣するので時の建築

部長妻木博. 士の命 を承け 、矢橋賢吉 、小林金卒 、大熊p ，: 邦の三技師が主としてとれを櫓蛍

し武田五一 、 福原俊丸柄氏が参ｾｬＱｊしたので あ るが 、 との時は我閣に於ての建築の技術も 、

異常に護達 し建築に附する製者 、技術家の教も頗る多く友ったので、 ζ の委員舎の議論も

世論 もiJ1'1'J. かゑか熱烈でるった。先づ議院建築調査舎が議舎に提出された明治41年 1 丹、

辰野、塚本 、伊東三時:: t から「謝慌建築の方法K 就て」 といふ志- 見が畳表されたもので、

共の意見の精神とす るととろは



議院建築を起すべき機正K 熟せり 、共形式 、手法、構造 、接飾は共に我が園民の皐識之

技術との梓を喝し集め 、以て我が国威をt世界に護士話するに足るものたE らざるべからざる

怒り( 中国各〉我が建築界は今や如何 段る難工事も之を計- 霊し之を峻功するに於，て屯も困

把する所なきに至りたり 。斯の如き謬術と経験とを有する我が鑓多の建築士に就て 、;J{:

意匠を募集 し、 更に共梓を抜き精を撰み 、以て遁首 K 之を盟梅するととを得ば、共成総

は Zi し完壁に Iだ幾からん。

といふととで 、意匠は懸賞を以て競技に付するを最適蛍とすると主張されたのである 。

然 し怠がら其の時の委員合の議案としては伊太利復興式を掠月1して 、とれK 本邦趣味を出

来得る限り加味して議院建築の様式に定めゃうとし、意匠設計は競技l乞依らない事K され

てゐた。官時の汗; 肋の主脳者は妻木博士で ある。蛍路の意気込は熱烈で・あった。民間でも

玖月ｾ， ｊＧ の意気込に 刺 戟 されて 、 本建築計主主の成立を希望したが 、 宙局が競技に依ら た い ［ ケ蛮 ｼ

であったから世間のたｾ築家はとれを競技にせよと主張し 、 建築接合及園都倶梨部は共に建

議舎を提出 し意見)!;ーを公表した。市 して委員舎でも共の合議の牢ばに 「議院建築の設百一|は

内凶一般懸賞競技に| 併するを遁岱とす 、囚て委員合は之を玖J:(.Hc 建議すべし」といふ動議

が健ＯＱｾされたが 、 少数を以て否決となった 。 かくして様式たるものも「現代園家隆典の精

利l を護協するに足るべきものとす」といふ議決を見たので ある。だがとの時も財攻朕態は

本議事堂建築 を起すべき経費の支出を許さ主主かったので、調査合の底止と共に再び綿てが

立泊、とえEつてイ土il f . った。然し話局者の研究は一歩も踏み止まってゐるととはなかった。 そ

れ以来愈工事I ' L J&掛る迄には間取固でさへ20敢回作成してゐる 。

悲に再: びとの話時を刷れば、明治41年には議院及諸官街調査費の要求成立して謝指及諸

官街敷地の. >: F ' ーリ ンク舟に依る: 地質調査が大熊技師 を主任と して精細に行はれ 、43年乃至45

年には全閣に J [  1) 木材及石材の調査が頗る大がかりに施行され、; J { : 成績は 「本邦産木材及

石材 ・木材扇」並陀 「本手11席、石材」と して 既l ' Cf ll 行されてゐる 。 してとの時の調査は後

年工事若手に訴って非常な資料となったのである 。

大正 6年の議院建築調査倉 一時休 11:. の姿となった本議事堂建築の議は大正 5年再び共

の頒を控け・てｾた 。 ヤ Ｖ 年 Ｘ 月にはた蔵省 ｋ 市ＭＪ大藤次官を委員長とする議院建築訓沓併

が設置され、合議のvI' i案lti 臨時建築課に於て作成するので 、時の課長矢橋1' t 脊氏の命を承

け大熊事邦、小林金平の雨技師及稲原俊丸が専ら共f壬に蛍った。而して議院建築の意匠設

計は圏内一般の懸賞競技に附するとと 。! f S1募は尚・閤臣民I ' L I浪るとと。建築様式は肱募者の

随意なりと躍も 議| 院として相岱・の威容を保たしむるとと 。審査員は' 市二国臣民I ' L ｉｕ Ｎ ｾ るとと 。

等々別段の ft長澗もなく議決された。 ζ の時建築接合は原案が一般競技に危つてゐるので 、

建築様式を制限せざるととに ) J を入れて建議した。斯くして 11回の合議を開催し議案全部

を議了し 、 工事 Ａｊ ｾ ｽ 斜 ｊＺ ＷＵ Ｐ 同 ｉ ｈ ｉｉｏ ナ年糟総事業として大正 Ｖ 年の釘 Ｇ ｾＴＰ ｾ 任問議合を通過した

のでるる 。
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臨時議院建築局の設置 斯くして大正 7年 6 月大蔵省I' L ｉ ｾｶ ［ 時調院建築局が設置され 、 惑

に於て明治19年以来の懸案で b った本建築たる帝園議合議事堂の建築が本格的に施行され

る段取 りと友ったので ある。該局の長官は時の大戴央官市来乙彦氏で工管部長矢橋!賢吉 、

訓査( 設計〉課長粂工務課長大熊宮邦、 後 ち工 務 ( 監仔〉課長 小林金平の三技師が技術指

蛍の主脳と危り、 経理部長は宮田光雄氏である。 而してi1衆雨!波書記官長は参奥主 主主りJ1{Jj

聞の任命があった。議事堂の建築工事K 着手するには二つの準備が必要である。共の 1 は

建築敷地 に存存する植手も: 院廊合及官舎、馬攻防j必舎の移純で ある。そ とで直ちに共の設計

に着手し共の竣功を見る迄には約 1 ク年半を要した。 他の 1 は意匠設計の懸賞募集で・ あ

る。

懸賞募集は大正 Ｗ 年 Ｙ 月 Ｑ Ｖ 日に二衣競技 と して募 伎の患 が護表さるｾｉＧｌ至った 。 者査員

は市11野長官及参奥と願問である 、古市、辰野、中村、古制可 、坂本、曾輔、正木、山下、}'I

ｾｾ及矢橋工管部長で審査事務は木本理事 、 大熊小林雨課 長 及涜 Ｂ Ｚ ｉ Ｚ Ｇ Ｊｦ 理部長がそれに従事し

たのである 。而して・人・正 8 年 2 月15 自に 180通の臨葬! 図案 を行 、審査の結果20人の第 1衣

賞選者を出し 、との岱活者は故後の優秀岡案の作成にか L り審査の結果10月16 日K 、第 1

等披細菌三。第 2 等古木久吉。第 3 等 1 )市永山美樹。同 2) 市竹内新七と愛表されたのであ

る。

斯くして' 道選固案を得たのでゐるが 、間取の盤夏共他各種の事情から首選案 lri とれを参

考にと Y め新たに設計ーを樹て 重要友る黙は顧問合誌にIIHし鋭意共の進持K 努め大正 9 年議

令HN合中を期 して着工の式を訟ぐる事となった。

地鎮祭の奉行 古式に倣って地鎮祭を行ったのが大正 9 年 1 月30日で 、との時K はi21徒

同院議員 、同務大臣を有j め多数の参列者ーが あって官;時の締盟大庄原敬氏 が先づ':=uドを十本げ

たのである 。 とI . I ' L 於て事賃上の本工事に着一手したのだが 、次で共年 6 月26 日に 鍬入式が

あって愈 J :工工事がはじまった ので・ある 。而して ーノケに lri 本館の設計は着々 其の; t - を準め

て行った ｊ 意 ｬ 疋設 ｾ Ｇ ｉ は枝川 ｩ 小向日後背を製回娃 ト 主任とし技ｲＺｩ｝ｩ古武ｾｾｬｉｴ 、 小林 ￆ ［ｦＮｦ ｊ 以 一 ＱＢ とれを

分指し 、 ｭｴ Ｈ二 叶Ｚｈ ｾｬｪ 武 ｕ ｉ Ｑ￮Ｎ 一 氏 参 ｩ Ａｾ ｊ した 。 鎖骨鍛筋等の構諮問 ｬ は策任技師佐野 利 器氏を桁導

とし技閃i銅像亀之助氏以 lごとれを分供した。工事場の主任は 小林課長完全務てあ った。 との

時臼 ｲｾｕ 幾之 助氏 を ｬ 泌託し ＱＱＱＱ 締を以て大配球論を作った のである が後年のＧ長災で・ 訳 嫡ｉＧｌ Ri Itし

?ζ 。

議事堂の蜜地 工事の経過を語る前に議事堂の敷地K 就て少しく遁ペて置きたい。敷地

は既に明治20年に決定されてゐたととろで 、共後市区改正の矯め と誌 丘の擁張に依って多

少、盤更はしてゐるが 、麹 l町匝永田| 町の高査にあって共の面績は 20946坪絵である 。東北に

下Y城を奔し 前面は霞ク院長l離宮を隔て λ 外樫田 l町から霞ク閥一平協に宣 る中央諸官街街を望

.み、後には 永田II f[ の谷聞を越えて ILi 王の森は 眼前に展開してゐる 。立法府の建築敷地 とし

ては誠にふさわしい場所で ある 。而して土工事を Jmへた後の標高は海抜88) えであるが、1筒



ほ東方に綬 傾斜 を Ｑ ｾ し西正而はザ ンク ガーデ ン式 に友つてゐる 。 序にとの敵地の昔 Ｑ ＱＺ 削 っ

て 見やろ n 廃長の許は只 -1: 栄作府と記されてゐるのみであるが 、寛永の頃lモは旗本永田某

ω 照似数料ーを初め 、 多くはｨＱ ｴ 本の毘似でー あっ た の 共の後はＱｮｉｾしの時代の精岡を見ても大 ｬ

た雄化はなく 、 Ｑ Ｑ ［ ポ怯の ｲｬｾ 尾政が 時に実 ｉ ｊ 込んて・ＭＪた ＨＱ ＱＺのも のであ る 。 然し維新の鑓やＺ の

後 、一時草: 芥に埋れてからは 、多少の襲: 遜はるる 。今の敷地の西容J -，↓ 交の部分I' I 我岡民法

の起草者である伊Il 人Zドアソナート' の住宅となり 、共の建物は後にメキシコ公使館と友り更

に馬攻防のj政合として使用さ れてゐた。共の砕i隣 I' I 永く下回女・接部長の住居した女・製部長

II ¥' ・合で 、北隣は テニス 倶楽部のコー トと なってゐた。 中段は一時浅野侯の毘IJJxで 、東'三千の

'I，'r止は三 iO長公の邸宅に 充て られ後には継続院の事務所之官舎に使用されてゐた。

議. 堂建築の瓶要 議事堂建築の工事に就て説明 をするに先立ち椛念 を符て置く矯め l亡

建築の概要を記せば次の通りである 。
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{基 礎… … … … ・… … -・ ・・・… ・・・… ペデスタル式コ y )J リート抗打

造. . …{ 懸 惚..，・.... ...・…・・ … ・・・・・・……・・・餓骨、餓筋コ Y ゲリ ート造( 花閥石張〉

1床及屋根・….. . .・ H ・.. … ...… H ・H ・..... ... . 餓骨、餓筋 コy )J リート透

建築様式…日一・……- ・… … ……・・・・………. . ……… ・近世式

主 要室数・…. . . . …- ……… .. .. ・H ・.... .. ...・ H ・. ... .. .… ・390室

fft族院議場…. . . . ・ H ・...・ H ・- ……・……・・225坪 ( 幅10S尺 奥 行78尺〉

議 場 坪 敷 … . . {  

l衆議院議場 ・・…・・・・・………・・ .. ...…・ …225坪 ( 幅10S尺 奥 行78尺V

j 貴族院…・…・・・・ .. . . …. ...・ H ・.. ..… ・・460席 ( 最大限日5席〉

官議 席数… . . I  

{衆議院. ...・H ・.. ..・ H ・. . . ………・. ... .・H ・. .466席 ( 最大限63S席〉

{食族院……. . . . ・ H ・.. ... ・H ・…- …. . . ・H ・. . . 770席( 内記者席92席〉

傍滋席敏・・… (

l衆議院… - … ………・・・... ・H ・ぃ … …922席 〈内記者席90席〉

議事堂建築の工事費珠算と工事年限 I' I準備 工事の分を合せて最初 750再開 10 少年構績で

構

あったが、共の後種々主主る事M.で' Nl : 盛々夏が}J 日へられ結防 19 ク年織崩事業となり工事設

も約2580諸国に なる見込で ある 。

各階の配置 階数は大関地階を除き 3 階、中央部は 4 階建で中央部塔屋 lモは 8 階の部介

がありその頂部は展望|滑にたってゐる 。 室7肢は主要なる需が 390で雑室を 1Jf1ふれば 449と

なる 。今とれをれ階別に共の主なるものを列記 して見 ると次の桟になる 。

地階 雨院傍線人玄関、機械及電気設備に闘する言者室、倉庫等々

ー階 雨院玄側、雨院事務局側係の務室、炊事場等々

= 階 中央部に中央大玄関、中央康問 、帝室階段、閤務大臣関係の言者室、政府委員室等

雨雲里昔日に爾院議場、議長室、;¥'; IJ議長室、脊詑官長室t年記官室胞にこれ等の附属室、議員健室 ( 雨院

7'  



1 8  

令官十25室〉議員食堂等々

五階 '1' 央官官に使殿前康問 、便殿、皇族室等帝室関係の誇室、雨 院協議室等

雨翼部に議揚傍聴席、傍聴人控室、後算委員室、各種委員室( 雨院合計30室〉等々

中三階 新開詑者事務索、機械設備室

四階 書庫 、 間曹関 ｾｴ 写言 、 雑誌閲覧宅等

I( li してとれ守 の諸: * をたg絡する郎 |ずの延長は貫 l亡 1 111  7  IIITWI 乙迷するのである 。

最初の土工工事 大正 9 年 6 月鍛入式を行って最初の :1: 工々事に取ゆった。新議事堂の

敵地は西側111亡高 い平地は あるが、大関t亡束に| 向って綬傾斜を持つてゐる 。本館は其の高い

部分 ｬ 乞建てられるので あ るが、ｊｦ ｾの正 而の地盤と西側 の 地盤とに ＱＲ Ｉ くからの高 差 があっ

て 、 ζ れを水平に切取ら友ければならぬと建物下の地業を施すので 、捌 lごげる必要がある

の之で 、大 正 9 年 6 月から翌10年 6 月に亘って こ1:工々事をやった。切取り又はt聞取って動

かした土量は 1高立方珂以上で ある。

基礎工事 新議事堂の敷地は永田町の高去に ある から 山の手一帯の地質主同じ様に地表

の数) ' ( を除ては所謂赤ニ1... で共の厚さ も10重量j てある から可友り竪破で あるが 、土地の傾斜の

開係在地 F 室の鰐め深く抗i ＱＩ 下げるので、建物の 電量を ζ の 赤 土 居に支へさせる事が ｴ ｦＭｬ，ｾを

ないから 、 腐朽するととの Ｑｦｴｾ ぃ「コ ンク リート」杭 を深い下の砂 利Ａ青か ら築造 して 君主い建

物を安全K 支へるととにした のである 。杭 I' I 長さ 27)' ( Ｉ ｾ 至 ＳＵ 尺 で太さ ｊ 宜符 ＱＷ Ｑ Ｑ • ＱＢ の 「 ぺ アス

タル」式コ ンク リート杭で、中 央塔の下に 568本其の仙の部分l乞3738本 を打込んだ。丁度

大正10年 3 月から始めて 11年の初夏 6 月に打終ったのである 。 ζ の様にして打込んだ4000

飴本の杭が建物の綿重量を支へる事にたEるが、 J てに建つ鎖骨杭の配置に従って抗 2本乃至

10数本宛l乞組合せ共の鋪 IC厚さ 11 メート J レ」の餓筋 「コンク リート」 の礎盤を置き桂を支

へる椋に した。 ζ の礎盤も中央哨の下だけ は約14間四ブ1・の l 枚盤としたので下段が高さ 42

ｉｉｾ ＭｊＭｊ 立 Ｕ ＱＱ 吋 で共の上部分 を合せる と結局 Ｓ 米といふ素 ｮ ｦＮ ￭ しいも ので 、大正 ＱＳ ｻ Ｍｆ Ｎ Ｙ 月 餓筋 和ｼ

立中の盛事には鍛筋林立してゐる駅態で あった。

鐘骨工事 建築構造の4主三駅肌1は銑，科円.餓筋 「コンクリ 一トリ」でで. 、鋼材 を以てで，円. を紺1立立'cてs椛'R干

jバ床4衣ミ及屋根は餓筋「コ ンク リ一ト 」造とするのである 。市して議事堂建築のみ- _ J -J として且に

己むを得ざるもの L 外は綿て岡産品を使用する事になってゐるから、餓骨も全部八申書製織

所の製品を使月j して、其の工作 もI}J 、同所で専! 誌のl[i 由工を探用して大J E10年の夏から設計問

の通り遣ってゐたので あ る 。 とうして ｈ ｾＪＧ と部分から ｩｦ 手述に依って箱崎倉庫叉は敷市毘河

J f - 等へ陀錫げ し建築場へと運搬した。鎖骨の組立工事は大正11年 2 月からま?と別注の請負

で部分々々に |高切って施行した のである。同i して昭和 2 年 4 月中央塙のJ見トー迄の都l立を終

った時を期 して 上 棟 式 が 行はれた。 との鎖骨・の綿最は9810躍で車[L:v: を終 る迄 6 ク年を要

し、共の後錦筋「コ ンク リート J fL使用した鍛筋の量は 5522躍で ある。 との鎖筋を全部便

5 分のものとして換算すると共の線長さ は 886監とな るのである。

との娯骨組立工事中東京帝園大製地震感教室の今村明恒博士に依頼 して鎖骨の震動検測



をして貰った。而 して共の結果を参考として共の後の餓筋肉己置に考応 を力11 へ両全 を期した

のである。

外装石材の採取と加て 新議事常の外綬面は石材 を1).て表決す る事になってゐるが 、と

の外炭石材は建物の外聞 を保護-1 る使命 を持 つてゐるから、 JJ_: v' )イi A'，.j -も 1-分l耐久性に悩ん

で居らなくてはならない。雨露に J 'J しでも桝減にますしでも亦本気 中にあ る各種の J{J 貯の作

用 ｬ こ潤しでも耐久的でＭ寒気 ｬ ζ も 強 くそれ ｼ 当身 の Ｉ Ｉ も Ｇｊｨｬ くなくてはならね 。 ｾｻ の 土色彩 の需 品

係もあり産出金も亦陥る盟! おの ものが必要なのでるる。 ζ ういふ名手重の傑件から明治43年

の全問的の調査 を基礎としL中原田1:11、111一郎氏 をl娼託し更に調査と 兆較研究及試験を行った

結果、11.1口 鯨 t'!!.¥111 1
I
付近黒髪鳥産の 11 : 尚石が11安部外装石村とし 、jJJi 島際倉橋島産花尚石が1二

部 外装 石材としてｾばれた の で・ある 。 叉雨ｪｓＧ，Ｇ ￩ 中庭通路 の アーチ ｼ付壁間 表装用としては新潟

鯨北=符原郡安問村草水産の干狩禍色花尚石が法ばれた 。

石材は非常に大::-立 を要する ので工事の支障のない棋大正10年から共の保J f: x . に若手した。

建 物の服部と中庭外装の全部 、7本壕壁石 、↓ 宝石 、91) ( 石等に使mするも のは 、Il l n鯨都濃部

大津村大ｾ Ｍ ＨＺ黒髪お の 図有林 の も のを 農商務省 か ら購入し探石請負 ｬ モ 付 し 、 之を更に運搬出［

負に依って敷地内 l亡運搬し 、1mI は叉別 lと請負は しめ j夜管 を以て碕立た。上部の赤日本の あ

る花闘行 は 大正 ＱＲＨ Ｑ 三 Ｘ 月 から 成島燦 Ｚ 火装郡 倉 橋Ａ日 』 大サ ・ 尾了ＱＺ所イ Ｑ Ｚ の も の を 十ｾ取ｬＡ持穴し黒髪白

熊と同;lJ i運搬カ11工及積立 をした のである。 との倉橋村ーか ら探取した石材中大きなも のには

長 14尺 7 寸 5 分け] 3 )"':' 8 寸 5 分 厚 1)( 4 すと いふもの もある 。 との外装イイ材 の綿量は

黒髪島E差11:. 陶石 154678-1;J J264 

倉橋島産花l謁石 180488切421

車水 産 花 !謁石

合 計

3818切296

338985-1;]J  

でとれに大理石の盆 を加 へ一切即 ち 1立方尺にして積み上げるときは富ー仁111の約301必の高

さとなる。叉正面中央部の 4 本の丸柱は 1本物ではないが高さ 45)' ( 太さ根元で直径 6 尺で

l 本の重さは24700口程q; t ， 共上部の風鳳の彫刻 l'i 杭48尺高さ 8尺で698人の石工が掛 っ

てゐる。 而してと れ等の石材は織骨の組立に仲って JI頃々 に夜開の鎖筋[ コ ンク リート」 と

共K 積立てたのでるる。

大正12年の大震火災 九月 l 日彼の大震災l亡突如として襲はれた議事' 立の建築l主宰にし

て頬焼を ー売がれ 、構内 K j 長々 た る加工焼石材の少 数1<:: 損害を受けた外 は組立中の餓怜には

些の被害さへも無かったが、設計中の岡市を始め計算書、模型 、標本類は全部灰蛾l亡蹄し

て11: 舞ったので・あ る。依って俺かに残れる資料 を基礎として各自 の記憶を辿り 、非常なうf

)) を以て i析く復持する事 を待たが 、秩 序の快復 を待って協滞なく工事 を準めて行った口 市i

して大正13年秋 lとは 中央塔の基礎であ る大礎盤工事の施 行 を終りk 、H

lに亡突H出1す るt塔斉屋の部分を除き餓，白. 組立は殆んど l州f叫¥j来l長ミυJ上1 りk 、共の年 4 )=月Hに亡は鍋骨全部の組 7立ι  

を終つた ので、王悲ilに亡上上.隙ヱ式にが移切子されたのでで. あ る。

9'  



曹繕管財局の設置 誌は少しく捌るが大正 ＱＲ 年 の 大震火災 の ￭ｾ 殆んど琉儲 ｉ Ｇｃ N-iIiし?と諸官

街は 、偲 建 築 を 以 て 常 座 をと 凌 いだが 、共 復 興を嬬すべき必要に迫られ 、共 の施 行の鵠め大

蔵省に管耕管財局が設置 され たので 、議事 '本: 建築 も功、その所管にf : t され たn その頃 の長官

l上六歳次' ( " . で 、T 務 部長矢 崎1iT77、T .務課長大熊再手11で小 林イ州、: 舵+fr課長と なり 、T 事 場

二1:: f壬は池I:l:l 譲次 技 師 、製図娃ト主任は小島 栄吉技 師 、意 匠 設 計 指 任は吉武* 盟技師。構 造 協

任は荷il祭亀之助技師で綿 務 部長は 太閏嘉太郎氏であ った。

よ様式の暴行 中央塔 の鱗 骨 の 略什 ｜ ＮＳＱと ｴ った時、 ｉｉｻｾ 和 Ｒ 年 Ｔｮ 7 日の古 辰 を トし 、時 の

線 開 大 F，i 科大臣 を初 め 肯 衆 雨 院議員 其他 多数 の参列を以て_ I - _ 棟式 がわ二ばれ た。 中央車.; 仔前

l乙祭 前 を中央主閥J 二l乙屋上祭壇 を設け、 f塔許頂部カかミらづ引lμいた 木 綿 綱 を欠

搾 lに亡依 つ て と れ を曳 き、長 官田 昌氏 lri 大 熊 、小 林 雨 認長 及 粥i祭校r ; iji を随 へ塔 頂 部にま11 り織

作 lこ鋲 打 を 行 っ たので あ る。 との年 5 月 末 、工管部長又 は工 務 部長 として長年採配 を振 っ

た矢橋博士が克去された の で工務部長には大 熊 課長 、工務課長lこは 池国技師が任命され工

事場主任は小島技師が粂務される事となった。

新 く し て 鎖 骨の組 立 中から 、銭筋 の組立、コ ンク リート打放に お 積 をj直 管 を以 て 準 行 し

無王Igを しながら も工事 の準 持l亡努力した結果HR和 5 年初夏に は塔 の部 を除 く 壁 韓の全 部が

ＯＭｦ｜ ｪｪ ミし 、 ｾ の 夏 ｬ ζ は塔頂部迄出来上った 。 而して Ｑ炭出災 前 カかミら 銑 意 作成 を 念ででＮゐた室内造 ｦ行作 f乍f  

の設計 lに亡 .:Wき屋内了工- 事 を準 めH

に議長宅 11
附
Ij肘1付t近 の才各守室の t♀宅争主:内 工事 を略 仕 上けげ' 1<たζ のである 。需 で全般に亘る 4 百 有徐 の室 内 工

事 を準 め 各 種 設 備 工 事の施 行 と 相 候って今日 の竣 成l亡苦11った のであ るが 、共間工事監'li>f Cl )

周到を期し工|高を 中 央部 、貴 闘焼、衆議院部 l乙別 ちJZL原 忠一 、肥探照次 、中栄一 徹の 三技

師 を 各主任 とし多 数 の 技術 干 ＿ を 配 ｍｾ 従 事せしめ工 事 を、 進 め た のである 。 最 盛時 ｬ 乞 於て は

1800徐名 の諸臓 が日々共工事 l亡従事 して ゐ?と。而 して最近 l亡於て は小 林課 長 退職 して 小島

技師 とれに代り工事場 は荷 Ji袋、中栄 の雨技師が 主と してと れ を受持 ってゐた。

遊に少しく記して世 き7ζ いのは 、餓 筋コ ンク リート月Jの砂 は肥 塚 技 師考案の砂 i先級機 を

使 用 し 砂 利 もi先機し使 FIJ した事である。 而して竣 成 迄lと使用した「 セノン ト」、砂 及 砂 利 /)

綿量はタ; の通り である。

セメゾ ト

砂

大玉砂別

小 砂 草IJ

27446噸4

5870立坪

65立坪

B似 0立坪

切込砂刺 1ω 立坪

火山砂刺 2∞立坪

室 内 装 飾 石 材 室 内の仕 上げ の石材 は主として大理石 であるが 、 との大正Ig石に就て は明

治43年 l亡脇 水 理 感 博 士が帰 託 とな り小 111向感仁と JGに全 問 的 l亡調査したの で あ るが 、爾員長

年 を 終 た の で 其の種 類 も産 同駅態 も全 く盟、化 してゐ るので 、更に 調 査 しまた業 者の徒 同 し
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たるものに就ても調査を加へ、適材適所K 使用した。叉中央政間企? 及階段室仕上げ石材と

して は武田粂任技師の報告に基き 、再三人 を波して 調査し? と沖縄燃産出の瑚瑚石E死去…琉

球石… を瀬戸島及宮古島から採取して約 1詩才 を使用した。 との琉球石は津田元四郎技師

が約 1 ク年間 も琉球fL 1犠布しi的i探 を排して持取したのである c' 2 階廊 1' -のJI要は 日米z石を以

て ｬＡｴ￯ っ た 。 ζｾ ｬＯヨー石 材 の 使用 ｩ ￬￨ ｬ ま 日部石 Ｑ ＹＰＳ 切、 大理石 Ｓ Ｗ 庵 ＳＷＰＳＸ 切 で 琉球石は先 ｬ こも た ￟

ベた通りが:J l l i S切である。而してお材も綿て間売 を使用したので・我岡大T明石の産I-IH亡異y状

な準展を典へたと忠ふのである。

構造と謹作用の木材 木材 も亦岡庭をｾび維木と 雌 もとれを祈 ｭ するの方空 ｼ だったの

で、既K 明治43年K 調査したが買に調査を施し 、搾 、情、 ? J 間摘、栃、機 、臨地、 イチイ 、

析 、クJ レ E 、松、 杉等24種173000立1f J?.. 程が使用されてゐ る。

壁と天井の仕上と穀物 侵と 天井は多くは漆喰設の色付塗炭とな ってゐるが 、室の程度

ｬ 亡 Ｑ ｀ｘ じて壁紙 ｴｬｬｩ と裂地 ｬＡ おと がある 。 照紙 は図産 山路 般紙 で 裂地 ｴ Ａｲｾ ｦｌは 、錦、 ヨリナ ナ コ 、

手伝山織、絹金悲 111織 、絹博多織、鍛子、綾地鍛子、絹綿鍛子 、絹綿交浮織、玉糸リ ンク織、

コー・プラン風織 、絹レー ヨン 、絹 モクツ ト、 リンク職、府 モナ ット 、紋ピロード等が使つで

ある。又! 肱物も場所tc臆じて絹鍛遇、千歳f段通、毛鍛通、宅t掠毛等が使用しであ る。 との

壁裂、窓掛、敷物 も夫れ夫れ意匠を考案し製作させた ものが多く特に敷物は閤産品を使用

した嬬に共の製作技能の向上に 符興したととろが多かった様である。而してと の装飾 的の

部分に聞しては 111同知雌技師の挽' 市である。

プ ロシス.扉 中央 と柄院主|持l入口扉、 共の内部の プロンスa 建具は共に東京美術穆較に依

頼して製作して貰った。 との頃民間の大建築l亡伎はれて ゐたプロ ンス扉は多くは海外の製

作で岡産l亡は多少の不安があ った。依 って 常h. J の設計 I'C基き美術製校とが協力して製作し

た のであるが 、 美 術験校 では 材質 の 均等を期す る Ｑｾ め全 使 用 』 盆 Ｘ ＰＰＰ 口 を一度に合令 し て

7000賞後が質際に使丹j された主 である。而して正而の扉は其の 1 枚が巾 3 )"( 6，j-高さ 13) ミ

で重量は 300 f' t であ る。 との以外の プロンスa扉類は共の後民間技術も護達したので蛍業者

の請負K 依 ってHt ?>lミたのである。

模型製作 設計の首初に於て先づ以て本館模型 を作成しとれを資料として研究 した。 中

央上高の如きは六七回も模型を作 ったも のである。同時に敷地の模型、鎖骨の模型も作った

が、何れも佳火災i亡て焼失した 。 叉内外に亘る石材彫刻 、木材彫刻、石官製彫刻 、怖合

具、活令物好j"カ;総て現物大石持模型 を製作して賀施に移 ったので、共の教は頗 る多く 、111

9  Ｉｾ 長 ＲＰ 数ＩＧＨといふ大物 も あ る 。 とれ笥［ の 模型製作 ｬ 亡は其 の 掛りを置き 嘱託佐 野 ｉ ｖ， ｾ 氏、羽 ｬ

曾秀之助技手が主としてとれ IC従事したのである。叉本f ! ff配Zt としては 11U締 を以てドli出幾

之助氏が作成したがとれも 灰燐に蹄 した。叉中央府聞の照215はf段物として吉武東果、安問

清、問中儀一、熊符可三郎、 高橋健司郎がザli いた。

各室の梗概 以上K 記し?>I ミり たる} 'Tr を以て新議事堂建築0 ) 大要をう'11 1) 得ると思ふが 、後
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段に於て諸設備工事を遁ぶる前t亡、主要なる各室内の梗慨 を記すと L とす る。

中央主開 五でと桂と は徳 島鯨 産 犬 訓石 力 ｮ ＱＮｫ更紗 を 以て ｾｉｬ￭ りＡ 末 ｬ 士 崎玉鯨産貴蛇紋と茨城臼 を

市松Il: U虫き込み階段石 は茨城白 を使用しであるの小銃と天井はi漆喰塗の色付である C

中央民間 民さ 9 間角周囲 を加 へて12問ff J であるが 、大切な通路の交叉す る所なので 41箔

I次放とな って 、上方四周の窓か ら採光してゐる。天井迄の高 さは 107) -( 6 寸 6分 で際問

周悶の壁柱等は 2 階迄珊瑚石灰岩 でl!{i られ 、それ以上は一主として石膏1111i りで天井蛇腹は

電鋳 ぺ ンキ塗 である。床は 全面 ｳ 大理石モ ず イツク で 便殿前ｊｪｾ聞 の 分と合せ てテ ツセ ｊ レ は

160 高位程である。 而して照明は天井裏 と蛇腹内と 、周回手摺と壁のプラナットに装置

してゐる。

子校室階段 中央成聞から便殿前民間への大 11皆J交通路で左布摂而の)j'要は徳島鯨産時ぬ を以て

ｈｾ￮ り段石 は 茨城白 である 。 天井 ｬ Ｇￌ 字国形 で 小僚と共 ｬ 亡 ｩ 黍喰 ｩ 全色付で ある 。

使殿前民間 壁面 は 帝室階段と同じ大理 石 時鳥 を 以 て ｬｨＱ ￮ り小僚 は石 官製 ＱｾＱ 宮 内模様 て・三 ｩ 三闘形

天井と共にペンキ色付 である。床は全面大理石 モザ イツクとな ってゐ る。

使殿 長 押付折上げ格天井 の 園風の 意 匠 で 用材は締 て 槍材、本 ｩｾ 塗で長 押 ｆ は華 山 織 、

小壁は烏 を刺繍で あ しら った摂七子、 霞は縫取織 を以 てUli り共周l舗には軟錦が廻しであ

る 。 ｦ￭ｦ ｊ￮ 金 具 は 金波金の肉ｾｾｾ で 天井 の 特聞 は 錦 織を 以 て ｬｬｴｩ つである。 煤値 上 Ｎ の 丸 桂と各所

の彫刻 は絶て乾塗製 を使用し、入口扉は漆i全の蝶釧入 11，¥織でJ股憾の石は静岡産の紅葉ii i

に彫刻 を施した もの。窓掛l'I 錦織で床は周悶がJ宥木漉 り、敷物は絹鍛過 を用 ひである。

漆塗は特に美術謬校K 依損したのである。

皇族室 使殿 の 隣り で 遺作は 窒 ｩ 母槍漆 塗 と なって ゐ るが 、意匠は使殿同様 の 図風 で ｾ ［ ＡｬＡ ｾ￮ と

窓 掛 と は鍛 子 、 敷物 ｬ Ｇￌ 絹鍛通 である 。 Ｑ 援が ｾｾ前 官 ｉ ｬ ￮ は 稲岡鯨 産 の 大理石 「 合 幕石 」 である ｏ

.i' l 賓室 遺 作 は蛍 ｩ 母 槍 でペンキ塗 り、使 ｴｬｾｩ と 窓 娃トと は共に 椴 子で 敷物絹鍛通 を 使用した 。

J援焔す官官fl iは111 口牒産の小棲 である。

雨院協議室 室内遺作は空間檎 をmひf: I:土げは市黄白色のペンキ塗で長押付折上柿天ぅ月二の

閤風の手法 を探刑した。格 天ぅ片= の一部 l'I 天井明り としJ模様を浮wしにした硝子をf絞め 、

慢と 窓 掛 と は稲岡工業試 験 場製作 の 博 多織で 釘 ｬ￮ ｾ 具 は銅製 の 煮黒目で ある 。 敷物は絹鍛

通で千歳j市過と栴す る大熊の創業に依 1) 稿同工業試験場が岡武工場l亡於て製作し た もの

である。

白旗院議場 ｉｉ ｊｬ Ｐ Ｕｽｾ 奥 行 ＷＸ 尺而 積 ＲＲＵ 昨で天 井 高 さ ＴＲ ＩＢＱＺＮ Ｒ 寸 。 正面に玉座共 の 前方 Ｑ 乙議 長

席、演壇、建記者席、 L U:iItC玖府委員J市の設け が あ り、議員 j帝は46071市で字国形器佐| 交形

l乙構へられて ゐる事 は型の通り で、傍聴席は上部三方にあって中央を御座所とし 、御主主

所 前を除く前側 は全部記者席として ある 。記者席の背後に 「ニュ ー 7 チック 、キヤリヤ

- J を設け且つ専用通路 を作 ったの と、ili 記者席IL .1;;" 階l乙過やる特別階段 を設けたのは

今迄に例のたにい事である。
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話 作 は 綿 て 搾材 で 摺漆 塗 。 王座 の ｦ ｩ ぞと ｢ ー ア ンは 錦 織 、 敷 物は ， 鵠鍛 ｩｬｬｩ で 、御 ｐ ｉ ｾ 所 の カ ー

アン もi}P錦織である。 貴賓 席のFX!! 州主主鍛子、カーアン Ir.t 絹リ ンク干Iii で討ド易正而の大 壁は

臓 モク ツト 附やl であ る。議席は棋材 ラッカ ー塗で張袋は械 ピロード。議場の床は全面毛

椴 過 を以て敵討iたのである n

Ｎｹ ｾ 光 は 灯 ￬ ｔＭ 天 井 ｬ こ 依 り夜 間 は ポ井袋 ＴＱ Ｘｦ［Ｚ［ ｬ の Ｇ ＴＴ 賊 ｴｬ ｬ ｯ Ｈｬ ｬｪ ｪ で ポ Ｍ［Ｑ Ｑ Ｚ 1'-の釣 i伝的は停屯!侍にも ふ:

;st也氏依 って 黙持され るのである。而して説場 ド lこi昆策室の設 けがあり 、五謝mFの 7 ツ

シ ｊ レー ｊ レ 型 の 通風装置と天井共 他 の 通風 孔 と ｬ こ 依 って 熱Ｇ ぷ気が 上 昇ー式 又は Ｍ ｉ ｾ 降 式白布 ｬ 亡

調節 され夏季には 冷房 を行 る得 るので ある。

求;副総議場 ['i: 族l院議場と全く同 じであるが 、正而議長席 上に御j来月Irの設 けがあるの は新

議事堂K 於て初 めての事で ある。;義員席は466席で635席迄は置く事が/+'，* るのである。

議場の棒材 l亡は彫刻が搾 111施 さt して ゐ るが 、木 材のイ'1
1紛 を目立たぬ 様。 また音韓関係l乙

効 果 を拘 る車製持に考慮 した結 果である。

議員 ｴｾ 室 議場と同階 lとあって 13昨乃至551干の ものが雨院合せて25室。室内の仕 上げは締

て 同 一で 造作 は査 鵠 檎 ぺ ンキ塗 。 ｾｴｴｬ ｴ お は 絹 レ ーヨ ン 、 Ｒ Ｕ ［ 掛 は 絹綿交鍛子 を 使 用し 敷 物 ｬ ま

宅織慌 を政込んで ある。放熱器 廻 りの大玉虫石 1r.t 1志向鯨産の日書で・ある。

委員室 13問、徐乃至55:tZ1のも のが同総合せ て30室で共の大部分は 3階に 置かれてゐ る。何

れ も同様な仕上げて・、 造作は村?と栃材ワニ ス1合、続漆喰1全の色やH全装である。25掛 Ir.t 絹

綿交鍛子で! 取物は宅級自宅が! 敗込 であ る。玖 J{if 委員室もm、同様である。

強3t 委員室 96J干の出 さ-c衆 議院の分 には 傍聴席 が設 け られてゐ る。室 内造作は栃 材 C ク

リヤー ラツ均一君主装壁貼 と悠掛 Ir.t 絹 鍛子で 敷物Ir.t 毛誠艇、天井は音響の附係 を考慮し て

漆喰喰の上に漆面仕上の加 工が しである。

議員食堂 後算 委 員室 の Ｍ Ｑ ｾＭ Ｙ Ｖｪ 可・ の 大さで 常内 の 高 い ｉｉＧＦＡｾ 司日等 造 作 はク ノレ￨｟ ( 漏百十|産〉材 を

用ひ池い色合 のステ イ ン 蝋仕 上 となっ て ゐ る 。 ｊｪ，ＦＡ ｾ司目上 の 小 控はゴプラ ン 風綿織 で ・ ｬｴ おり

窓掛は綿ゴ・プラン織 を用 ひた。 j示Ir.t :寄木張 りで そと K は鋤焼用 の電気 差込口が取 付けて

あ り、カ クンター の設 けも ある。叉放熱器廻りに使用した大 理石は東京府西多 摩郡産の

「青栴」である。

綿理大臣室 位世は皇肱 宅の -1'-に相tE し出ーさは24:t l 強 、室内造作はチ ー ク材 クリ ャー ラツ

｢ ー塗で壁 ｬ ｴＨ ￭ に は絹綿リ ンクＧ 織 、 Ｒ ｅ 掛 ｬ こ は絹 令芸 ｾ二 山 織 を 使月 Ｑ した 。 敷物 ｉ ｲＮｴ 雨院協 議室と

同様稿同工業試験場製の千歳椴通で燦 焔前飾の大 理石は間山勝産H¥の「黒柿」であろわ

大阪室 位置は似肢のi古 1" 町長 さ29珂強、 案 内治作はチー ク材でク リヤー ラッカ - 1舎と し

である。慣は絹雌交伊織 でZS;掛には絹椴子ー をmひ敵物は千歳椴過である。 t段櫨前官llil ま茨

城臼 を2謹んだのである。

大臣室前肢聞の択i訂lは判鮮黄海道小青島産の大型1¥石「武能 J を以て1-:1二卜.げで ある。

議長室 貴衆雨院共 全 く同一でヰミl有浩作 l亡は搾 材 を用ひ ラック検に仕上げた。壁 と窓掛 の
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裂地は鍛子で床は毛艶通を政込んで るる。媛蝿前飾は雨院の玄聞に使用しである 山口鯨

産大理石「鶏」で放熱器廻りは 山口鯨産大理石「霞」を使 ったれ

成長サ ロ ン ＳＴ 茸 ｆ 徐の肢さで 、 主主内造作は際 材 を 使月 ｪ し ラ ック ｉ 令である の ｉｬＧＦＡｾｾ ｉ ｣ ｬ ｟ 卜 ｾ ｶＩ ｬｬ ， ｾＱ 士

リング織、窓桂卜は紋ピロードで敷物には毛酪過 を使 った。2 筒所の大焼怖前何1; は抗手懸

産出の大理石「紫雲」であるが其の上の刺繍額面lti 一面必 日本来Ir 八景の一、他のー商は北

野高稿の木曾六十九三欠のーである。叉放熱器廻り の大理石には「霞」が使つである。

￬ｦＮｬ ｊ ｾ 語長室 室内造作は棒 ラック塗で壁貼には艶子、窓掛l亡はコープ ラン風織が使 つであ り、

敷物は毛織駐を Ｑ 政詰めた 。 慢櫨前飾は熊本，ｾ高下金城相場 Ｑ 稲村産 の 「竹 葉」で茨城産 の 大佐

に酷似してゐる。放熱器廻り の大理石は「霞」で ある。

副議長膝接室 室内造作は議長室と同一で壁¥l 占は艶子、君、; 掛は枕ピロードを使った。敷物

は毛紋民で J援協前飾の大理石は徳島鯨「木頭石」をr.rmしたのである。

爆 犠j二の鏡硝子は未だ国産品がW: 3たなかったので‘ 己むたく外岡品 を用ひたのであるが今

日では園産で聞に合ふので ある。

雨院主開 共に全く同一である。壁面及桂は 山口牒産の犬訓石「鶏」を以て仕上げ床は 山口

牒産の「薄雲」と「霞」の市松敵、 J宝石には薄雲が使 つである σ 而 して 入口扉はプロ ンス裂

の扉である。

剛提玄関康問 壁柱と階段のj媛、手摺等線て富山鯨黒部峡谷附近から採取した 「オニツク

ス」大理石を以て仕上げた。段石は「薄雲」で小壁と天井は漆喰塗色付当官接であるわ而 し

て 2 階 3 階共同様でと q c は昇降機 3 肇が設備 されてゐ る。

2 階廊下 雨側の壁は下部の中木vi こ徳島鯨産「新淡雲」 を用ひ、共の上部は大阪府西成郡産

出の凝灰岩 を薄く挽割り軽く焼いた 「目 撃石」 を以て貼った。入口廻り の額縁はった理石

「加茂更紗」で床の南側 lti テラプ一政である。

3 階廊 F 雨側の去をは 巾木l乞徳島鯨苔島産大理石 を用ひ壁はテラ コツタ で枯り 上げ、各室

出入口 の額縁l亡は土佐の 「金雲」 を使用したd 床は 2 階廊下と同一で 、小壁と天井とは

2 階廊下共に漆喰撃の色付塗袈である 。郎 lての 中通りは誠艶政である。

機 械 的 の 諸 設 備 近 世科皐の進歩は我が議事堂建築の内部の諸設備に、術界の議事堂中

最も新しいだけそれだけ最新の知識を傾けさせねばならなかった。然かも長期に E り糟続

事業なので幣束貰現可能と思はる L 装置や機械に1討す る見透 をも 必要とし且つ其の後のキ:1

壊の準展K 従 って 随時盤改をも加 へねばな らなかったので 、そとに可なり の苦心 も努力も

あった。 とのi幾械的設備の計聾l亡聞しては常初Ig語託稲原俊丸氏が開奥したが粂イ壬技師北i甫

重之氏の計重指導を以て戸田一見、木 f 功ーの雨技師が機械設備及衛生設備 を分婚し多数

の技術者と 協力 して設計及賓施lζ 詰・ ったのである。 今と の設備の主要なるも のを記せば吠'

の通りである。

1股房接置 J援房装置は直接』援房( 蒸汽) と間接暖房( 熱空気〕 の二種を室の用迭に従って治
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蛍に採用したも ので]直接媛房の 中には換気を併用 した室もある O

間 接Ｇ援房の室は 、 申 室 ￟ｨｈ 系の各室 、 ｾￆ 場 、 外大臣室、 Ｗ 象非委員室、作委員室 、 中央 ＱＱＴ

問。

l直接暖房換気併用の室は 、議員控室、議長副 ffk長用諸室 、内閣用諸室、持記官長及主主ー記

官m諸室、読書:室及園舎閲見室、議員食堂及中央部食堂。

J直接暖房の室は 、攻府委員室、各事務室、共他一般の各室。

といふ風に分類して暖房されて ゐるが、間接』援房中議場は他の室 とは全 く皐猫な装置で

後に記す換気主主: 置中加熱器 を附加 したもので小 屋組内K は餓管放熱器を配置して場内所

要の熱量の補足と同時に屋根硝子面の結露 を防止する様にしてある。叉干s: 室用各室と議

場を除く間接媛房の諸室I' I 一般換気用風道K 夫々補助加熱器を取付けて持目的を達する

様にして ある。

直接媛房は』其空式低匪蒸汽媛房で放熱器は換気を併用する室は地階 を除くの外全部窓 |ご

に隠泌し共の他は細桂型放熱器を露出 させてゐる。而 して 間接直接雨J暖房共に自動温ig

度調整装置を取付け放熱器叉は加熱器内の蒸汽を調節して室内温度を任意に且つ一定l亡

保 た しめ る様にしである。

とれが嬬には西方道路 を隔てた ｉｾｾ ｽＺ 必地内 の 低所 ｋ 汽健 室を建設し高座用水管式 Ｓ 蛍の汽

踏を据へ媒煙の防止と燃料 の節約を計るため自働燃炭装置が設備されてゐる。市 して蒸

汽管I'I 地下道 IC依って本館設備室に連結してるる。

換気装置 議場と共他の各室とは夫 々軍満足主装置で各装置共l亡加熱器、空気洗蔽機、扇風

機 を備へと L で先づ水 を以て洗継し加熱器でJ 熱し更に遁蛍な iM度を奥へ温t k f : 度を調節し

たも のを扇風機で間接媛房 をする室主直接暖房をする室の中換気併用の室IC送り込み室

内ささ気の交換 をするのでdうる。議場用換気装置 I' I 議場内IC於て 1人毎時1800立方尺線計

旬分45200立方尺を送り得る本盆でるる。換気風遁は 2 系統で 11会議場天井硝子面凋園、

後部tJ'i ll t . N百天井師 、作階入口 li J聞に設けた「 ν ジスタ ーJ I ' C連結し 、他系統は傍聴席11斐

掛下 、議席11変掛下 、攻府委員j府側壁面 巾木J ::Jζ 儲けた「 ν ジスタ ー」 又は ( 7 ツシルーム

ベンチレ ーター J I' L 辿結しで ある。 而して換気の外に機械排気の施一設を加へ必要に従っ

て換気 入円、排 気 出口 を 前記 の 二系統の蝉換に依 っ て自ＱＧ ｴ ｬｃ襲へ得る様 ｉ ｣ ｈｾＪ てゐ る Ｐ

2区気は梼左右の杭込の 中K ある本気取入 口から 、 地下jえ遁に依って機械室へ導くので

るる C

各室用の換気接置は各室共句時 4 回乃至 6 回換気し得る丈けの締計4ff: 分 53000立方尺の

空気を法り得る容盆に して るる。換気 口は各室入 日開閉叉I' I壁面の床上 9 ) ( 内外の位置

に設けた 「レジス ター 」をとれK 充て、尚廊下側間仕切巾木上に「レ ジスタ ー」 を設けて

自然換気l亡充てある。橡算委員室は特に議場lと倣 って天井面と床 巾木上l宅 ( V ジスタ ー」

を ｊ 収設け 別 ｉｃ 機械排気を ｉＧｦｴ 設して上 下作 ｊ ｨ よりも換以と排気を Ｑ ｾ し 符る械にしてむる 。
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而してと の各室の換気に は中庭の池に 主主気取入口を設けとれから地 ト風遁に依って機械

室へ導く様になってゐる。

排気装置 特K 多数集合する議場と 7象算委員室とは前記の通り機械排気附加しであるが 、

猶臭気 、水蒸気 、有毒瓦j析の蛮散す る泣・ある室と 地階で外気に 接す る窓の無い室及倉庫

等 l亡は室の性質K 民主じて室容量の 5 回乃至30回に相賞する排気をなし得る設備が施しで

ある。而 してとれを 雨院夫 々12系統l亡分け共の排気量t L ｦＡＦｾじて の 扇風機と電動機とか仙一

へてある 。

冷房装置 機械換気 をする各室 lti 夏季IL 於て盤井の地下水 を利刑して冷空気を送る様K な

って ゐる が 、必要i'C1

'

，韮じて は氷 を地下7J q亡添加する方法を採用してゐるので氷庫 、氷融

解設備 、冷水槽等が設けられてゐる 。

給水設備 給水系統 を飲料用主雑用と のこ系統l乞分ち飲料月1としては市水道 を使用し、雑

用に針しては盤井水 を使用す るのである 。

排水設備 各1; 皆の水洗似所汚水は化粧室 、炊事場等の普通排水と全然別系統とし、各階俊

所内に汚水管を立下げ各佼所汚水と共の附近の手洗排水 を纏めて之れに連結し 、ili ド水

渠に直接放流す るのである 。各階湯沸室、化粧室等の排 水は夫 |々 市近の分 を合せて外部

に排出し雨水と 共K 埋設配管に依り排水してゐる。叉地階機械室の排水は直結渦港ポン

プを 以て自働的K 蓮縛して外部へ排出す る様に しで ある 。

防火設備 地階機械設備室l乙50馬力這動 政結タ ーピ ン式消火ポ ンプ及ガソリン機防il i直結タ

ーピ ン式消火ポンプが設備しで ある 。水源は市水道水と盤井7 1 ' < . の爾者を 利用し雨| 涜53ナ

所の消火怜に給水する のである ο

，，'1・1待機設備i 耐F完成問、中央ji4問、回出問、 四件iffi: 凶北各階段室には合計 18長の采用: f'-I- II年

機が次 の様な 配 置で設 備 されてゐる 。 而 して 各 主 主 ｬ 燥機の ｩｬｩ 度は何分 Ｒ Ｕ Ｐ Ｉ ｜Ｎ 及 ＱＲ ＵＩｾ の 二重

法度である 。

関院筑間 15人乗 6 肇 1  I者より 3階

西 康 問 17人乗 4 釜 地階よ り 4階

rj : l 央康問 13人乗 2 華 地階 よリ 7階

同
13人 乗 2 肇 地階より 4階

西南階段 13人 乗 2 臨 地階より屋上

西北階段 13人 乗 2 牽 地階より屋上

叉貨物昇機は雨院 1 階 2 階各配l揺室。3 1; 皆喫茶室間合計 6 ; 宝が設備しで ある 。

主主気*食途管盟主置 との装置は 』 豆定式て雨 ｩ ｲ［ ｾ 議場 内新ｼ立 ｩ 記者席背後 の 傍鑓席仕切羽目』 ζ 記持

5 名 IL 付 11附の割合で計181問宛の殻窓口 を設備し、輪途管;1と依って 1 階中央受注室内の

Ｚ 吏入口 に連結され 、中央受 途室 内 に更に Ｔ 仰 の 護送口 を設 備し、輪 途管により ｾ ｉｾ 3 階新

聞記者通蹄雨| 料の受途室に ある受入口 IC連絡 されてゐる 。 乙の装置に附しては l件くから

見本品 を取設け昔響 7) 研究をしたもので全く 無 音 と す る の 創案を 得て使月j したのであ

I  t  e  



る。 との装置だけは共の昔時園産が無かったので米国製 を使用 した。

! l t 盗除塵装置 地階機械室に 爾院夫 々15馬力排気機及ヨヒ塵器 を設置し 、排気主管 を地 1' -天

井下lζ 配管し 、各部か ら竪管を分岐し l 階以上の各廊下階段室等要所の巾木に取付けた

吸込穿K 連結さ せたもので、吸込穿の教は 雨院 を通じて 1731問所である。而 して 雨|箆共

3 竪管 2 ク所即 ち6 ク所の 吸込穿 を、同時に使用する も、 差支え主い機械の溶量K なう

てゐる。

機械的設備 としては以上の外、 メー ルシユ ート の 装 置、給湯設備、瓦新設備等がある

が 、説明する迄もな いから綿て 省略する事とする 。

電気的の設備 議事堂の建築1r.t 19年の長期K 亘る継続事業なので、 電気工事に 於ては蛍

初の設計-11: 於て もか友り進んだ時勢の見透 しを必要とし 、又相官の可能性 をも持たせて時

代の進展に即する改農 を随時加へねば危らえ主かったので 、か L る立場から調創的のものが

多く弱電流設備に於て殊に然 りとする 。次K との屯気諸設備の概要 を記す事とするが 、 ζ

h が設計施行はB脳王将i! 壬i良太郎博士の計 霊指導に依 り川没 、国代寛雨技師が指官; し多数の

技術者主共l亡設討に研究K 非常左苦心 をして宜現せ しめたのである。

Ｑ Ｘ 源建物 の性質 上 給 ￭ ｾ ＱＵＺ ， 乙は 絶 封の 確貫 性 を 必要と するから 、 主 要 なる活気負 荷 ｖｃｾ 討 す る

十字近を防止する方法 を講じ 、麹町鑓電所 よ り3300ぷソレ ト三相交流電気の引込。久保 町鐙

屯所より 3300ぶ・ J レト三相交流屯気の) 象備引込。交流停電白働的に電気負荷に接続 し得 る

PJ 電池電源等の方法 を採 った のであ る。 との 蓄電池電師、は配電用の諸開閉器の操作 を

なし 、弱1邑設もii iのあ るものに常時電流 を供給す る事 をも目 的 とす るのでるるが 、夫 等は

ｾ ｉｾ ｲ 電 池 の 本 Ｚ ｨ ｬｬ Ｇ 亡 上む して 極 めて微 少 友も の で ある から 、 帯電 池電源 は 常に全 充 電 の 朕 態 ｋ

於て交流の停近民税tlへられるのである。 との蓄電池の充電には 40 キロワッ ト、 130アム

ペアの水銀盤沈器 を用ひてるる。交流電眼は 200 .;] ぐJ レトで・誘導電座調整然IC4:交って直流

側近毘 50- 310 ボル トlζl 河節す る事が出来 、t丘l活用品:浴池の充電にも 、完走用 されるので

あー ?  

の ' . .>0

畿電宝盤、屯室は建物の地階中央に ある 。 との室lと於て行はる 』事l土、( 1) 3300ボル ト三

ftl 交流石気の 'J I込。( 2) ｾ段 ｧ￱ 側 ｩ 室 、附 Ａ局家 、 庭 ｗ ｬ 外崎等へ の 高 田区 配 屯 、 Ｈ Ｓ Ｉ 一 般 電続

問 竣 ｉｴ ｾ 器 ｬ て 於て＿ Ａ＿ 相 Ｓ 線式 Ｒ Ｐ Ｐ Ｎ［｝ ミ ・ ｊ レ ト 電 気 ｬ ζ 鑓屯及共館内各所へ の 配 電 、 Ｈ Ｔ Ｉ 議 場電燈

刑 盤 、 ｾ器 ｬ 乙 於 て Ｓ 相 Ｓ 線式 ＲＰＰ Ｎ［｝ ミ ｊ レト道 気 ｉ ｃ 襲、 ほ及共 の 配 屯 。 Ｈ Ｕ Ｉ 動力 用 Ｈ 電熱 粂用 〉盤

l盛総 IC 於て 3 相 3 線式 200.;] どJ レト電気 IC裂: 電及共の配線。( 6) 蓄電池電源の充電及 共の

放道 、( 7) 鐙浴室内電崎の制御、 等で従 ってと の室内の主要設備は、以上に要する 高座

受配送盤、低)堅配lE盤 、盛座器叉*- 銀整流器、充電抜置等である。 而してこの室に於 て

使用 される開閉恭遮断器類の数は、高座!Ht JIて於て19、低限似1)1て於て 150の多きに達し 、

又別IC 室の中央に遠方耽視制御宝 〈ぺン チボ・ー ト，) を 世てるる が、ζ の級友大規模のベ

ンチ ボー ドは他に共の例 を見ないのである。
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配総給電線は盤電室から地階廊下の床下に あるダ クト を通り 、本館内12タ所の ラィダー

ダクトに入札各階4 i f : に散設した65ナ所の分電盤K 入るのでるる。各分電盤からt p : 均20

回路の分岐配線が各種の負荷K 達してゐる。地階各所の屯動 機K 封する給電線は別K 地

階天井 ｆｋ 電線管蕗倣によ って 配線 され 、各機械設備 室の電磁式 制御配 電盤 ｋ 給電さ ｾｌ

るのである。地階動力幹線 を除く外の殆んと全部の配線は埋設電線管工によってゐる。

而し て 以上 ｉｃｾ べた 配線 に 要し た這 線管 は Ｔ 分 Ｓ 吋乃 至 ＳＱＱ 寸の太さ のもの 合計 ＲＵ 高 ｊ｜｟

で 、話線長さは約63;' 弱尺であるが 、弱電設備の分 を合せる と屯線管の鳩長は優K60高) ¥.

を超過するのである。

電熔 福燈器具を取千付付; 1' ‘ けた綿数は4伺81臼5)具之ででJ 屯

栓口 1凶68例4でで. ある。1屯:B: ;俄喧若桜器具具- の型式は (ο1) 事務室は 盟一 ク♂ロ一プ、( 2) 使殿、 大臣室 、議

長室及附近の諸室、tt 委員室、議員控室、議員食堂 、加l告; 閲暗室、主要な朕間等はシャ

ンデリャ及プ ラクツ ト、( 3) 一部t廊 下 は 輩 ー クロープ、 ( 4) 中央) 長問廻りはシーリ ン

ク" ，( 5) 階.1立はシーリンク 、プラ ックツト等でるる。

特殊照明としては 百在場の人工天窓照明 、中央j長聞には人工天悠照明、人工似IJ 慾照明等でー

議場の分は 、天井裏 418簡の電慌があってとれを 4 組に分け控電室のベンチボードで操

作するｾきは 、 照度を ＴＮＱ 立に調節する事 が 出来る様に なってゐる 。 との外天窓周回 κ

750ワットのク' ロー プが20吊下げてある。

電 熱 議 事 堂 内 の J暖房は綿て熱空気及J直接媛房たので 、電熱としては見るべきもの無く 、

Ｗ ント ｊ レピース内 の 補助 ｊ 暖房 用 ス トープ Ｑ Ｖ 宝、給湯用電熱誠 ｩｴｾ ｬｬ 器 Ｖ 蛍 が 設備 されて ゐる

のみで、との外K は深夜の激備t援房 と食堂電気焼施用として持込栓が取付けてある O

返 動 機 機 械 設 備の運轄の1.'&め 1乃至50馬力 の電動機 120宝千馬 ) J が主K 地階と屋卜.家に

置かれてゐる。而して ζ の大部分が電磁開閉器によ って制御 され 、地階の中央にある技

術員詰所にある遠方肢税制御蛍で締轄されてゐる のでるる。叉泊、火ポ ンプ用屯動機50. I.! J

1J  2 蛍Ir . t 本館内53筒所にある消火栓位置から制御位脱されてゐるのである。

開曾報知道鈴 本合 議 開合 の 時易 ｬ ｝ｦ 亡之を全 ｬ 旋 門に符〈知 らせ る ｬｾ め の Ｑ 巷鈴で 、 書記官長室

から ｾｍ 方 制御に依 って 配石室に ある主開 閉器 を操作する様にな っ てゐる 。 而し て 此衆除 ｩ

院何 ＱＱ かを匝別する Ｑｾ めに雄 の 打数を 具ら しむる様にしたも の で 、 それには 刷波数 挫 換

接置が探mされてゐる 。

召集電鈴 採決投票に際して議場に於ける議員の定数を快く場合に更に 出席を促す鴎めの

電鈴で 、各議員控室に取設け議場内書記官長席から宇干潟波別に選探して鳴らせる様にな

って ゐる 。

通報接世 議事、日程等の進行朕態を主要友室約90ク所に通報する矯め「質疑品論」等々

12種を表した文字板を任意に選出して現示す るもの とした。法律の操作I' Iヒ J レシン冠動

機を使用してそ の廻梓仙延長上に随時 tc設け て周回に文字板 を貼付け型! 1 純子の恒|鱒角度
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を任意K 制御する事に依って所要の文字板を選出し、之を窓口より現し同時に場内の照

明燈を黙じて文字を明瞭に照し出すのであ る。

との外に ｦｬ ｾ 易内事務首局者 の 席 ｩＧ￩ 打合せ 等の時 ｉ ｚＺ使用す る招呼燈装置が設け て② る。又

演壇並に議長の繍在筆法置もるる。

議算委員合休憩表示装置 本合議通報装知に準じた目的に使用する もので同様の各室に設

けであるが 、との装置では 「開合中J r休憩J r散含」の 3 項のみの通報でるる。とれ も

表示韓換の都度強告音響が出る様になってゐる。

招呼装置 各委員室に委員課の職員や守衛等を呼寄せるために所要室に招呼表示煙を設

け、呼出側の押釦には監l視信枕崎を具へ 、被11乎者側で臆答釦を押す主 表示僚 を共に監腕

熔も泊、へる様になってゐる。

委員合開舎休合表示装置 作委員室に於て の各種委員舎の間合及休合中を附係事務室に表

示するもので、珠算委員合のもの と同様のものが使つである。

電話設備 官民主肘( 私設〕電話は約 300箇でとれ等相互間と院外との通話のため 、自働交換

機、中稽蛍及}f;' J線40回線を設備した。

電気時計設備i 直流式有極連絡時計装置で、各院に親時計 1箇を置き 、_ . jJ より修整'd主流 を

受けて常に同期運轄をさせ必要に臨じては執れか- ji の親時計に して全院の子時計を動

かし得る; j : >l il ' L しである。子時計 Ir ; t 殆んど埋込型叉は卓上型で其の外視Ir; t各室 之の調和 を

考慮し、プロンス拘製又は其織クローム il 主金等の枠縁を用ひである。

火災報知設備 各要所に散夜装置しである報知機に依って武家各院に設けたる受信機にそ

の柄l所 を表示すると同時にとれを警視除、消防部K 自働的に中縫移信するものである。

査退臨表示設備 国務大臣其 他 ｾｏ 名 の 登院退出を主要な室 ＵＰ 室に常 に表 示せしめ て置く訣

備であ る。

所在表示設備i 国務大臣等16名の院内に於け る所有を強め定めた る50室別に、常陀秘書官

や 内閣 事務宙局に知らしめて置く矯めの設 備で ある。各室ｾ亡黙蹴スヰツチを又表示室 ｋ

はランプ表示器を設けた。去示絡は縦に人名慌に室名の欄を設け小型電府で裏面から照

し表示するのである。

招呼装置 一般事務用並に瞥備刑に使間す る11乎鈴装置が必要とする側所に設けてある。

温i熟度測定 形室用各室、議場、橡算委員室等は熱気暖房を行って居るので、共の室内の

温 ｩ 思度を空気調和室で測定する ｴｾＱ 亡乾漁法 ｬ 亡 ｗ ｊ し た直示型滋度計を月 Ｑ ＰＮ てゐる。

との外にも' 近策的設備はあるが重要なるものでないから悲には説明 を省略して置く。

附層建物 本館の西側道路と 敷地 とには 10) C飴の高差があるので 、と の高さの差を利用

し且つ土留を粂ねて そとに奥行 4 間長さ 99)' (5 寸建坪数 411珂;28の|肘風建物がある。又-l立

政| 淀の北と衆謝淀のi射とに各87坪飴の供符・FJr があ る。暖房汽憾室は大正 6 年の謝徒建築調

査ヂ? に 於て格外i直前の地lζ とれを設く る事K )とめ られて ゐたので 、同似IJ 附局地の低地K 乙
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れを設け共の坪数は30持の石抜l本を合せて 138坪である。而 して地下道を以て本館・ と連絡

せ しめたのである。

陸橋と地下道 慢房設備の需に 中央部に地下道 1 本があるが、}]I J IL 貧衆雨院の地階から

各 1本の陸橋 を設け地下道となって西側の附属地に遣する道路が設けてある Q との陸橋と

地下道Ict . 将来附属地に建つ謝控園舎館主雨院議員専用鷹合及新聞記者事務室に連絡するも

ので、粂て西側附属建物への連絡とも主主り勝来の計壷之して残されてゐる雨院食堂のー構

K 接続するものである。

築庭 本館を中心、として附属家と陸橋が爾費、主慢り雨足をイ11
1した様に配置されてゐるか

らは 、一大官街としての築庭が整備されねばならぬが、共の築造は第 2 期工事の 1 として

終来に残されてゐるので、西正面中央の テラス前を除ては経費の許す| 渡り K 於て形 を撃へ

るだけの築庭工事をしたのである。而して築庭の方針・としては民大危乗用車置場と通路と

に特別友考慮を加へ且つ建物に調和する樹種を選み明朗な庭閣とする事を期したのであ

る。との築庭の工事には楠岡悌二技手が従事した。

門、門司E所及外構何れも本工事として施行すべき強算が計上されてゐ友いので、俄説

的の工事在 して遺られたもので，ある。従ってとの本物は帰来の造管として残されてゐるの

である。

諸臓の延人員 大正 7 年以来19ク年にE る帝国議合議事堂の建築に従事した人員 I'I 頗 る

多数に上ってゐる。今共の工事場K 於て抗業 した諸職の延人員 を記せば、 11月末迄の直営

諸I ! 成工の見込散を合せて貨に弐の通りである。諸 l械の種類vJ . ま? と頗る多数であるから使:底

上建築、機械、電気に閲するものに三別した。

(l直轡 1.142.532人

建 築 計 2. 321. 857人

ｬ ｾ 膏主主 1.179.325人

機

械(l 直接
11. 416人

計 1∞559人

li !青質 89.143人

Aa. [ 直轡

9  t.I 48人

言十 120.461人官t

li青貢 29.313人

綿延人員2542870人とえにるのでるる。

而して請負工事の件数は非常に多数l乙上ってゐ るが共請負者の数のみで約 350後名にな

ってゐる。

工事の監告は監各課長の指揮を承け先にもｾべた通り工事場に於て工匝を分ちてとれに

従事 してゐ?とのであるが、本局内に於ても亦工事に閥する内的事務が中々に多いので、 そ

れには監督課長の命を承け荻原久吉技師が主主伝ってとれに従事した。又工務課に於け る

換算積算の事務I' I 工務課長の命を承け初め JI- 問昆技師が飴任して ゐたが同氏退職後は下元

連技師がとれを受持ってゐるが其問者らく伊部貞吉師が受持った時も ある。

19ク年に亘る俗閣議合議事堂の建築の経過と工事の朕j'兄l'土、多少冗漫に亘ろ の恐j しは あ
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ったが以上に遁べ米ったととろ を以て共の便慨を知る事が出来ると忠ふから遊にー先づま{i .

を捌くが、持来の参考として竣功笛時に於け る閥係者中共の主要友る地位tとるる者を記せ

ば、管繕管財局長官川越丈維氏( 前長官津島得一氏〉、参奥貧旗院書記官長長吉、衆謝詩書

記官長悶口弼ーの雨氏。顧問中村達太郎、丹羽鋤彦、稲原俊丸、含禰建議、横河民輔 、伊

東忠太、塚本続、小林金ZI三( 元監傍課長〕、北ifli 重之 ( 元粂任技師〉の諸氏。

工務部長大熊喜邦、工務課長池田謙次、監'j手課長小島栄吉、意匠設計掛吉武東壁、小林

正紹、構造及強度計算掛荷)1祭範之助、議算及積算掛下元連の各技師。及電気掛嘱託先: 岡良

太郎氏。

工事場指任中栄一徹、機械掛戸 !:H一見、木1、功一、電気掛及川没、国代克の各技師。棋

型娃M主野ag蝿託笥; である。而して事務系統では綿務部長江口順一( 前部長防iJL'it " 官、三〉、締務

課長森本靖男( 前謀長山間鍛之助) の諸氏等である。

以上に記すととろ、明治43年の委員曾以前は記録を調査して記し、 43年の委員合以向は

自身閥奥してゐるので事貰を卒直に記したのでb る。
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議 院 建 築 雑 話

中策 徹

議事堂建築に聞しては 、既に管繕管財局編の「パンフレツト 」叉は講演等によって充分

iて語られて居るか ら、私は幸ひ工事に閥係 し得た 、何年かの聞に見聞 した事柄の内 、多外

共興味有 り相に思はれる雑話を語って、 貴重な紙面の一隅 を汚させ・て頂く事とす る。

0  

糾l も議事堂本建築の議は明治19年来の懸案で 、大正 6年機熟し、案成って第四十干i子園議

合に工事費橡算が、通過する迄の三十徐年聞には、屡々本建築I ' LW". j する 要望が担 り、金子樫

太郎氏等による「議院建築に附する意見書」の護表、辰野、塚本、伊東三博士による「議

院建築の方法について」の決議費表等あり、玖府富肋にあっても、再三、議院建築に附す

る調査合、準備委員舎の設置慶合が有り、一方、敷地の地質調査、全閣に亘る木材及石材

の調査等が行はれて居たのである。それが愈大正 7 年 6 月に大蔵省に臨時建築防が設けら

れて、議事堂建築貫施の第一歩を踏出し、諸種の準備工事成て大正 9年より本工事に着手

し、 10有 9 タ年の歳月を閲して、今秋目出度く竣功を見るに手1I ったのである 。

O  

大正 7年着手蛍時の工事費珠算は、 750 高幽、工事期間1t 1 準備工事の分も合せて、 10 タ

年、継続事業で、あった。夫が 、物質の膿賞、 普選i乞伴ふ規模の捕獲や玖府財玖の者[1合等で

度々年限の延長 、工事費の増額又は減額がるって、結局賀行強算締額約2580寓凶年| 恨は昭

和11年度まで19ク年糟組事業となったのである。

之を一昨年 3 月に挫築を完成 し、 咋年11月全部完成を見た、丹那陸選工事の 、:/j;(秒Jの工

事費橡算 7701.有 国、工期 7 ク年稽韻事業が、種々の事怖によれ大正 5年の準備工事着手

からすれば19ク年、大正 7年東西雨口より隠遁捌盤に着手してからすれば17ク年、工事費

2 ω0寓園を以て完成したの之上じ較する在 、期せやして最初の工費橡算、工期橡定 と云ひ、

完成の工期、工費之 云ひ 、全く似通て居るのを見るので あ って 、ーは本邦憲玖の殿堂 、

規模施設に 於て本邦随一の建築工事、ーは多量の高w地下水、f岳質断層等の思傑件に打勝

て自然を征服した本邦随一の大難工事で 、性質情況は全く具ふけれども共に大正昭和 tc l!

ての、隔期的友二大工事に此の様な、数字的の類似を見るのは偶然とは云へ、興味あると

とと云へる 。

( 丹郎陸選工事K 附しての撤ヰ: は 、鎖遁省熱1f*建設事務所編纂の丹部隆遁工事誌によっ

たのでるって 、該誌によると H品和 9 :. ，三3 月を以て完成としてJ : 期16 ク年と なって肘る o )  
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便殿と皇脹室とは、日本風の御室で遺作は檎を用ひ、潤蝋色の本漆仕上扉は漆塗、高持

論に螺銅を配したものであって、漆喰の施行は乾漆彫刻等と共に東京美術感校によって儒

; : t れたので- あった。

〉ミqftI感絞首局は共{fーの索: 只大なるを71H感されて、此f会当交に着工子・するに先立て 1 日、校長

初め開係者一同数十名が、明治市1I 1符に詣で、恭しく玉串を十本げて無事重任を来し得る桜、

祈願を込められたもので・あったコ

昭和男頭の漆工袈代表作として、後1 I t 迄も輝かしい、業総を残すてあらう此使殿、皇政

主の漆塗は、此心意気此意気込みで- 初められたものであった。

0  

雨院議場の遺作は綿て搾材、桝j安塗になって居る、あれだけの雨積に明漆をしたとと

は、f合装業者も初めてであったらしく 、私達も見本設の際にと、の程度まで漆の色が「すけ」

て来るかの見槻めがつけ難くて悶った。 F地の色付ーにしても、現在の色を出すのl亡、之で

いいのかと思ふ程濃い色付にしたが、漆をかけて見ると未だ足りなかったョ

「漆に喰はれるんだ」在職人達は云て居た。

日 Ｑ ＱＮＺＮめが漆の桶端主主 ｬ 汲込を避けて、或程度迄「カセイ ン 」で問める様 ｶ｣ Ｑ￬って居たｾ で

もあらうが、摺込で行く漆が半分も妓らたいで・徒らに櫨穫を汚 して居? と様2工場所も問来た。

ゐ a

f合集の時季がよかったので乾燥が良く別に室を造る必要も友かった。

0  

Ilf{ 和 6 '1三の蒜lて東京高等コて笹製校のずーで 、御バミ所の御椅子、御卓子守; がH-¥来た。其内て・

御卓子の1 ] 1板だけは白漆仕上のj 主文になって居た。勿論漆に「リトホン」か何かの白色顔

料を入れて仕上げるより外に手はたいのであるが、塗り上たものが思ふ様に白色には成ら

ない。後が「すけ」て米れば1" 色が生きて来るととは解るが鉱どの程度まで.vc上るかは解

ら友い 、しかし白漆としては他に カー法も無いので共俵にして置いたのである 。品が夫を最

近になって見たら、少し「クリーム」味を帯びたおっとりとした犬襲好い色に成って居

た。欠張り時が経たなければと思ったととである。

0  

衆議院のT十jf!! IJ で現イE自4効率置場に成てゐる滋りに地均前迄遁路があった。夫がF付近の人

家と一緒ーに構内へ取入れられて 、所定の高さに伐取って行く之 、:像め注意して居た、] { J 折

管、水道銭管、l亡苓で昔の水道木管が二通り/ +¥て来た。此溢りでは現に本館の裏側でも 浩

道路に沿って ｉｈ て居るし 、 三 宅坂 ｐ 付近でも費捌されて居るので、 ｴｦ の水道ー管の ｈｾ たととは

別に珍らしい事て-'I ' I 無いが、 H佐其内の一本が、東京市の水道管の』真下、 4、5尺の鹿を全く

それと平行に走って居るしかも昔はトン 4、j レ式にでも銅ったと見へて、市の水遁管から1じ

には伐り干げた跡が見へ友いのである。地均しを した所だけでは、前後どれ程の距離を爾

符が平行に走て居るかは不明であったが、兎に角市が水道布設の際に 偶然に重たったもの
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か、又、何か目安でも有って、態よ重ねたものか、折が有ったら一度確めて見たいと思っ

て居る。

0  

ェチ才ピヤから外相違が日本親祭に来? と時、 1 日工事中の議事堂を参観に来たととがる

った。私達は出来上った室々を案内して歩いて、此建物が線、て日本閣内の材料で、出来て居

るとと、全く日本人の手で建てられて居るととをカ説したのである。外相達は此説明を通

課 によって聞いて、一々額いて居た。

そんた開係もあって、伊ェY榊最中にも私は特別のj主意を排て其劇TI ' L 気を付けない詩

には行かなかった。そして、へ J レイ外相の記事主主どが新聞に阿る度K 、私は衆議院の浪l !i

K 立って黒い顔に愉快相主主笑を i学べて居た、外相のあの顔を、女人夫が音頭取りながら足

並揃へて蛸突きをしてゐるのを、如何にも愉快相に眺めて居＿と、あの顔を憶 ｈｾ すのであ

っ?と。

闘破れた今日、更に日伊協定成った今日、あの人達は絡してどんな感慨に耽って居る事

であらうか。

0  

「一位の木を伐ると血が出る」と之ふ。 一階の臨接室の遺作材に一位の木が使はれた。

岩手県高 lての闘有林から管林署の手で伐り出されたので・あって、樵夫達l士、熊の出る茨の中を

遁を伐り聞きつん運び出したとのととであった。 目通り 5 尺もあるJ r . . * が津山有るが、

いづれも其は ｾｾ ｊｦｦｴＮ で、外側 Ｕ 、 Ｖ 寸の所が精々利用出来るに過ぎ無いので、額橡、巾木等 の長

物、巾廃物の木取りには大盤骨が折れた。それでも衣々に入工乾燥を終へて現場へ搬入さ

れた材料は、夫々羽目笠木額橡等ーに亥IJ まれて行った。其工作場を見て歩いて驚いたのであ

る、 7l < . 1 ' L 漏れた主主りがまるで血を流した様l ' L iit 赤なのである。私は其蕗に居? と職人に「ど

うし7とんだ」と聞いた。彼は「何此木から出るんですよ」主事も無げに云ふ、成程、鋸屑、

錦屑を7 1 < に浸して置く之其水が且赤に成るのである 。

「一位の木を伐る主血が出る」

請負人は岩手鯨下に原木を探 し出す迄信ナj'j の山の中や飛弾の山奥を、大分苦心しτ 探し

た之のととであった。

0  

栃材が大分使はれて居る、 三階の各委員室には羽目板I ' Ll象算委員室には遺作全種に用ひ

られた後者の仕上げは極く薄色付のクリャ ー ラッカ ー塗である嬬、 W持有の斑が締麗I ' L tI-¥ 

て居る。元来栃材の斑は白太でなければ出来ないので、巾木も桂も額縁も綿て白太で木取

って 、人工乾燥も充分施して加工にまはしたのであったが、出来上ってから日教が経つに

つれて次第に狂ひが出て来た、人工乾燥が充分に行って居るからとんな筈友いと思ふのだ

が或は振れ或は曲りーっとして満足で居るものが無い有様となってしまった。長さ 5尺位
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の巾木でも上下左右に夫々 5分宛も振れが出て来て居る木が動くのである。之κ は皆子E然

主して終った。そして早速一部をペニアに鑓更して貰らはなければ友らたかった。

或日券視に来た外交官達に1象算委員室で 、此蕗の遺作材は栃ですと説明 した時、 一人が

f... ロニエか」主 云った 、私にはとの言葉は何んとなく情緒深いものに聴とえた。確か「パ

リー」の並木も「マロニエ 」であった と忠ふ。 しかし現質の r... ロニエ J 1'I 1' i ' 生々やさし

いものではなかった。斑を見るのには白太だけで纏めなければならないので伐つでも伐つ

でも所要の数量K 達しない、美浪左飛弾の園境で原木を伐り出して居た人達は雲の来ない

内にと可成りあせったらしかった。そして 1[1 1'[ 詰めて居た係の一人は遂に神経衰弱に成っ

て ￭ｾ ったと聞いて居る Ｓ

0  

全慌に亘て37種煩の大理石と 、24種類の木材とが種々に使用されて居る。中には此臓に

使ふだけがやっと纏まったに過ぎ無い様なものもあったが、多くは共後盆々良いものが多

・長rc H-¥る様になって、各)J ・商の建築l乞利用されて居る有様である。又此建物に使用する錦

l亡、新たに費掘されたれ新たに鷲見されたりした大理石もあったが夫れ等も今日他の建

物にどんどん使用されて行く所から、新材料の用途開拓には此建築は可成の役割を演じて

* たので・あった。

叉、 プロ ンス製品 、鍛通紙抗与の織物類もすべて間躍に候った矯にあれだけに纏めるの

に常事者の苦心は大鐘・なものであったであらうが、今日より見れ此建築各種の建築工整技

術の準 i少に針しでも重要た一役を買って居たと云って差支へないのである 。
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昭 和 十 年 に封 す 石 私 の 期 待

葛 野 壮 一 郎

期待といふ事は兎角はづれ勝で有る。 r首て事 と何かは向からはづれる』 と俗諺にもあ

るが全くその通りで ある。 何事によ らすヘ 飴り期待 主主どは嬬友い方が 、宜 い の か も 知 ら

ない。

然しー聞から考へると、人聞は例人としてもZ / J ; 業界にイ〔つでも、何か知ら期待無しには

生きて 居られないので有る。 1 日には 1 日の期待 、1 月I' L I'I 1 月の期待、 1 年には 1 &f:.の

期待即ち心待と 言ったような物が有って 、明日 にも 何か素晴らしい事が起って来るような

心持 を持って居る か らとそ何 うにか共日が逸れるといふもので、有る。期待の常る蛍らぬは

向ふの御都合次第として 、大いに努力し大いに期待す可き では無いか 主私は考=へる 。はづ

れ勝で有る か ら期待ーをかけない等といふのは 、全く気 11t 快いだ人間の考へる事である。

今日は今日、明日は明日と i笥事風符ー主義の生き方では、例人としても、 業界 IC (Eつでも 、

蓮歩護展といふ事が無く 主主つて了ふので・有る 。

さて昭和12年に封 し、 脊人は如何な る期待を持って進む可きで有らふか。建築の数さへ

有れば、再々の仕事は充分有るのであるから、 共れ以上は望まないといふ管業至上主義て・

行けば或はそれでも ｲｾｬＺ い のかも知れない。タ Ｑ 論 ［ 丹人としても 、仕 事の数のより益々多から

ん事 を希 望する勲K 於て は決して人後lて務ちたEいので千{ るが 、只仕事さへ多ければ其れで

宜いとは考へられない ので・有る。建築界の向上躍進と いふ事は、軍 K 計数の上か ら仕事の

数の多いと 言ふ勲のみでは言 へたいと思ふ。それは尚賢人の言ふ ととで・有る 。仕事の教も

多いが共上K 著い建築が多いので友くてはならぬと私は信づ夕、る。建築界の向上躍進と は、

著い建築が次から次へとどしどし 1+¥来 上って行く事で有らねば友らぬ。是れは誠κ 分り切

っ?と事のようで有るが 、此黙をはっきり意識して努力して居る建築家は案ー外す くないかと

忠ふ。 斯 く言ふ自分の如 き事務所建築家として働 いて居る者にあっても 、設計料に成りさ

へすればと言ったよう紅 、頗 る淋しい考へが兎角起り勝で有る事を向内せざるを得ない の

で有るが 、是れでは 困 るのである。

昭和11年を顧みても仕事は相常有ったように見受け られる 。勿論一部分には閑友向も有

った らふが 、大韓K 於て殊に一流業者の如き は、設計施工を論ぜ歩、皆非常た活躍 を続け

て居たらしく見受けられる ので・有る。吾邦は今や明治維新に次ぐ第二の維新期に入って 、

閑の内外 を問l' I i ' " 大いに積極的躍準の責を奉げんと努力して 居るので有るから 、あらゆる

事業の費皮に件ふ建築が寂れる筈は無い。相蛍主主数量に於て 、各コケ而 V亡計委せられ責施せ
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られつ L 有る事は事責でるり 、此傾向は夏らに昭和12年にも .) I続いて居ー居活践す可き で

有り叉左様させねばたらぬ事と信ぜられるので、有る 。

然し吾人技術に奉仕する者としては布J 静に考へる時、仕事の教や:早: は多いが其ftl ' L: 反し

て背い建築の案外少ない事 を痛感せざるを待ないので' 1 可る。青い建築とは何んな建築で有

るか と問ふ人が有るかも知れないが、苦い建築とは青い建築であると説明する以上私は吉

葉を知らない。 兎に角建築はE拒んで- 有るが宮IJ 作的主主優れた物が少友いので有る。少なくと

も私は常に共感を懐いて居る。或は私の見左い建築で、 もっと普い建築が梓 llll ' L: 出来て居

るのか も知れないが、不幸にして私は共れを知ら友い。社憾ながら私にはやっぱ り普い建

築 Ir . i 甚だ少たいと考へざるを件ないので有る。

公開建築に| 拠 らす= あらゆる工強技術に闘するもの L 近年著しく感んで有る事は 、闘運の

l繁盛 を表象するものとして吾人の甚だ心強 さを感やるととろで有るが、共-iffi 甚だ遺憾な

のは 、何れのプf 聞を視でもあまり優れたものが無いと 言ふ事を間違なく 言ひ 得る黙で有

る。繍の展覧合などを見ても、 j肢は多いが是れといふ逸品は削る少ない。何れもド ンクn リ

の背くらべで有る 。共多くは先人の踏錨か模倣か、自ら大いに新らしいとして行って居る

物が、賞はよかしも新らしく無いのが多いのである。調創的た優秀さと 言った物を見出すの

に甚だ苦しまざるを得ない。新らしいと 言ふ事は澗創的な新鮮味を持つ事で有って 、新ら

しい物の模倣 Ｑ ｲ［ｊＺ決 して新らしいのでは無く 、 ｓＺｾＮろ古い物の一つに敷へざるを得ない。 此勲

殊に新建築に参興する新人に大いに期待したいと思ふので有る。

者い建築が少ない といふ事はもともと1 - 1 = . 文者がJEいので・あらふか、それとも又設計ー家が

無能なのか。持何れかは知らないが兎K 角左様した遺憾の多い事は、害等技術人にとって

最考慮す可き問題であると考へる。何でも彼でも岡町さへ淵へば共れで宜いと思って居

るよう 友詑文者等K 合つては 、技術家の立場は悲惨友もので有る。是れではいくら善 い建

築を走らふと思っても /fl，来る筈は無いので有る 。又是れと反i - . j f ' [ . 設計ー料になりさへすれば

泊: い と言ったよう な技術者に建つては、桂文者はたまったものでは無い。是れZ!J; 決して許

い建築の生れる所以で無い事は明らかで有る。

時代の彬響 と言ふよう な黙をも一腹考へて見主主ければならぬ。現在は詳の東西を問 1r;J:

十、tl tの中が何となく騒々しく、共産か本筋IJ かと 言ったような大きな思想的動能の浪K ゆ

られて居る時代で有るから、人間の心に本訴の安定と 言ふものを快いで居るのでは有るま

いか。建築も亦枇合的現象の一つで有る| 股り、此大きな，思想的動揺に影響され? には居ら

ないで有らふ。 世間が騒々 しく 人心が兎角務付 を得ない と言ふ棋な時代は、 建築の如き

静的危仕事には蝕り都合の:在い時で有る とは言へない。建築は共敢に於ていく らも有るか

も知れないが、然し本色; t L 善い建物といふ物1r ; J : 斯うした時I' L : は生れにくいので・有る。過古

の建築史を眺 めて観れば是れ程明らかな事責は無 く、津山 の善い建築の残された時代申立、

11 t が太平で閤民の心に底力がるり、平和を楽 しむ心の最盛んで有った時である。
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15邦としても元より| 世界の大勢の影響を全然受けぬと 言ふ詩 には行くまいが、特種の怯!

韓と地位は此大きた，思想的動揺から吾人を安全地婚に遠ざけて、建園以来の強い停統的精

神の下に一路幕蓮す可く蓮命つけられて居る。此事責は吾人 にとって誠に幸福であり 、技

術家主して其製作は此時代を彩り、此輿岡の大精神を具現するもので有り度く、又Lr_様千i-

らねばならぬと思ふ。私が言ふ普い建築 とは此範囲専に j話する物を意味すると 言ってよ いの

で・有る。 1世界が何と あらふが日本は 日本である。吾々建築家もi J J ; 其臣民の一員 として、此

心掛 を以て大いに幕準す可きで有ると私は信やる。

一般に近年建築の規模が大となり賛揮となった事は著しい事責で、有る。明治時代から大

正初期にかけての建物を取扱った者か らすると 、共盤り))・の甚しいのに鴬ろかされるので

有る。此事賞は日本の経情的褒肢を表象するも の として、苓人の大いに悦ばざるを件友い

黙では有るが 、然し規模が大となり立祇 となり質搾になっただけでは 、建築が普くなった

と言ふ意味にはなら友い。反って貧弱な明治や大正初期時代に、意外に善い建築が出来た

のでは放かったかとも思はれる ので有る。蛍時向ほ全然散米模倣の域を脱し得友かったと

しても 、設計の衝に常り現場に従事する者の心構へが 、現有よりは温かに』真剣で、メJ の入

れ) i が遣って居ったように私1 ' [ 11: 感ぜられる。貧弱ながらも共晶には技術家の生々した生

命が打ち込まれて居たように思ふ。一本々々積み上げられる練瓦や石材にも、技術家の努

力が積み込まれて居たと私は感やるので・有る。

建物の数が多く其規模が大となれば、自然主それが管利化せられ機械化せられて 、J止れ

を設計し施工する上の人々の心組にも自ら違ったものが無ければ危らぬかも知れない。然

し是れを造り上げる其根本精神に於ては、少しの盛りも有つてはならぬと私は信やる 。1' iiJ

蕗までも誠質で 、技術家の生命が共れに打ち込まれてとそ、』真に立誠た善い建築は出来る

ので- 有る。今日の技術家にして果して新う昼間自に考へてやって居る人が何人有る であら

ふ由、。私は向分を初めとして 、此勲甚だ遺憾を感ぜざるを得ないので・有る 。

一般に再々 日本人は、きょうで模倣1 - - _ 手で・小手先がきく矯めに ，iJ' んじんの仕事に生命が

打 ち込まれないと言ふ快黙は有りはしないか。著い建築 主は技術家の生命が打ち込まれた

建物といふ事である。生々と呼吸をして居る家で有る 。其れは決して死物で・は無い。是t し

に接し是れを利用する人をして、何物かを感得せしめる力あるもので‘ 有る。聞に合せの設

詐や管利 一遍の施工では、 ;左様し? と建築が生れる管は決して無いので有る。吾人は深く思

を止ω庁に致さt ; _ ければならぬと信子る。

l免近吾邦の建築は構造工島県方面に於で異常な殻達を したと 言 ってよからふ。努iょに大正: 末

期以来、準歩の著しい事は特筆に値する。此事責は歴年相次ぐ天災地盤の恐る可き刺戟K

悶るととろ大君主りとは言 へ、是れに封して多数此方面の事者技術家の暫謝た努力 の賜 とし

て吾人の大いに感謝せざるを得ない所でるる。然し是れとても今日凡べてを輩せりと言ふ

のでは無い。局部的た軒両に付いては驚く可き精密を極めて居るが綜合的の構造撃主 言ふ
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様なものには向ほ貧弱を売れないと、共筋の専門家も論じて腔る通りで有る。構造方面の

織やセメントの浪費は徐り彼是れ言ふ人が無いようで有るが 、賞は非常な額に達して居る

のでは有るまいか。此方雨に於ても尚ほ今t後の大なる研鎖に期待す可き黙が多々有ると考

へる。

現献に於て吾が邦の建築界は、向4灸3年 や 5年で衰へるものでは断じて友い。時に消長-

は有っても、園蓮の隆盛に伴って多々盆々繁忙を極む可きものと私は信宇、る 。此意味K 於

て昭和12年度も亦相蛍K 仕事の数も多く、建築に閥聯するるらゆる業者は相地ltr.繁忙を極

めるであらふ。只吾人は忙しいと言ふ事は大いに結構であり、 多々盆々排やるのは元 よ り

望む所であるが、是れに ＱＱｾ ひ如何にして善い建築を生む可きで有るかといふ考感と熱意を

以て進み度い左思ふ。願はくはよい建築がどしどし弐々に誕生せん事を期待して 11-_ まない

ので、有る。( 了〉
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昭 和 十 年 ず" の 期 待

伊 部 古
一

士

口

( ー〉 技術家の社曾的大同園結を提唱す

部しい新興日本の姿は技術界の全貌を通じて始めて認め特られるのであって 、我同現不F

文化の隆昌、園運のイ ｴ ド張ｉＧ ｃｾ ＺｬＱ ｑ した技術界の偉大なる功績は千古不滅のものがある 。

殊 l宅、現下の非常時局に際し高唱される岡防充賞、産業開張、岡民生活の安定、貿易の

や11暖等の重要因策はーっとして共の賞現を技術界の活滋なる ri'ii) Jl ' L 煩ら主主いものはないの

であって技術家の責務も亦重且大友るものありと 言はねばならない。

従って 、技術家たるものはその重責に鑑み、盆々技術の研鎖、技能の練燃に 11tr::塙 し併

せて人格の向上を計り 、汎 く枇舎に貢献するの識見と抱負とを持たねばならない。

更に、技術家は自己の狭い専門的分野に縛居する通弊を改め各種技術者が相互に理解を

深め、相扶け、相率ひて大同国結を百十り枇合的活動に伎ならしむるとを必要とする。現

夜 、技術界は各種専門の分野K 於て製合、協舎を有 し更に之 を統一綜合する機聞として白

木工務合か存夜 し樫界に至大の貢献をた して居るが 、他雨技術界のご1:: ;涯に材WJ . 点と賞 ;1とを

賦興すべき枇合的運動を企岡し叉は之を統制する強力友る機閥を快いて肘るととをJてに泣

憾とする。尤も、此種の目的を持って1i く生れたものに日本技術協合( 元工入倶楽部〉並に

工玖令の二つがあるが 、問結の範明狭小友 る矯め 、現有何れも活気ある活動をたし得ざる

朕勢に あ るが如く認められる 。j析かる朕勢に封虞する偶め、 フト; 蒋帝都に於ける工業大合並

に農業大合の開催を機とし、技術家を横断的 K 糾合する全技術家大合を開催せむとするの

議が識者間に起り 、各方市有力者の大々的賛同を得て賀行に移らむとした模様であったが、

仙々 二、二六事件ｬＧｌｾ笠ひ此の ［ Ａｾ ｊ 期的計主主は賞現するに王 ｉｊ らなかった 。 然し、技術に開する

各種の永| ー合運動を計重要統一する矯め、名賀共に大同開結を結成せむとする気i置は既に各プ' ; '

而K 撮って居るから 、我々は此の好機を逸せや此の大目的に向って温準すべきである 。

要ーするに、 1""玖一新を目的とする現下の岡策( t j : 何れも綜合的技術を基調とじ、技術家の

献身的努力に依って共の具惜的責行が期待されるのであるから、技術家は之を躍友る玖策

として政治家のみの手に委すべきで放く 、 其の主曝すべきは大に主張して技術ｬＧｌＩ討する ｾￎｉＺ

合の理解と認識とを高め以て公正念る輿論を喚起し、園策遂行を是正すべき重大責務を有

するのである 。而して、技術家は此の祉合上の責務を分推する矯め祉舎的大同開結を結成

し、之に依って祉合的運動の合理イ凶E l'L統制イヒを計るととは蛍然のE帯結と' f J . る 。

永〈計台のー1'- 積 K 置かれ 、奴隷的に臨使された技術家は一切の泣言を IL め、更始一新の
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意気を以て一致協力闘家百年の大計に国lふべ< ，iL l : 合的活動を開始すべき用意を持たなけれ

ばなら友い。

Lニ〉 好景気走迎へて建築家の畳悟

建築界の動向は経憤界の景況の「バロメーター 」 をなすといふ 。 ｉ ｾ 日東大震 火 災後急激に

殻Jlli した我が建築界も 、昭和 2 年の最好jt 気時を頂黙として扶' 郊にlごり採VCfi' J ひ、再度 Ilt

界的経済界の不況に伴ひ事業の沈滞不振、失業者の続出等永い間悲境に苦 しむで居ったが 、

l昨年末頃よしごかしく活気付いた徴候を生じ 、本年に 入ってからは好氏況がー居穎著とた っ

たと とは 、建築技術者のHI I底 、失業者の皆無と友った朕勢に徴して 明かであ る。更に新.i .j' .

度に イサき之 を 按デるに 、 定 Ｑ Ｑ Ｑ 持 ｬ 紙の報遁する所 ｋ 依れば ＱＲ 年度の閣の議 ｾＱｾ は ＳＰ 億徐 ｬ 並ｼの私大

なる額に達 し、その内 K は園防充貫其他の図策に閥する相首E 額の営繕費が包含されるI #J

係上各官省の建築事業も近年珍らしい活気を 呈するととが今か ら考へられる。カfI之 4年後

に衛予される強定の 「オリムピック 」大合、高図博覧合立立に之に 附随する各種の施設は質

質的には如何 なる程度VCJ
折界 をJR気付けるか疑問であるが 、兎に角建築界に到しでも華々

しい出来事である 。叉、民聞に於ても '恥掃工業の勃興J EVC産業の11
t暖 K 随伴す る建築事業

も樹首長j切に宣って盛に起るととが想像される等今後の好足気- * は j折! R - の嬬必定に民賀す

ぺきであるが、同時に此の機合に於て我々建築家は躍に賑やかな甘い夢のみを見るととな

く大に自省自粛を必要と するのでるる 。rl J来、 工業技術家の中で 、土木家と建築家程tlt 聞

から下品に見倣されて居るも のはたいのでるる 。それには幾多の事rl :l ［Ｖ ｾｩ｢ るでるらうが 、

第ーには土木建築の請負業者は不正、不訟の手段を弄 して暴利 を食る不it 議漢である とい

ふ概念が 、 今向ほ 世間 の人の ｭｾｬ 裡から 脱け友い 矯め ｩ 亡 、延いて 建築家までを一律に 人格 の

低い者と色眼鏡を以て見る偏見がffL l : 合に多いからである 。特に 、:lt走近頻費した土木建築K

I#Jする疑獄事件は建築家に到する枇舎の偏見を盆々醸成し、 iii上合の信用をーJH- 失墜せしめ

た感がある 。確かに 昔時の請負業者には技術的並に迅ti.' a，的に良心の獅1卒した活性の者が乙

かったととは事賞であるが、時代の進運lモ伴ひ請負界も次第l' Cu
，
ql 守され恐性の業者は共の

後を断つに至ったのである 。而も 、IIk智半い制羽 K 際し 、1 M雑微妙を極むる建築工事K 於

ては 、 も将 リ をｴｩＺる官余 地が 全 然 Ｑｮｾ い詩である 。

然るに、共の業者を中心として j折界に幾多の過誤を生やるは如何なる理FUVC区l るか。 自

分は敢 へて請負業者の提灯持をす
l

る諜ではないが、請負業者が共の責務の大なる浄j合には

甚だ弱い i街貨である痛めに各) )・而から傷め付け られ 、){: 1註l亡不純な事態を費生するのでは

ないかと J品ふ。l故に 業者も自省自粛を計ると J 与にもっと 叫く なり不岱なるNII勢に主J抗する

丈けの賞力を養はたければならない。それと /iiJ 時に建築家も( ] ら教養を高め人柿 をfi LI-. し

て請負業者を善導し 、之 を擁護して業界の粛正を計上 :業者l亡到する紅合の謀れる槻泌を

込正するの重大責務を自覚しなければならないのである。

:lJ:!: IC挫築家が，iLl: (.¥l"か ら低く 評悩 される 民¥12; 1のーっとしては 、以1m建築米がf J : 事の独叫に
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熱中するの徐り、技術者たるの権威を打ち捨て徒らに他人の技能を誹誘し、商賀人気質か

ら、凡ゆる術策を弄して激烈なる競宇裡に狂奔するの醜献を枇舎に映ぜしめるととであ

る。斯くては 、知ら歩々々の聞に建築家が枇舎の信用を失ふことは勿論の ζ と、延いては

建築技術そのものに権威なきが如く誤解されるのは蛍然の結果である。備段、斯界の先覚

者又11 : 指導者たるべき建築家の中には 、自己の主義主張に生きるの迭を忘れ、資名的に積 ー

まれ L ば如何なる仕事も引き受けるといふ風に抱負もなく、節操もたし識者の穣盛を買

ふ者があることは、軍に斯界の空気を混濁するのみでなく、建築家全惜の耐性を低下踊さ

れる重大原因をなすものと考へる。要するに、昭和12年以降よかくとも数年間は建築界の好

景気が議約される今日我々建築家も請負業者も各自省自粛を新にし、操守を固くして信念

に生きるの主主を講じ、一致協力斯界の名答回復の掲め全幅の努力を傾注するととを要望す

るものである。( 完)
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昭 不日 十
-・・ーー圃.

年 を 顧 て

林 家 戒

0  

唱和11年を願て、建築に闘するトピックスの中から 2、3 取り上げて、私の感想を記し

て見ゃう 、私が製窓生活K 入ってから半くも 5 年延くに 怠る。製校といふ所I' I 妙友所で、

活，ｾ Ｎ土合からは兎角遊離し勝ちで、共れが又いい所定 ｅ のかも知れないが、時に淋しくさへ忠

ふ事がるる。 ととに苦: くととも、視野狭〈且つ ピン>t <・クと 1i. る勲は御許しを願ひたい。

。

最近新議事堂が竣功して、我々建築仲間のみならや一般i世人のトピックの一つにたって

ゐる。率ろ新聞雑誌、の記事などによって、一般枇舎の人の方が多大の感興を惹いたものの

械である。挺々長蛇の列を作りたがら 1時間半位も待ってゐる参観或ひは見物の連中が毎

日2商人はあった之言ふ。一般に豪奮といふ評判であるが、専問家の立場からすれば必や

しも然うと詐りも思へぬ。その坪蛍り 1000国を僅かしか超過してゐないのを見ても判る 。

その綿額 2 千数百荷風といふけれども 、巡洋艦一隻の値段に過ぎぬと考へれば敢て驚く に

足りぬ。然し是れだけの建築すら今迄日本に無かったととは一面情無い駅態とも言へる。

古い時代はいざ知ら七夕、日本l乞初めて所謂建築らしき建築がIH*た諜で、余は議事堂の tl¥

来上っととそれ自身よりも、建築主いふ仕事の意義を成く l仕入に知らしめたといふ意味IC

於て祝稿したい之思ふ。

然らばとの議事堂が共れ程すばらしい出来栄えかと 言ふに、余は是亦未だ必やしも然り

とは息はない。少くも世界一流の名建築に伍して堂々傑出せるものとは栴し難い。傑作は

作って何時も出来るものとは| 彼らすコ偶々生れ出づるものであるからだ。然し確かに力作と

言ふに足り、日本文化を代表する建築と稿するに l{必しくない。殊にゼ t ツシ才ン以来の建

築思想的影響を一一即ち茜来の J レネサンスの楠紳より先づ脱せんとする意固を、その成功

不成功はとも角として一一随所に散見し得るのは、我々にとっては又別の意味で甚だ興味

深いものがるる。宛かも機能主義表現主義の挫頭する直前期の思想形式であって、勝- * の

建築史にとっても好個の標識となるであらろ 。

所で問題としたいのは、 ζ の建物のアクセスの事である 。 との建物を? 尚[1の市街Zt槻 l乙

取入れるに背; つての都市計霊的用意の問題で ある。 赴れが如何にも惜しいととになってゐ

る。ー鴨かかるモニユメンタ J レ紅建物には、 その前聞に その}Jfi.' 与を殻11[[ せしむべき充分な

スペ ー スと距離が必要で・あれ退くその全本を望比しq'J べき出場成ひは大路の頒が都Hi H

3 3
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霊的に必要でるる。かく て初めて建築的効果を全からしむる事が出来る。然るに現夜では

此の用意は甚だ不充分と調はねばならぬ。白い高塔だけは市内各所から眺め得るが、肝心

のフアサ ー ドは共の門を入り敷地内に立って初めて之を得るのである。私Ir . l : 甚だ不満足に

思ふ。宜しく盟国門外より直路新議事堂 l吃向ふアクセスを設け、樫国 門外のみたらすコ遠く

日広谷の通り、或ひは法を距てて帝J > > 1h盆りなどからも 望み見得ら るる様にすべし。現在参

謀本部のみが正面に聾立 し、折角の議事堂が奥に 引込んで隠れて見えぬのは 、時節柄如何

の感を催 さしむる 。素より私はアンチ E リタリ ス トでも何でも友いが。

O  

ォリム ピックの日本へ来るど決った事も、 各方面に少からざる刺戟と興奮 とを奥へた様

子だ。競技場及犬舎の形式 友ど の研究 と並んで、 ta-然f1]l しf寄せる であらう所の数高の外国

容を 如何に牧容するかの問題がるり 、更に日本の光輝ある文化 を如何にして1世界K 紹介す

べきが、如何にせば日本をよい閣に見せる事が出来様かの問題があり 、それに 附随して、

女・穆生の廿イン問題があり、銀座街頭の電桂を徹去せよとの意見があり 、! 長告に課税すべ

しと の況があ り、更に準んでは問洋人は津山内や卵 を食ふから今から用意 し2泣いと品不足

に陥る、須らく養鶏を盛んにすべし、とか何んとか中々 i医かた事でるる 。

今度のオリムピック招致については 、純梓友スポーツ愛好精神といふよりも 、 才リムピ

ックに よって ｾ ｴＱ 請け仕 様といった気分の方が各方面に 強く流れて居るかに見え るの 少々

苦々しく 忠 ふ 。 一日豊観光局没りの外客誘致態度 とい ふもの は、器へ ＱＰＰｾ 闘の投 資で ＱＰＰＰ

寓凶の牧昼がありとするも 、何蕗とたく如何にもサモシイ客引，恨性が見え透いてる様で、

内心不愉快に感や るのは私一人のみの僻見であらうか知ら。 日本は 1週間で見られますと

言ふ様なパンフ ν ツトで宣俸に努める 前に、日本にはもっ と内容を充質せ しむべき幾多の

事制があれ叉外閣に日本を知らしむる意味からならば 、他にもっ と適切な1i 法がいくら

もるり、グ. イシャ 、キモ ノ等の語は先づそのガ・ィ F' プツクより 抹殺すべきで ある。

0  

2佳に閥聯して l前白かったのは 、明年第 5 [司巴旦博覧合に 出品すべき日本館建築のi様式を

"lIn1u]l 乙定むべきかに;坑て俄然持 き起った建築J儀式上の論手である。 要は世; 肋側の要望する

フヂヤ 7 ・グイシヤイス‘ ムに釘し、賞際設計を委帰された若い建築家建一一今時の若い建

築家仲間にかろいふ事を依頼し且つ期待する認識不足振りもさるとと乍ら 一ーの主張、1a

の日本的なるものはかかる外形的なも のでは 友くて、もっと内有的で あ り、 さう した過古

の日本に闘執する要はな しと 言ふ、尤もた主張との聞の喰注ひでるる。是れに今日の機能

主義には 思想がないとか、想像性が危いとか言ふ論が加はり、 是れが来rrr持II ' L 載り雑誌に表

はれ、私の拡i l i . 建築に閥 'L'、を有する者に とって は面白い意見が闘はされた。然し一車t大衆

にはチ ンプン カンであ ったらしく、興味 を惹く迄K は至ら友かった様子だ。建築家自身の

間でも、かかる 一見判り切った松に 見える事柄も 、さて賞際問題にぶつかって 色々議 l' 命し
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合って見る と、 自己の理論と感情、及び、宜際に之を表現する技術との聞に 、幾多の内省し

清算すべきものを持った様子であり 、結果K 於て無駄ではなかった様だ。

結局坂倉準三君が日本館を引受けてやる事にになったが、此の人は建築科出身ならざ る

建築家で 、コJ レピジエーの弟子だと 言ふから、との結末は一段と面白いものに在った。聞

く所に操れば 「尖鋭友る機械文明を持ちながら、 卓越せる精神文化を併有せる日本」 を簿:

敬する仰磁I商人は、博覧合場中で も非常に目立つ絶好の位置を日本館の矯めに用意してゐ

るとの事である。

0  

さるにでも1世は非常時とは言ひ乍 ら、かくの如く建築に閲して自由に論議の出- *る1世の

中をとそ、平より難いと思はない と罰があたる。哀れたるはナ チスド イツの現妖で ある。新

聞によれば「ドイ ツでは塾術の鍛立は許すも 、そ の 自II:!l il 丘名批評は絶到にまかり主主ら

ぬ3 ただナチス的思想、と 心怖 を有する特定の人士で あって主体省の特別許可をうけた官許

批評者のみに批評の自由が奥へらるる 」 と言ふの だ。答つてはその様刺たる清新さ とi王溢

せる活気 とを以って全世界をインスパイヤした其の新興建築も 、今やグツペ J レスの鼻，白、 を

窺って萎微退嬰のー迭を辿るとととなった。近着の調逸雑誌、が極度に詰ら友くたり、鋒つ

ては余等の製生時代、心血を躍らしめた例へばグ アス ムートの如き雑誌も、 Zj i . 凡々々 花も

貫も友き迄凋落したのも故ある哉。一凶の文化は: t1li 力統制によって一時的強力 にはなる

が、進歩はそ の瞬聞にとまる 。聾術はその最も鋭敏主主バロメーターである。

古来園家興隆 して其の文化の大を友せる者を見るに、 I笛々たる外国文化を取入れ、之を

閥醗育成して初めて、熊郁として九香を放つに至1る。 ローマ然り、鹿然り、然して今日 の

時代も正K 是 I' L Ｂ活 ると，忠ふ 。 之叢ｾｉｬｩたる人間の狭い見解から 、強 いてその進路をねｼ似せん

とするは 、正に自ら縛るものであり 、既にその進運停滞の兆ありと調はねばならぬ。大隊|

民たるもの立しく 斉放不輔、 jl 奇iぬ併せ芥んで・然かも我を失は ざるの大度jif を養ふベし。 :厄

に角、笹神j統街IJ 、j; ，火中建築統制は代々としては民 tl'- だ。

O  

ｩ 式後に防空建築、 ｬ ｖｩ火建築促進 ｪ 誕百ｾｉＧｃＮ就いて Ｍｶｦ する ｯ ｾ Ｚｊ ｾ ｜ｉ 民 主 ｅ る建築協合が 、 いち Ｑ ，ＺＱＮく

その必要に着目して 、 その賀現ｉＧｃＮｾ品進せらるる立訴と熱とには 、高 ＱＱ 本の敬意を表する。今

日の錯雑せる'lItW-ti!; 勢 、殊には - FJ; j即護とも謂ふべき現ードの朕況に於て、不燃焼都市の完

成 It;l: 1 日も 忽せにすべからざる同家の急務で‘ ある 。にもいJ ら-r- 、l比人 l. 1'- 然として黙過して

居る所以のものは 、共れで安心して居る諜に非守、知ら友いのである 。知らざるに非三判事

らないのでるる。成ひは悟 つでもあ苦めて居るのであらう 。

何年各地に於て防:茶漬常が行はれ る。 各背Ilili そ れ ぞ れ 多額の担問 を控し、背正|三闘のが;ー

降、防護岡の前打、質I ' C . ' 労ま しく け世ましきものがある 。時K 感激の涙さへ1 ¥1 { す収念場l師

がある。然し大) ，，) ｉＧｃ立って ｴ ｬ ＧＭ ｩ ｾ 下ｉＧｃＮ［止を制百三する ＱＱ 寺は 、 ｊＲ右手ぶより効 Ｚ Ａｍ Ａｬｾしとは ｮ ・ ｬ まぬが 、
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事責見識に類するのみ 、少くも本を捨てて末に趨れるものである。スペイン内箇Lの首都手

奪戦は、飴り永引いて見物人が退屈する位なものだが、その一面耐火的都市の威力を想ひ

見るべきでるる。

明年度の橡算301意を越え、内軍事費は約 14j意と稿せられてゐる。主盤境多端の折刷その彪

大怒るは大いに理由ありとして、都市防空化に閥する費目の一つもあるを聞かぬ。蛍に大

不思議と謂ふべし。今我に仮すに 1億園を以てせよ 。すたはち戸数にして約 3 高、人口に

して約 12、3 高の者を4欠容し得ペき、耐火耐震 に して防空的たる建物を新築するととが

出来る 。是を 3 階奥行 4 聞のアパートの如きも のと俄定すれば 、その間口合計は約20里に

達するであらう。更に此の資金を過賞に運轄活用するものとすれば、大阪市の防火地区の

完成友ど瞬く聞でるり、六大都市の防空市街貰現も貫に易々たる業となる。是れ挙より机

上の論ではあるが、出来たい相談で‘ は主主い。

東京 ｴｬＱ￼ 査には、震災建築復興助成金と 言ふ 結構なものがある。娃失 ｉｾ ｴＡ 域内の防火地｛ｾに

i耐震耐火の建物を建てん主するものは坪歯り約50幽迄の助成金を国庫から補助する仕組で

ある。所が、東京での事は知らぬが横沼では 、年々仕掛はれる 助成金額の年平均は 、f量か

数高固に過ぎぬ。是 ｬｲｩ 一面ｴ￞ｾ盗市が震災の傷手を非道く受けて、その復興の遅々たるとと

を示すと共に、攻府は賞に申詩的主主助成金を以って事足れりとし、都市の防空化乃至g防火

地匝達成に就て 、積極的熱意の不足せるととを語ってゐる 。

宜しく躍を大にして叫ぶべし。事取11か我田引建の嫌ひが無 きにしも非十・であるが 、事国

家の安危に閥すると と であるから、 少しも ｾＧｌＧ づるには及ば念い ｯ 立々天 ｦ ｬＧｌ訴へて貫現を

期ずべきである 。
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回 顧 一一 希 望 一一 偶 戚

一 一 新 日 本 的 創 造 に 就 て 一 一

大 倉 郎

京昔日常: 大東部構内の西隣に遁踏を距て L 最近その明貌を現はしたこつの建物がるる。日

調文化研究所と日。1; 身書館とである o 何れも日濁又は目。1;雨閏間の文化交換護展に資ぜんと

する図際的事業 をその背長 とするとのこつの建物、いつも通行の途上親しく仰ぐとのこつ

の建物を 、手近の一例として奉げるととのお許しを持て、いさ L か故近の ! 尚感 を記してみ

ゃうと思ふ。

とのこつの建物は本誌にかつて紹介された如く 、建物としては小品であるが 、101れも 有

名建築家の手に友る京都では異色ある立波注建築である。 日調の}J は水平 lモ長い 2 階建、

緩勾配の屋根と印象的なそ の大棟とその棟飾の形、深い !I { の出と淡灰色の単純 t;.. 面をもっ

外壁友ど、 その形 といひ色といひJi主竜の 中K 根強い理智のきらめきを 感やるととろは、全

〈北肱瓜の印象であると思はれる。之に反して日仰の1J ・は 3 階建の陸屋根、外壁は初論、

隅から隅までH民党める様た純白色の仕上で、外部に小図形の桂型と各; 容の左右 に上下の繊

細友傑を入れた踊るからに、極快で暖たかそうな透明調、細部の軽妙友取扱ひ、しかも 2

階の蛇腹の上に花壇を設けて時に白色の中から可憐t J . 紅黙々が見える様は、思ひ切って日

摘とは相反した南殴風のフ ランス式を 少くとも観念の上で訪舗とさせるのである 。更にそ

の闇障に於ても一方は唯低い一直紘の 7 ツシプな制面練瓦積に暗色の一枚板扉であるに釘

して、一方ーは白色の桂型、赤瓦の校頭、効［ＡＮＡｾ ｾうる 絡の鍛梢子たど、全く二つの建物の特色

を更に強調して感ぜられるのである 。

とのこつの建物が高いコンクリートの塀主小路を以て、之れは宛も猫{ 弗国境を示す如く

一線を塑j して隣り合って建ってゐる姿は、まるでドイツとフランスの文化的特性を並べた

如く、全く興味4うるffH照を感ぜデして 眺められた いのである。

爾者共我園の 有数の建築家に して日頃敬 慕する 雨氏 の作に在るもの で、とｾｉＧｌ徒らなる

臆測を逗ふするととは許され危いが、か L る園際的閥係を有する建物はその性質上、依樹

者の中の外閤人側の注文や希望がある程度に於て、意識的にか又は無意識的にか現はされ

てゐるととは想像できるのではなからうかと思ふ。聞くととろによれば日調の方は幾分日

本式を加味せよといふ希望がるったそう であるし、日付1; の方は特にフランス式を強調した

色々の具鰭的it 文があったと の事であるが 、とにかけ定額者と設計者と一致融合しでかく

まで躍りと特色 ある建築が古 ＱＱＱ の一角に 隔国 一 文化 の 精 手 ｉｾ ，Ｚ・を 護者 ｉ ｛ して 、 行人ＱＧｌＷＡ提言の言葉 を
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投げかけてゐると之は 、大なる事びであり 、啓愛されるととろ叉多いのであるa しかじヰミ?

に自分の興味深〈感やる黙は 、何れも日本建築家の設計- 1 ' ( 怒るとのこつの建築が 、心持ち

の上でドイツ及フランス 雨園の民族的特性乃至雰囲気を遺憾なく具備され、護揮してゐる

ととでるる。

との場合とれは設計者の個人的好みで遣うる とか、傾向 である とかでは及いと思ふ。全く

設計者のその持作過程の中に 、無意識的に取入れられた雨困の側有文化の特性が、自然に

登散されたのであると思ふ。雨園{問有の園民性が設計ー者の建築内容に劃する忠貫主足る考妥

と、鋭敏1t る感受性によって極めて自然に護露されたものであると思ふのでるる。

外因人の眼から見ればそんな感じは起ら守、むしろ日本的だど云ふかもわから充足いし、

叉fl li l々に離れて見れば左程で、も友いかも知らぬが、砂く とも相隣ってゐて封応出来る位世

に於て見れば、まと とに隔Eきi側 有の特性が著しく規取 される と忠、ふのである 。

ドイツ と フランスの民族的特性の差迭は、漏り建築に| 以らや 、美術工益等にも . 各時代

各種J10の文物を通じて見出されるととろであるが、今と L ではそれに楠れる要はたい。唯

l明か 1t 民族的文化の特性が殻露されてゐる といふと とは在々の墜ぶべき黙が多い と忠ふの

である。

E宇 {I 

今年米朝した某園使節の洩らしたといふ感想談友るものがある。 日本は不思議た閤だ、

軍艦であるとか、重工業で遣うるとか、現代最来Jrの科事の}.fi! {月j が先準間同様又はそれ以上に

殻達準 : t して眼売ましく活躍してゐる一方、凡そとれとは縁港ぃ{ - ( イ1:で・ある ととるの側有

のグ、イシヤが Ｍ Ｉ レ とか、歌舞伎とか、歌俳譜など が 、 ｊ ｹ ｊｾ l'L千lミイ1: するばかりでなく、同様に

盛んに行はれてゐるととは 、他では考へられ友い不思議であ ると 言 ふ。

とうゆふ見 Ｉｦ からすれば成程日本位各種煩 の 異った文物を 、而も 極端 ｉ ｾ こ相反したもの を

いj 時にもってゐるととろは少友いかもしれない。

，'i-*日本は幾多の文物を外国から?険入した。各時代K 亘って大陸から夫々 の文 化を怖入

して 、しかもそれ を完全にもＱＦ取し 、消化して側 有の文化を ＱＲ 直にし培養してゐる 。 との ｾｉＧ［

1りをて日本人 lri 特殊の能力をもってゐるとさへ言 はれてゐる 。而 も織ノ兵されたイ11，1有の文化

1' I タとふとと及く完全K 保有し乍ら 、同時に 多くの異色あるものを蹄取して自家集記中のも

の としてゐる 。

宗教がさろであった 、。1，教がil 漁入されて盛んに興隆しでも 、都|千干の品11' 迫は完全に存イiーし

てゐた。市l' 仰の係手が度々起ってゐるのも 、それは宗教自舵の釘立の苧ひではなくして、

むしろ玖治上の勢力事ひが躍に宗教を誼具として使ったものに過き・たかったのである。市l'

-01，混請の一時期があるが、それは日本では? ! ? 友る控態的の 現れとしか考へられないもの

で、j向: ちに Jeの雨立に巡ってゐる 。

;火; 取がさうて・あった。i党 j<が感んに - llt をj孔昨するn年代l乙日本文: {: は依然としてfl' ，lf iの
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護展を続けて来たのである。美術工事に於ても同様に多元性が認められる 。

有名古主タクト 氏の言葉の中にも 、 日本の建築の;多元悦に就て、専制者懇ffLrとしての日光

州9j t  ＺｩＧ ￬ 族向 山 主義としての杭離符を串げてゐる。古来日本 ｦｾｾｬｦｪ の雨 ＱＱ 明遣の伊勢市 ＱＱＱ 宮在 、 Ｑｪ ｦｪ

教寺院や ＩＧ ｉｩＺ ｩ 佐治りなど が 、 同時に叉 ｉｾ ｉｉｉ 思想の現れとしての茶室建築士 ｅ ど ｌ 共に 、 同じ時

代にしかも同じ権勢者を背去としてイ( - { ，: してゐるととは 、 日本人の多元性を示すものとし

か考へられないと忠ふのである。

しかしそれが現代程複雑な多様性をもってゐるととは 、 ー ｉｬｩ ｾ ミ歴史 ｊＭ ｟ 更になかったととろ

であらう 。苛楽にしても 、演劇にしても、古来の能狂言や、歌舞伎、Ht話抗言から 、新藤IJ

や才ペラ 、レビ ューに宅るまで 、あらゆる jもそ種類の相反したも のを同時にもってゐる 。

文療にしても 、 スポ ー ツにしても 、兵術にしても 、さうである。了. 聾の分野に於ても、日

本例有の持P" j < を楳ったものが 、新しく輸入された外岡の味をもったものと何等の隔ても友

く、_; l伝び賞用されて ゐる。示Irしい月1迭に肱 じた新しい了. 装品に例有の持味を嫌ってゐるか

と，也ふと 、之と はjメ引に輸入の1床を i l i *の要具に[ 1#; ( 月] してゐる。此等が叉ある程度にだん

だん不自然さから抜け切って 、消化 されて、新しい一つの君主問気を醗されつ L ある とろ ろ

に妙味がある 。 しかし此守ーの例千 ｦ の ものと 、 新しい輸入品とが 、 ある 別々 の人々に Ｉｾ Ｍ得っ

て利用されてゐる のでは なくて、同ーの人々が同時に多様に持ってゐるのである。

ζ の現象は日本人の多元性の放で- あって 、よかくとも現代日本の文化の4指数である主片付

けてしまへばそれまで』ある。しかし之が常態であるかどうかと考へるととろに理想も起

り、殻展性が賦ｾｊｩｬ・さ ￼ る 。 古来日本はい つも との経験を待めてきたのではなからうか。

〈ミ

h  

， 

今日は統制流行時代である 。おも所謂統制と Ir . l : 玖治的のある一定の日的1 ' [ li ，] つてのそれ

であって、物それ内開の本買によって友される統制 とは異怒るであらう。純情の統制 之は

玖治的見地からの統制であって、終怖の阪WJI ' L 従ってする理ではない。者flTli 計垂に於て建

築物の高さや規模が一定の制約を う けるのも、それは建築の ｾｾｉￆ 上の除ヨ ｉｾ ｉＧ｛よるのではな

くして、者[STli 行攻上の立場から建築物を統制するととである 。

統制はそれ l放に物の向然性 、1111，. 1' 1 : を存定し制限する。

文 化 の形態もグ ｝ ［キ ｦ￨ｾｪ Ｇｊ をうけるであらう 。 現に伽 ｈ イ文化の保イ長といふ勲 ｬ モ於て 、強力 な統

制主義が行はれ つ込ある。之 ｬ 亡 ｪ メ到す るととはない 。 建築 、Ｉ ｾ物 ＯｾｦＮＱＧ｛ 附しでも日本 ｦｬ 附ｻの

ものを糟承し、保有・して後代に践すととは 1必要快くべからざるととである。之は古来{問有

の美を今日の多元祖i雑性からき: 士ひ 、あくまで一元的統制の一1' -1 ' [ 保存せんとする同家的事業

である 。

しかし之は骨董的取扱ひとして初めて可能性を有するのであって、今日の活動的枇舎の

護展性を有するものに 、その方向を規定するものではないのである。縫承せられたfP，1有の

尖に再々は曾敬之思慕の熱情を林げても 、それは結局骨育; の美て・あって今日再々の生活の
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要具ではないのである。 む しろ今日の活動的枇舎にさら された吾 々の眼からは、その美を

感ヂるととさへある程度に於て努力主鴎踏が要る。龍安寺の庭の美は外園人には解らたい

之いふ、しかし今日の日本人はその黙に於ては既に、 同じ様に外園人に過ぎ友いのでは な

からうか。それは公開や運動場 主連って、 :再々の生活の要具で も主主 ければ、凡そ今日 の大

衆生活とはかけ離れたものであるか らである。 古典日 本の表雨的友人銭的統市IJでは新しい

日本的創造は困難で・あらう 。

今 日の文化の複雑多元性を再々は悲観しない 、む しろ梨制 して よいと 思ふ。新日本的創

造はその雑多の 中にとそ芽生へつ L あるのではなからうか。歴史上に於て日本1t ; J : 幾多の文

物を外国から職人 して、 そ して 臼木的訟ものを護展し保有・してきた。文化は交流 し、交換

すると とによ って、 初めて潤自のものを盆々斐展せ しめる。 そして例有のものを生かすと

k とは、それは骨董的例有美に執着すると とではなくして 、あらゆる 凡そ相反 した文化 を

焼受 して、護展性あるものを生かし準めるととである。

日本的な るもの L 準展保存は 、即 ち外閥的 なるもの L 内111嬬取にその原動があれ 純 日

本的特性なるもの L 殻展性があるのではなからうか。i 'i -*繊承の{ 同有日本的なるもの L 打

目的排他的倉重は 、結問純 日本- 的なるも の L 沈滞、死滅 をβlミすに等しいものでなからう

か。

ドイツもフラ ンスもかつてそうであった如く 、そとに新日本文化の純粋なる統制が自然

的K 結成せられねばなら友いのである。終り

' 4 0  



防
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全 建

一一昭 和 12 年 の 問 題 ミ し て一一

同 漫 ?f-

築

d陰{.  _  

非常時のj皮に乗って 、『防京建築』 左云ふ言葉が、次第に人々の口氏_I - . る械になって来

た。

然らば防 ｾ建築 之は果して 如 何なるものか＿ 海外に於ける防祭建築研究の情勢は 如何

?  我々の認識乃至努力に不足はないか? H{{和 lVJ 三に於ける司王要なる問題として 、自分

はとれ等の勲に就てよかしく述べて見度いと思ふ。

l . 防 室 建 築 の 目 的

l坊寝建築とは -00: どんなものか? どんなえきな爆弾が命中しでも大丈夫た様に、途方

もなく j手いコ ンク リートで家を遣ってその中に住むととか? それとも地下に穴蔵を揃っ

て逃げ込むととでも教へるものか? 否、防空建築は決してそんなものでは友い。定義的

に云へば、関民防ｾｉＧｌ属する事項中、特に建築叉は土木的立場から 、 工事的 ｋ 島理し得る

事柄を綿括したものが即 ち防空建築であ る。その直接の目的は 、云ふ迄も友く空趨時K 於

ける敵の投下爆弾K 封して 、建築物自身の蒙るべき損害を可及的小友らしめんとするとと

に花るが、その要求する所は 、1911へば本槌時に危険なる高居建築の制限であり、爆弾の威

力を増大する! 託ある中庭の矧の去t J l . であり 、防宗室( 避難所〉 としての地下室の繋備で あ

れ 偽装・遮磁の攻究であり 、者IITli の繰化であり 、更に謹んでは耐震 ・耐火建築の堤防桁

導でるるのである。

今一例として 、高層建築の場合を論じて見ゃう 。高居建築は空襲時に' 市り唯 1護の命中

畑によって 、多大の損害を蒙る!英あるのみ友らや 、上居が破壊された場合には 、落下 し来

る破片によって最下居までも破壊される危険が多く 、叉居住者の多敢なる黙から見ても、

地下に防空室を設けるととが困難であって 、防空的には特に不利 主主るものと目されてゐる

が、との黙は卒時に於て衛生_ I - _ の見地 又は火災等を考慮した保安上の見地から、高清建築

が望ましか らぬもの とされてゐるのと完全に一致 してゐ る。

叉都市計重要上の問題に例 をとれば・攻治 ・軍事 ・交通 ・通信等の 中橋とたるべき官公flf i

Jl: 他の重要建築物を始め 、大工場や一般市民の住居を集図的に配置するととは 、本製時に

於 ける危険率を高める 所以 として、防空上最 も逝 くべきもの とされてゐるが、 ドイツの

Si edl ung を始めとして最近各闘の大都市に見る多数市民の郊外移住の頴著なる傾向は、制
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然に も共の結果に於て、防空建築が要求す る都市分散の傑件 を満足せん としつ L ある もの

である。

とれを要するに 、 防 ＲＵ 建築なる も のは突 ｾｴｊ 建物や無王 ｉ ｉ ｉ 友構遣を要 求 する様 なも のでは

決 し てない 。 ｾｔ ろ理想 的都 市の賀現ｶｲＮ [1可って拍車をかける性質をさへ持つものであ る。従

って防空建築に開する施設は 、幸にして戦宇の勃設を見友かった場合陀も 、決 して徒努に

終 る ととた く、平時の施設 としても充分に意義あり 、f則前あるものであると とを充分に心

得て置かねば怒らぬ。

2. 海 外 の 情 勢

現不正防 ＿Ｎ［Ｚ ｾ v r . 闘する研究の最も進歩せる岡はドイツであるとされるが、防22建築に閲する

研究もi J J ; ドイツに於て最も目醒し い準; j ; - を遂げつ L あるョ

先づとれを文献の方聞から見るに 、1934年に夙くも防本建築を標題 とした最初の輩行本

として Hans Schaszberger 氏の “ Bautechni scher Luf t schutz" が公刊 されてゐる。本?l:ー

はドイツ人一流の率的良心を以て防本建築に防lする諸外岡の文献を側めてよく蒐集し 、と

れに 批判 を加へると共K 、多数の賀来Hd荘内分知して 、防予定建築主主るものに一つの皐的措

系をJ 1I1へ、更に‘ 進んで・今後の研究問題がJ) jh主にイドるかを指摘したもので 、防然建築K 附心

を有するもの L 必読すべき良書である。同じく 1934年f lH i- の Dr ，Ing， Kni pf er及び E ri ch

Hamp巴剛氏著 “ Der z ivile Luf t schutz" 中にも防水建築に附する専門家の数々のft 震な

る意見がＮ ， 実せられてゐる 。米だ 防 Ａ ｾ建築専 門 の雑誌は殻行さる｜Ｎｴｌ至ってゐないが 、 氏 問

防本に閉する研究の殻表機関として故も椛戚 あ りとされる 。“ Gasschutz und L uf tschut z"、

『ドイツ防活協令』の機附雑誌 “ Di e Sirene" 等々の中にも建築聞係の重要記事が殆ど H: i}1jf，

のJ慌に見 /-!- '，されてゐる。

防;さ建築の問題に最初K 者II R した人の 1人 f' I ドイツの J obst Si edler 教授であって 、ルL

l乙1928年 Ic 本問題に開ずる立見を殻表してゐる 。諸外附の雑誌に防需建築に開ずる各種の

問題が見え始めたのも; . しそ此の頃からである 。更に ドイツ Dresden の r業大取に於ては

1933年以来 Hogg 教授が中心となって 『防本原" 梓賄』 を開設し 、非公開ではあるが、防

水建築の問題が相72徹炭的に誹義 されてゐると仰へられる η

ｪ 設近 ｬ 亡 於けるドイツ玖 ↑ ｩ ｬ ｩ の盛イヒ ｦ Ｇￌ防本 ｴｾｲｾｊ の皇警 備 充宜をー ｪ 待の念務たらしめたが 、 防本

建築の研究もと の気jlli 11 : : 乗じて愈々 |権感を加へ 、! 司岡に於ては既に 1933年以来、前記 『防

京協合』 を"，¥: 舗とし て、工業協令 、コンクリ ート協合 、器対同協合等の有力; なる諸闘惜が 、

何れも本問題を取J-. け. て 、着々として研究を準めつ L ある駅態に平Eる。

ドイツ以外の諮問に於ても 、 公表とそされてゐないが 、 防［本建築の問題は 何れ も呉 ｾ Ｑ Ｑ ｶｲＮ

研究せられてゐる模様であって 、新聞雑誌、等K 現れる断片的主主記事から窺つでも 、建築家

が率先して既に相常肢範問なる研究を完成 し、 若く f' I 現に遂行 しつ L ある事責IZ: 就 ては最
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.'i '. 疑ふべき飴地も友い。

とれ等の研究結果や 、 ｴ ｬｾ 界大戦常時の経験を基礎として 、 或はｲｉ妨益法 』 の形式 ｬ こ於

て、叉 ｉ ｲＮｴ官ｬｬｃｾ｜共他の諮問慌に於ける 『 服務規定 』 乃至 『 司 ｬ 怜 』 として公表された防然閥係

の文字: : も削る多いが、 とれ等の中にも防祭建築I ' CW; Jずる事項をI削減ったtT霊友文献が少な

からす= 見出されてゐる 。

3. 我 園 の 現 扶

制って我閑の［伏態を見る ｬ 亡 、 防阜の問題が一般に宜侮さるｾｉＧｃ至ったのほ何めて最近の

事で‘ 正 i宜な)iJf， 1前百十|事盟、突護の l昭和 6 (1931) 年以来と見る べきであらう。 t 'f l宅建築家

がとの問題に針して重大閥心を持つlモ至ったのは 、タ昭和 7 Ｎｻｉｾ の ｊＭｪｦ 手事盤以米で、上 Ｑｦ 刺 ｩ

内建築物の投下爆弾による被害獄況が各方市から報告された事が、その斑接の岩手火線であ

った様κ 考へられる。

共後昭和 8 年 8 月に質施された閥束防空前科、タ昭和 9 年 7 月の近綾防空完成予? 等が一般

市-民の防祭知識ri ' LHと効果あったと共に 、特に我々建築家に針しては 、者[1市武装の重要性

を認識せ しめ、防本建築研究の必要を痛感せしむる J: I'C :lJ i ! . ってブJ あった事も亦否み得ない

所であらう 。事責に於て 「建築と iIl土合」、「建築雑誌、」、「土木m合誌」等の有力雑誌に、断

片的ではあるが、防本建築防! 係の記事が見え始めたのは 、 ζ の頃から以後の事に! 必する。

民間に於ける防本建築研究の共悌的主主る現れとして は、建築E廃合IZ: : 於ては 昭和 7. {Hz::設

世せられたる ＱＱ 時 ｦｲｩ ，ｬＧｃ聞する委良介 』 が主として此のプ Ｇ Ｈｾ伺の 問 題を取倣ひ 、 日木建築協千合 守

lにζ 於ては特にH

に釘して熱心l陀宅研研. 究を準めつ L あるととは読手者f の熟く知られる通りでで. ある 。東京工業大第

建築務教室に於ても昭和 8.{1'- 以来除[I :fi 積著合の慢11)] を: 件て 『防: 住建築研究室』 なるものを

設け持問雌建築諜の同志主主主j接なる連絡をとって、微力で、はあるが、本問題の研究K 一円

の ) J を俄しつ L ある。

今期の議舎には 『防本法案JI がJ て桂される主聞いてゐるから、我同K 於ても防袋法が宜

施される日が近いととＱＮＧＱ象想されるが 、 内務省プ ｾｲ￯ 前でも都市防本 百 十 番と併行して 、 者 ｛ ｉ￯ｬ ｩ 建

築物の防零封策が鋭意攻究されてゐると停へられる。鵜て lはま現干杭f のT市h

されてゐる建築構迂治i設備よりも一! 府青般格で、日. つ多分に軍事的色彩を取入れた防然建築規

定が制定責施されるもの主橡期してをつてよいであらう c

防祭建築に附する研究、特にその行政 的 ｪ ｊ ・商ｉＧｃｾてはー上記の 如 く我岡に於ても官民キ Ｕ

j J ・面から且創に準められつ ミあって 、拘I ' CD塁賀に慌へぬ次第である 。然るに問題解決の基

本となるべき 肝腎の工壊的研究の方面 は如何で・あらうか? 例へば重量 100kg の燥揮が我

々の都 ili I ' C投下されたと f限定する場合に 、現平Eの鱗筋コ ンクリート建築は果してどの程度

まで位徹 され叉爆破されるか? 叉恨 りに多数の軽焼夷弾が上広か ら散布されたと イ限定す
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る時、我々の木造家毘はその屋岐を如何K 佼徹され 、内部を如何に焼かれるか' ? I伺して

とれに島すべき封策は如何? とれ我々の最も知らんと欲する所であるが 、今日との穂の

問題K 針して正確友る解答を興へて呉れるものは甚だj妙い。

l坊安建築に聞するとの種の問題の研究並に解決は 、民間防主主の見地より蛍然建築家の検

討:i すべき傾域K 属する 。若し建築家のみによって解決するととが岡蹄な場合K は、軍部の

協力按11) ) を: 件怠ければならぬが、常1 ' L : t ! ! 築家が主開とたつーて事K2t るだけの勢|脊と賀行) )

とが必要であると信ヂる。

我々は建築物に到する災害としての地震 、殿風乃至火災等に針しては 、即K 多くのも の

を締験し 、乙れ等の災害に釣しては闘ひ克つに足る充分怒る針策を確立するに至ってゐ

る。本製による投下爆弾は建築物の災害としては 、我々には合然未経験なる完封手の敵 であ

る 。 然し投下爆弾 ｋ 制して、日 ￮ｈＧｾ 的に建築物を構築するとと ｬ 也 、 たとへ本易でないにして

も、決して不可能では泣い。 との勲 Ict 諸外岡の文献が:'p:を揃 へて確言する月Ir であり、諸ー外

岡の研究も亦との信念の FI ' L 準められつi . ｾうるものと考へられるが、我々も功、防安建築特

に耐弾建築の可能性を確信するものである。

防本建築なるものを 、 ｾｴｬｪｾ ｾｌ 非常時の波に乗って生れた一時的の流行物で・あるかの如くに

考くてゐる人がありはすまいか 。 少くとも何か無理友 ￬ｴ 文をＮＡｬ ｦｾ べ立てた架空的な事柄で、

手11底手の出しゃうも無いものであるかの如くに考へてゐる人達が、建築家の中にも相汗; 多

いのでは あるまいかと案ぜられる。

防 空建築なるものｾ ｊａ の意義乃至目的 ｉ｣ｴ 那溢ｉＧｌｾうるか＿ 諸外岡に従ては既にとの問題

が如何に昆剣 K 、且つ徹底的に研‘ 究せられつ』あるか? 不充分乍らもその一端はとの小

文によって理解して頂けたとと L 思ふ。

ｾ＠ Ｎｲ ｦＧｃ火災に封して 危険な る木造者 ｦｬ￯ｬｩ を擁する我問は 、ｪｖｪ ｾ的 ｋ 見て 、他 の何れの諮問 ｬ こ

も見られぬ一大羽黙を有してゐる 。防;窓夜建築は我閣にとつて正K 緊屯念R符餅解r決を要すペき閥家

重要の研

!  而して今後の本問題の研研‘ 究I ' L l'向n何i司qつて大いK 努1力') ｾ渇畠準せられんととを切望して ｉ止 ｬ上 ｌ まぬ 。

J準{官在!王i者も及ばす十コブ/ 乍下ら殴尾に附して f篤z馬に鞭つ畳.偶|陪‘ 書再でで. ゐる。敢て l明沼和1口2年の問題として 、年 li}I

l乞本題目を掲げた所以である。
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それは只だ時の問題だと云ふ見)，・が一般の如う?i 決，t : f ーは回避せらる可きでは現在いらしい。

である ο 勿論物の見方はとれを二校l亡も三校にも考へれば考られるのであるからー慨には

然う判断は下せないo 私の見方ーは日本子任問l乙限って必しも枇弔ー を搾き起さないて・掛むので・

はないかと云ふ考へ を持って ゐる 。 且つて大正 ＱＳＢｴ ＧＭ 頃 ｬ 亡私は或る席上で、可決弔問 ｩｬｬ￯ｾ 命をとな

へた ζ とがある 。 夫れは日木の軍備完成によってのみ平和が維持 ｈｾ ｬ Ｊ ると断定したので・あ

った が共の持論は今も確聞として差是りはない。

同」 ヒ 同との戦弔は共 の 相 ｾ ｊ 悶 の ブ ｪ の平街朕態 ｬ 乞 於て の み保持せら ｨ るものの如うである

日でも 17- く、また一つで- もより多く不備の充質化が完成すれば 1J法しも一同が他閤より

のil王1町駅態11: 似u て臓て枇φ lモ導かれる可能性がある ものと信じてゐる 。そ れは宛も地震

の版 !-.k; ¥と其の護動とに附似してゐると考へて誤り友いのでは ないだろう? 。要するに泣き

ｊ ｉ 存＿＾ｉ ｈ 亡戦宇の起否如何の問題は所詮持の間家の ｩｬｾ 備充賓と共の完成以外に ［ ケ策が無いだろ

うと云ふのが私の考へ方である。

また j ヨーって私のy{害防kz:; 時手i¥}噸合議て・日米開戦目前の11'，:;:しかったとき、来 し て 日 米 戦 乍 起

るや? をやの質問をうけたとき 、私は言下に絶3討に起 らないと主張したものである 。常時私

m. を要し、米園は共の三倍と見て一千八の::1- : 論は日米開戦すれば日本は砂くとも職賓六

百億の11浪費支出を提供しなければたらないだろう。私のミI-:ii 命は只だ此の一つの事責に於て

さへ雨間は絶笠: t 1 ' L 開械に導かれるも ので友いと主張したもので ある。本しろ開戦したと 云

ふ気持て・全閣民が1 f5起一蒋WM1 i の金利年 6分と見て年額36m. 宛の支出に甘じて軍備の充賀

が、月If 謂孫氏の兵法に あるfi 武I' Iヂ・して勝つの1 ' 13縁だと主張したもので ある。 常時の敵米 各

同の岡費負携 1 H-c. 上じべて日本1 ' L 1r. t 未だ 、官余裕がなけねばならたい特だと素人の私にも信じ

切って居たので ある。同防の完成は軍部のみに符zつ可きではない。閑民一致協力進んで研・

究し 、協力して 1 日も早〈完成す可き義務がある 。私の郁rli 要家論提唱も 11 ' い議論ではあ

るが 、此の建前から生れ出てゐる詳である。

;本論は元主l切j 袋大阪論としてすー案したものであるが 、出くとれを見れば都i liの防盗完成

の一案であ り、換 言 すれば都市防 ［奈 要塞施設の念務 ｬ 亡 して重要なる ｲｬｾ 縁をｾべんとすろ 一

本である諜で其の可夜の如何、 詳細の論は 別として提案に就き説明して見ょう と思ふ。

現在我が閣に於て行はれつつある防空演習は、主として都市住民の空襲に劃する心懸け
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と動11
o
の演予f であって、日本の最も不得意とする ) /I師、即ち消倒的な防護の練予? であるか

ら徐程うまい統制と訓練とがなけねばならないととは今夏ら宵を要しない。けれ共私かに

考へてみるに果して質戦下に於て能く前科丈けの効果が粛らされるか何 う? 。賀際比較的

手:1与さ方聞に無知識友問民の多い日本の者[Sili f' C於て 、敵機辿3 k f' C ; : } ! I って果してマドリードの

i  li 民のとったノ ンキな気分になり作るや存や、コ 、に も果して日本魂を護持して1 n J れ丈け

の効果が修められ得ると云ふのだろう? 。冷静に 吟味して見 るとき私 l亡は夫れは何 う考へ

でも第三段の構への如うに想はれて友ら主主い。 日本人には日本人らしい魂・・…・・敵と刀を交

へて一人たりとも 生き残らん| 浪り敵K 別抗してqj- とう・ー… ft う云った構へがピツタリと合

放するのではないだろう? 。

ＮＱ Ｍ Ｎ 主主への封 抗 …… ・地上では如何ともｬＭｉｾｪｊ主主主い相談 である。だから ｉ ｗＺ 名前予＿のとき取る ｲｬｩ

Lもの訓練lr.t 第三段の構へとしか考へられない。ヲとれでは 三段構へ l亡就く以前により遡切な

第一段左足り第二段の構へ主 lr.t 如 何 ? 。 とれが私の提唱せんとする者[Si li 防本要容化論を高"1.'1

する F8縁K 他ならぬ。

飛行機K 封しては飛行機を以て首ると云った積樋的防空施設を第一段の構へとするなら

ば、高射砲や照宗:慨を以て敵機に封抗し射撃し、墜若年せしめて一歩も都市に迷ひ込ませな

い手段と施設とを以て第二段の構へと考へて見たい。新くし尚段高ーの場合の構へが第三

l交の構へである可きだと信じてゐる。私見の範囲に於て第一段の構へ怒り第三段の構へは

市の指導に候って着々準備が完成せられつつあるものの如うに考へられるが 、果して私の
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言ふ主とろの第二段の構へと云ふ問題 K 就いては何の程度に迄で進められてゐるのだろう

? 。ととにも私の提唱せんとする開111があるのでるる。

兎にも角にも敵機の空襲が哲li 市の上空に達したとしたら、そして侭りに共時乙れ をと井! 落

すととが出来たとしても、. f t : の被害は極めて大なるものであるととに想到しえにけねは、なら

ない。共の積んでゐる爆弾友りがソリンの燥殻は上空に於てのみ燥獲するもので友いだろ

う。或は返って地上に落下と同時K 其の多くは燥愛する のではたいだろう? 。若しも此の

想定に誤りたいとしたら、ｾの被害や想像以上の大友る惨禍 を ｭ ｦ らすものだと考へるのが

常識では無だろう? 。要は敵機をして一歩たりとも都市の上空に飛来せしめ友い丈けの完

全土Eる防備の念、設に候たたけねば友ら友い結論に達する。それ玖外に都市は飛行機' v c 釘し

て安銭たり得友いと云ふ詩である。私の提H昌する都市防空要港化は要するととろ敵機をし

て都市上空に逮せしめない施設の常備完成を念がう と云ふ提案で ある。

ＱＱ 主りに例を大阪 ｲｬＱ にとって私案による要進化論を試みＮるならば 、 岡上 Ｑｲ ｛ ｾ りに泊頓郷 川 御

堂線の交黙のあたりを中心と 定めてと|主任 5 キロの幽を高き 、三五' 第に同半径の凶を外)J ・へ前

き出す 、そして其各交黙の位置を以て高射 砲雄の位置に賞てて見ょうとまふのである 。

圏中黒黙の位置は即ち右各脳l周の交黙であり私の仮想する高射砲庄の位置を示したもの

である。互互に幽三|三径を 5 キロとしたのは高射砲の射程有効距隊を仮りに 2 南米と 考へての

場合であって貫際は素人の私 1' 01 了らたい問題である。要は射程の四分のーを半径とする

幽周と定めて見た迄でである。

j折様K 陣地構築を平素してゐく と云ふ使症は宛も要塞砲が海上軍艦l亡封して鴬〈可き正

確たる命中聖子: を持っと云ふととと同様に、キキ陣地問の連絡動作 、命令の統合、運轍系統の

合理化。射般の集と迎確さ… ・… 等を考へ合はすとき如何に有効怒るものかを想像出来如う

と想ふ。貫際、貫ii 拠化IL 古って哲lii li が位五はまの不透明性気慨を以て掩護せられると仮想し

たとき、高射 砲庄が其の施設気惜外 lとあって有効泌切たる防官u 1 機能を護揮し得るだろうと

えふととも想f象し件られようと考へる。

情て然らば共の貫現化の望ffi 否をー肱考へて>L る要が起って- * る 。 とれは全然本門的な と

とで私共の云々す可き 問題では友いが、現イピの治i射砲の程度t J : u ば悲して大なる施設を要

するものとは考へられたい、車15ノ吋昆磁土の小規棋の砲皮と 云った程度のもので有効だろ

う。石勧 ｋ 聞の路 ｩ 師連絡 ｬ ､Ｚ都 ￯ｬｩ ｩ｜ Ｍ ｨＱｂｊ 迅 ー 路網計 ［ Ａｾ ｊｉ Ｈ ｉｉ ｪ［ｴ Ｑ 指して考慮す る としたら、とれまた特別

の大なる経費を嵩むと云ふ程度でもあるまい 、 賞際都 Ｍ Ｂｩ 計 ｪ ｾｩ ｾ の 問題は平時 ｦ ｃ 於ける産業と

凶民保{ 伎の上 l乙のみ立案せらるべき 盟友 る計却ではない 、今日の如うに不| ・墜兵備の、進肢の

前 lζ は一朝有事の| 緊に於ても有効泊切主主る機能の一部を負婚、加味せらる pJ き重要なる意

義がイ下手Eする 。斯様に考へて見たときー砲虚構築に要する最大の経費も恐らく 5、60高闘

を ｈｾ るものとは 考へ件られゑい 、 ｦ 回りに大阪 ￯ｬ￮ が払の提唱に従ふものとして三十数ク所の

設備 を完成するとして共の要するととろは僅かに二 、三千 前Inl 以内の費用に過 ぎな いだ ろ

う、とれを白後四ナ年乃芸1i ク年計i!刊として質施するとせば年制三百高凶乃至五百高凶の

費用で ある。大大阪が此の負櫓l乙i甚へ侍るや否やそして勝てるると 1r:Uf ! せる本辿lと到して

此の負備がん大 Ｚｉｾ え ｲｬｩ 民の生命財産 を 保護し Ｚム ｦ 紫た らしめ作るとしたら更により大なる 任務

である廃業報 ＱＢ ＱＱｉ の意 義 ｬ 亡引必 ｊ Ｕ 自切なる施設としたらｬｅに ＭＩ［ｪ せらる ｪＧ ｊ き重要・ＺｴＭ ｾＱＧ Ｑ ・ であると

t J " L ¥するものでるる c く昭和 11. 12. 5 日記〉
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最 近 の 建 築 ｾと 現 は れ ?乙

フ ア ツ ν  
ズ.

心、 の 傾 向

新 名 種 夫

日滴防共協定の成立が護表せられ 、続いて日伊玖治協定の締結が体へられて居る 。

スペインの内慨に於いて、人民戦線の玖府軍と反玖府園枠革命軍との雨者rvC¥HするHt 界

各閣の態度にも、右か左か、閣夫々の思想的色彩が判然主観取されるのである。

とう した事責は、今日 のI世界が共産主義的友図家 と、ファッシヨ的な国家との 2 つの色彩

にはっきりと 2 分されつ L あるととを示すものでるるが 、雨者の何れも自由主義的危立場

を 捨 て い 調 裁 的 確 力 の lずに寧備 を摘張しつ L 、軍備に依って確固た る図家的基礎を築く

べく努力しつ L ある黙 lりをて 、ひっくるめて 、滴裁的事閣主義時代と言ふベく 、思想的に

全く相反する立場にある柄犠の国家が、 との黙に於て全く一致して居るといふ事賞は 、現

時代の反映と しての 、現代建築の傾向を論十るにi量って 、充分j主意すべき事柄であらうと

思ふ。

2  

筆者は昭和12年後の建築の傾向として 、1世界に於けるとの潤裁的 、或は統制主義的軍国

時代の反映としての現代建築のファッシヨ イヒに就いて述べんとするものであるが 、}I国序と

して、先づ今日 |げ4のファッシ ヨ的園家の襲撃 ともいふべき猫乙及び伊太利の、最近に於

ける建築の動向に就いて漣べるととから始め やろ と忠、ふ。

第一に潤乙はやIうであらうか。

思へば1927年のシユツツトカ。ツ J レト rli ワイヒンホ ー フの 住宅博覧舎は 、建築に於ける

「機能主義」の最高潮に達 した時でるった 。

ミー ス・ファン ・デア ・ローェ、 ピ ・才クト 、グィ ・プー J レジヨ ア、 プ・タク ト、 ア・グー シ

ユ; [ 、ツク 、J レ・コJ レピ ジエ 、 ワ・クA ロピクス 、 j レ・ヒJ レベ、 J レスアイ 7 7 、ハ・ぺJ レチツヒ 、 リ・

デツカア 、7 ・タクト 、 ア・ラー デインク¥ヨ ・フランク 、7 ) レト ・スタム 、ペ・ペーレ ンス 、

ハ ・シヤロクン等各園一流の建築家達が 、過 去の個性的設計より脱却 し、 建築の合理的経

潰的解決に基礎を置いて設計施工 したと の博党合に於ける住宅鮮は 、全く機能主義建築の

最高峯であった と言へやう 。

だが 、 との頃を境 として、猫乙 l乙於け る機能主義がi悦くそ の勢力を失ひはじめたとと
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は、既に Ｓ 年 Ｑｾ の ＱＹＳＰ 年には、同

じ新建築思想に基いて経営せられ

て居たパクハウスの官; 時の指導者

ハンヰス ・7 1 ヤーは、指導原理

vc1i する疑惑の嬬V C @[ i 貨を倣|誌な

くせられ、続いて1932年には、 と

れは填太利ではあるが、工塾K 於

て同じ遁を歩んで・居たクイ ーナー

クエ J レクシユテツテが遂に閉鎖の

己むたきに至った当事の事質に見る

も明かであらう 。

との機能主義衰退の似| 叫として

は、依って* る幾多の首長が数へ

らh るであらう 。

だが、その中の11止も大きなl J ii I主!

として、調乙に於けるナチスの勢

力の接頭を主義けなければならな

v、。

1932年の綿選訟の結: l o t Uc依 って

玖植がヒットラーの手に落るや、

第 1 掴 ・濁 乙 航 空 省 厳 令

第 2 園 ・ヒゾデゾフ・ 2レグ墓所( 葬儀の貸況〕

パクノ、クスの徹底的友合理主議はナチスの思想と相容れf とのi盟IJ: I を以て、 7 . - 1 ヤーの後

任 E ース ・7 7 ン・デャ ・ローエの時、 パクハクユは遂 l亡すチス玖J{'f l L 依って閉鎖を官余地な

くせられ、続いて同等氏がベルリンに退いて経営を始めた私設バクハクス も解散の是正命に

也ひ、又1933年にモ久クワで闘催される筈でるった第 4 回園際新建築合議には、猟乙の主: l J :

築家は jもて出場を禁示せられ、嬬に間合議の開催が不可能になった等。

%; 3 阻 ・ヒ: : / デユ/ 7・pレ ゲ 墓 所

かくて 、 ナチスの機

能主義、合理主義等に

到する弾座I'I 、質際は

それ等の排' ! 畏を目 的と

したものではなかった

のではあるが 、共 産 主

義及び1倫太人排斥? 本と

i比IriJ されたキ，1，' ［ＡＮｬｾ、 主主

にハン 4、九・ 7 イヤー

4 .9
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を露西亜t亡、 プJ レノ ・タク トを 日本に 、エリツヒリンデル〆ー ンを英吉利 Ki 車ひ、一時世

界の建築界を支配 した潤乙建築の機能主義も 、 ととに全くナチス政権の重歴の下に窒息を

官余儀な くされて しまったのである。

それに代って、調乙の建築の上に偉力を振ひ始めたものがナチスの形式主義的傾向であ

り、 ととに遁ベんとするフアツシス・ム建築への傾向である。

抑もチユ一トン系の民肢は、民族的に形式等: 重の性向を持つものであるが、ナチスがと

の民政性を 、民心牧携のJ 二に如何K 有利に用ひっ L あるかは 、ハーグンクロイツの旗印の

林立を背景 として、腕を大空高 〈指し上ぐるヒッ トラ一、その前面の成場に熱狂する群衆

の哀呉を見たものは容易に首肯し得る所であらう。

建築の形式化が先づ潤乙から始まったと考へられるのは此民脹性からでも肯定し得る事

であるが 、最近調乙建築の念激なファッシヨ化は、何よりもナチスの採った攻策に依るもの

で、住快 l亡して明朗であった潤乙の建築lri 次第に重厚にして鈍協なフ ァッシヨ的形式主義

建築に盛りつ込ある有税である 。( 第1岡、第2困、第3固及巻末fGrossi nsee湖畔の建築物j惨照)

5  

次に伊太利は如何。

ファ ッシヨの本家である伊太利に於ては 、ムツソリニは決して建築の合理化i韮動に揮墜

を 加ｼへはしなかった Ｓ 否ＺＺ｟ ｾＮろ、新材料の生産、構築技術の改革等 ・の 潔ー題の下 ｬ 亡 、建築技術

の合lJll. 化を助長しゃうとしたと之は、ナチス の合理主義的建築思想歴迫 K! J して興味ある

封照を示して居る。

ととには勿論 1 つの改1" 1: 1があるにはある。それは建築の様式に於て古来纏綿たる停統と

衿持とを有する伊太利では、機能主義建築の護達が他の諸固に比ペて非常l乞遅れて居た ξ

いふ事貰である 。

従って、との根強い停統 をと捨てミ合理化に依って経情的建築を提供するといふととは、

貧乏な伊太平IJ I ' L 取って寧ろ必要な要求であった。

1933年 E ラノ l乙開催せられた第 5 回トリ エナレ博覧舎に先立って、ムツソリニは新興の

建築及び工袋に就いて、 ョ皆きイ1. 太利の建築家逮K 次の如く言って居る o 一一

ii 位去の遺産の改築だけではなく 、新しい主主体j の創造、それが我々の課題である 」 と。

との言葉に依ってトリ エナレ 博理合の建築設計-tr : 際して、伊太利建築家連のとった態度

lri 弐 ，J ) 宣言中lと示されて/ o! f る 。

「現代建築はその解縛に於ても、形式及技術に於ても 、1 つの改築期に tl )達してゐる。

それは今日の習tl't lr : 根ざした形式を改更して 、建築の新しい美撃を勝来するにある。建築

の改革i亡は 3 つの意味深い版図があった。1 つは永い聞の洗練を経た一定階級の闘内 i亡於

ける多様の準化琵} 氏。1 は事貫之しての構築技術の挫革、それはまIr 材料の使用と新しい建

築喪主主から来るものであ って 、ヰDi 材料の生産 、構築技術に於ける機械の改定等の大きな iti

1 5 0  



第 4 圏 ・フ ァ y γ ョ の 家

響。なほ Ｑ つは新建築が ｾｬ［ｾ vc依って以て建つ所の目的への迎合。

で、1932年 E ラノ に於ける現代建築博覧合では、建築の形式技術f剣牛I ' C] 討する重要且つ

完全なる解明を、各閣の懇術家の表現を通じて示さうとするに るる。 ととでは各国から 長

った指導者逮の作品を以て全| 世界に亘る困際的友 、現代建築の興味ある示例を見るであら

う。それ等の見本によって見る時代 K 遁臨した建築のパノラ 7 は、即 ち一時代の文化の鏡

を見るととであり 、今日の規準を見るととでるるともいへる。若き伊太利の建築は多 〈の

帰米を約束す る」と 〈麗田氏 「現代建築」 より〉

だが 、とと ｋ 注意し友ければなら君主いととはムツソリニの ｩｲ ｾ Ｎ ｻＱＮの中 、「 新しい謹術の創

造」 といふ言葉が使はれて居るととで あ り，その反肱とし て 立 言 文中に現はれて居る 、

「建築の形式技術保イヰK 到する重要且完全主主る解明を、各国の針術家の表現を通じて示さ

うとするにある」と 言ってゐる 黙など である 。

単なる合理主義、機能主義より導き wされる建築技術上の結論以上tζ 、来Ir しい主芸術的創

遣を要求した所に 、純枠危機能主

義 と 具 る 立 場 が あり 、そとにと

そ建築に於ける フ7・ツシヨ 思想表

現の官余地、 ft フγ ツシヨ 思想表現

の企防lが あ る と 比 ら れ る の で あ

る。

だから 、伊太利妓近の建築準肢

の跡 を見るに 、:iJ丈初沿いイJ f太利建

築家建を技術的K 桁導してゐた 、

「新建築の常K 依って以て建つ万If

の ｉ ｾ 的 への泌企 」 を 目標とし て 、

第一 5 困 ・カ セ ル 担 の 詑 念 ア 一 千
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純粋 ｋ 機能主 義的た建築が作られたのは極めて僅かの 期間でＺＮｾうって、最近は技術的である

よりも思想的に新しいファッシヨ醤術創造へと、次第に方向鱒換が始められてゐるので

ある。

かくて 、機能主義的建築に封する濁乙の積極的抑! 毘之、伊太利の消極的助長之 、その建

築に封して向けられる攻策としては、全く相反するものであるにも閥ら守、伊太利の建築

も亦、現在濁乙の建築が既に或程度の域に達して居る所のファッシヨ的形式主義的傾向へ

の遁を歩みつ L あるのが現朕である。( 第 4 園、第 5 園参照〉

4  

醜って我建築界を一瞥しゃう 。

我園現在の情勢は純粋た意味で決してフ ァッシ ヨではたい。

併したが ら多分I ' L 7  7 ツシヨ的傾向を帯びて居るととは否まれたい事宜である。

本質的に合理的たら ざるを待ない構造及び設備等の純技術的方面は別として、形式上、

合目的性以外に多分の思想的玖治的要素の混入を見始めたと之 は、最近我閣の建築にも特

に目立って- * た現象である 。

数年以来古い建築家の一部に於て支持せ られ、賞施せられて来た東京軍人舎館、マjJ; 室博

物館及び満 ｾＧ｜Ｇｉ 閣の諸官街建築 当 事 ｋ 見られる 「 本邦城廓 風」とでも栴す べき Ｑ 群 の建築は一

見我固に於ける ファ ッシヨ的建築の代表の如く見 られ勝ではあるが、とれ等は根強い思想

的背長を根底として護生したものではたく、一部の保守的形式主義的建築家の、思想から

ではなく形式的から出費した盤態的設計であって、我園建築のファッシヨ的傾向の傍系位

には見るととが出来ても、その主潮では決して主主い。

今日我閣の ファ ッシヨ建築の費生は、 1 つは建築に於ける唯物的合理主義の行き詰りに

もその原因があるのであって 、技術的根底はあくまで合理的に 而 も形式的表現に於て今日

の園 骨 豊 中心、 岡家統 制主 義思想の反 映が あるのｾ特徴とする 。

調乙 K 於てもナチスの排 d持したものは建築の技術的合理主義ではたく、賞は賞時のXfr建

築思想の拠1f t : をたしてゐた唯物的建築思想であったのである。

との意味で 、今日 の建築はファッシヨ 的傾向にも閥らや、技術的には向やはり機能主一誌

の上に立ち 、そ の表面に於ける形式的表現に のみ思想的特徴 を現すものである主 言ひ得 ら

れるかも知れ友ぃ。「但、との表現の震に建築の技術的合理J性の一部を犠牲にしたければ

ならたいととは あとにも遁ぺる〕。

我園の建築のファッシヨ的傾向が最近に計霊せられた技術的合理性を最も多く要求して

居る建物に見出されるのは、少〈主もとの意味に於て決して不思議なととでは友い。

第 6 固及び第 7 岡は何れも最近行はれた懸賞競技に於ける賞選案で、雨者共にその構造

設備等に於て近代ｾ ［￲ Ｑ 撃 の 梓を集めて建築せらるべき筈のものであるが、その外視に於て フ
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苛3 h  間

第 7  間

のと方ー向は反ますで あるが同じf i-.hーである) 。

アツシヨ 的傾向への暗示を多分κ

持つ様に 忠はれるもの L 例である

5  

では 、 ファッシヨ的建築の形式

的特徴は何んたものであるか。

前項にも遁べた如く、 ファッシ

ヨ的建築も技術的には充分合理主

義の上に立脚し 、そのJ-_ I ' L図梓的

思想の形式的表現を企閲したもの

であるが、との織には必や挫築の

合理性の幾分かの犠牲を必要とす

るが放に 、j最符? にはやはり合王盟主

設の放棄で あ り、建築の材' ! UJ に釘

する }I 国舷或は敗北である。 ( とれ

は恰も、 ファ ッシヨと反釘の立 場

に立つ共産蕗四5 ? の初期I ' L ;-l 十期せ

られた タ トリ ンの記念塔が、第 3

イン ターナショナルの主義表現の

ＱＮｾＱＧｌ純梓な合理主義を保らやし

て、 ｬｾＮ ろ表現主義的手法に依った

そとで最後に 、建 築の外制上K は、 とれが何ん た形となって去はれてゐるかといふとと

にたるカt 。一一一

第ーは 、 合目的 の ＡＮｾｉ ζ 以前には「必要 Ｇ ｊ の 桁示する Ｑ ｜ＡＺｬＱＧｌ自 ｉｉｉｋ 肢はれてゐたプラ ン が 、 形

式の統 制的 表現の ＱｾＱ ζ 、少くとも臨Ａ刊は山きシムナトリック友松Ｎｲ｜［ ｦ Ｍｃｪ，還りつ ｌ あるといふ

事責である 。 ｊ レＫツサ ン メ に於ける ｾ ｮ < 古典の復活ーを目的としたものでは友いが、結JM: I-C

於てー) 服相通守るも のが誌記められる 。〈プ ラシ、従 って外視に於ても j

それから 、第二I'I' 陸快明朗友形状色調を捨てい重厚鈍溢た調子が加味されつ L ある 黙

である 。

との鰐K 、使用材料に於ても従来のコンクリ ート打放 し、叉はモルタ J レ仕上の美撃を捨

て し 石 材 そ の仙の大きなプロッ ク張仕上の班重が要求される 。

ベノレリ ンの 才リムピッ ク大 スタデイヤムは 、最初コン ク リート打放しの百十聾であったも

のを 、 ヒッ トラーの - Ui C依ってイ1慌りに盛夏された事貨は 、乙の聞のij' f.日、を京知 し仰て
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面白い報特では友いか。

ζ の第一、第二の特徴は 、イII Jれも 1簡裁主義、統治1J 主義の反映であり 、又その主憾である

機 ) ) の表示でもあると見られる 。

品ｾｉＧｬＺ第 三の特徴は 、 機能主義的建築が全く建築の科接的解決の基礎の Ｑ 二に生れたもので

るったが故t亡、形式的に各閣相通じたもので( イ ンタナショナ J レ〉あったのに封し、ファ

ッシヨ的建築の形式は各国の図民性を最も多く反映する性質のものであるから 、第一、第二

の共通的' 持徴の中 K も多分K 民政的園民的特異J 性を保有するも のである といふ黙である 。

とれ等の諮黙を最近表はれた 、建築のファッシヨ的傾向の特徴であるとして 、ととにH

目すべきと主は 、 ｩ 設近蕗西ｾ＿の建築中にもとろした傾向を有するものが数多く護見せられ

る桜花怠ったといふ事質である。

とれは 、と の小編の最初にも遁べた如く、露西京も亦事責に於て調裁的権力の完全に統

制する国家である所へ、その指導精神が建築の形式に表はれる程度までに 、岡家主義的傾

向を帯びてplUと結果で ある と考へる ζ とは 、今日尚早計であらうか。

( 1936 ・12 ・6)
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「日 本 的」建 築 の 再 吟 味

中 村 車問

1. 日本の特殊性: : : : 1日本的」の窓義

2. 1日本的」建築の内容と建築家

3. 1日本的」建鍍 2面欄

特に「日本的」と云ふとき 、それは米間的、支部式或は外岡的と云ふ様友言葉K 劃して

月j ひられるのであって 、之は何かしら他 とlti 遣った特色ある事を前提してゐなければな

らぬ。然らばその日本の特 色とは何を桁して 云ふか。我が岡の産業 ・ 文化・袈 Ｑｾￏ ・観光生存

の護展の特殊性に聞して云はれるものである事は例論である。之を歴史的陀見れば平安利

風な風俗、鎌倉文化、徳川時代の現世等何れも日本的であらふ。しかし今日 j建築界に於て

; 命議されてゐる 「日本的」 を論やる場合、日本の産業 ・文化 ・婆: f ILi ・観光等の今日の護! 誕

段階の特殊性I ' CIUJI 併せしめなくてはならぬ。では如何なる黙に特色があるか。

我が悶は諸外文明間K 上むし著しくゐくれて文明に馳せ・参じたのである。そしてその際演

套をぬぎ折てる 1I 1! X も友く新版をまとひ1 ' 11したため、世界の一流文明間と友つ? と今日 、依然

として古臭いも ｪ ひを 慨 はせ・てゐるのである。産業Ｚは大いに護達し ｩ ｬ ｴ 界 の文 明間 を Ｕ ｾ 然たら

しめてゐるにも 抑 ｬｴ￬ らや、闘民 の大部 分で ある 農民は 昔友がらの 小農式操業に Ｑ Ｑ ｾＱＱ 吟 してゐ

る。大工場は最新のがl療を汲入れて鴬くべき生産能力 を示 してゐるにも 抑はらや 、問内の

多くの工場は家内工業でそのl i A 傭開係は宛もギ J レト Hj l] Vとも比られる如き徒! Xl制度が多い。

資本は頁犬となり I片界的に準附してゐるにも拘らや、地主は '1ミ封建的主主地代 l亡仇着してゐ

る。文化的施設 lti ilt 岡のど の岡にも劣らす= 準んて・ゐるにも拘らや、岡民の大 '1モまだ二電的

な奮習に楠まされてゐる。大建築は ilt 界の建築技術の故高峯I ' Cl lJ 達してゐるにもがj ら守 、

労働者住宅は昔ながらの棟' ，f ; 'I] 長屋て・ある 。 との新しさの r(l l ' C 漂ふ古臭みとそ現代日本の特

殊性ではあるまいか。

更に我が閣は領土J並行競宇陀沿くれたため岡家の生命線たる産業の資源をなすべき殖民

地の領有を充分にする事が1 ' 11*1 . 主かった。園内は土地がやせてゐて天産物K 乏しい。放に

先準文明閣と平和の戦雫をなす J-. で・の武器は諸外岡が殖民地の搾取の上にあったのに反

して 、我が閤は閤民の我慢に頼るより童文子ケ左かった。我が岡氏は世界に類なき低い生活 l'e

Ｇ ＱＱＧんじて開運 を準展してき たので ある 。 今日ｬｉｬＧ界市場ｉＧｃ ￊ 大なる ｬｬｾｴ 倒を格起してゐる日本

商品の準1 ' 11とそ 、我が岡民の J( l L とt T による岡家への御報公の現はれなのである 。然るに今

日物質文明の殻肢と共に我が岡古来の突風たる無私の心t.r iJ"i1Il* l.. 、問民は俳| 人二1:: 義的とな

り階 級 のますＺｉｲＮを生じ外閣の危険思想さへ位入し 、 ｬｩｩｍ 予階級は自分らの賃銀の不＿＿ ［ を ｉｬｦｾ らず
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Ｔ 主ｾｉＧ￩なり 、中堅 を友すぺき中間府 ｬ モ沿いても思想の動描があって、同家の基礎を ｦι くする

に至 る恐れを生じたのである 。 ととに 於て 国民思想の基準を 皇室中心に護達 して きた明治

維新の常時へ庚し、 長 主部 ー ｼ 、ＭＡＡｘＺは際 ｩｾ と傭人の開係が親子 の ＢｬＱ ｮ か ＱＩ し ｉ 守へ庚さう と希ふ替

は 識者の 問に ゐとり 、 岡 Ｒ 誌 の 攻策としても日本精神・同開明徴又は ｉＧｉｾＮＧＺ 右中心ＭＱＺ義等の名の

元l宅古への逆戻りを策するに至った。建築界に於ける「日本的」の要求もとの岡家の玖京

の意識 的 或は Ｑｒｾ 意静的な反 ＱＱＳｈ 亡 外放らぬのである 。

2. 

然らば建築に於ける「日本的」とは如何怠る内本であるか。今日多数の建築家が従事して

ゐる織骨銭筋構造のE 大建築物の建設は確かに建築技術の枠て・あり現代建築の花である 。

しかしなが ら今日建築される建築の何μ がとの高居建築であ らふ。震災後念 11[ 高府建築子力;

の増えた111東京市に於ける 昭和 5<9三の統計でさえ全建築散の約85%が木治で ある。 まして

他の者[iilJ 或は段村に於てはかかる E 大建築は嫌に近いので・あ る。故に長のみから見れば R

大建築は日本の代表的建築では危い。坪常輩償50同位低j舌長屋住宅とそ日本の代表的建築

である 。暖房換気施設の快除せ・ る通風保光の不充分な 、構造の相惑念、敷地の拶部主主 、衛

生 上 不 備 な、然しながら ｉｬｴ 界 の 段低生活 ｋ 辛うじ て ｊｾｴ えら れる 如 き木造長 屋 佐官が 都市と

去はや農村と云はや日本全開から見た現代建築の代表者で ある。教に於ては少いが質K 於

て立祇なE 大な近代建築が今日日本の代表か、或は質は劣るけれど敢に於てw倒的多数て・

ある背ながらの長屋住宅が代表か。戎る人 I' I 云ふで・ あ らふ、 「ηi刊{析野号次穴相悪 f友主るものは優秀な

ものへ童艶警化してゆくら。木遊z平ド屋の長屋住宅も遂lに乞は鈍，円

きである 。そしてとのE 大主控E築とそ現代日木の シンボ) ルレでで. あ る。」 とO 叉E戎E る人は云ふでで
.  

あらふ。 rさびのある作のあ る茶室建築とそ日本建築のシンボソレだ。そ して村の離宵が円

本的建築の最高峯だ」 と。だが 日本の岡民が充分に設備せ・られた高j貸共同住宅l亡、或 I'I lJ { 

雅友茶室風な建築K 住む日 が来るで あ らうか。高層建築は やはり商業建築又は公'白-建築に

|喫られ 、茶屋建築は令持の遁梨の範問外K はH¥ないで あ らふ。然り、今日日本の建築家は

資本の利 潤の奴隷か叉I' I 金持 ちの道楽の太鼓持ちであ る。 タクト氏が日本の建築家はず: ; IJif 

女郎だと J民間したのも忠常 る怖がある 。今後建築家は我が問の枇合的放に 向然的制約に[ 佐

じた問民の住宅問題を研究してとそ始めて民 l-c r日本的」建築の本貨を知りうるで あらふ。

3. 

義に懸賞募集K 於ける 「日本的」が問題となり 、今日叉外岡博覧合の日本館建築の 「日

本的」が問題となってゐる 。之等二つの 「日本的」 のJiil :合的意義並にその形式に就ては以

上に蓮ペた如く同じもので ある としても 、その効果或は影響については全然別である。第

一型は外 閣の文明にかぶれるな 、 日本は日本古来の日本精神を以て準めといふ閤家の1iff!
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の反映である。故K その採用された建築は博物館とか官公署と云った様な :1三紀念的建築l亡

限られてゐる 。だがj折る建築物に 「日本的」 を導き入れて日本精神鼓吹に効果ありや否や

は甚だ疑問であり 、叉今円迄建築された「日本的」建築が来して「日本的」か斉かは更に更に

深い疑問である 。 「 日本的 」 建築の第二期て・ある外同博覧手＿の円本館 ｬ こ就てはｾく日 ｉｊ の親書 Ａｩ

をとらねばならぬ。之は我が閣の産業、文化、 部術 、1硯光勾: の貫仰に主なる日 的 を有する。

かかる庚告的建築は人闘を惹くといふ事が最も必要だ。そのためK は外問的の中にあって

H佐一つ臼本的な存不El r ; t 確かに効果的だ3 だがその日本館Ir ; t 建築技術や材料が高度K 殻達し

てゐる現版、産業や文化を表象して居り 、その建築に盛られた手法が我が問の袈術の床し

さを表現して居り 、更に我が閤へ親光客を誘致するためによき風景を紹介しなければなら

ぬ。 しかし炭告的慣値と外客誘致_I-_の効果K 重きを主主けば、我が産業文化の正しき表現が

相になり 、我が産業、文化を正しく表現せんとすれば、民告的↑ 買備が低下し外客誘致J-_の

効果も薄れるといふヂ ν ン 7 がある。都市といはすコ 、地方といはや 、開といはや生産 力の

増進とそ民の護肱であり 、観光的護達は寄生的友もので 、我々が努力すべきは飽くまで前

者に ある詳だ。野滞閣はその特異な自然的風景}}E I ' C ホ聞な従って奇異な風俗習慣を j青板に

して外容を ｈ 予ぶ 。 我問の観光事業蛍事者の ｾ ｬ ｬｬ 乙もとの 種の人のあるのは甚だ還憾である 。

我が恥しい蕗を見せてゐとぽれに奥らんとする程↑ i!; けたにい者はない。博暗合建築に於ても

充分との黙に i l:意しなければならぬものと ，忠ふ。( 暴言多謝)

5 7  I  



鋼 構

ｾｬｊＺ［Ｎ＠

1巳
の 行 '"、 き 道

池11-1 
~
円彦

鋼材の節約 我園の如 く鍛を i除外より仰がねば友らない間にあっては建築月] 鎖骨は特lζ

節約を工夫せなければならえにい。さ りとて畿胃構 造 、或は鎖構造を麿 11 - . してすべてを鱗筋

コンクリ ート 迭を以て代用せしむるととは先づ不可能であろう。ととに我問の高居建築K

於ては地震 K よる災害を考ふ るときー居共の感 を深うするのである。

鍛筋コ ンク リート 遣は共の理論に於ては -I!!!A充分で ありと考へられ之れに針して非難す

べき 黙はたいと謂ひ作る迄に行き届いて居るが其の施工の宜際に就いて之れ を考へて見る

ときに 一都 の不安が慌たわって居る。其の理論計算の微車HI I ' L 渉って居るに: j f 'J らや共の現場

に於ける餓筋の糟手といふもの 、 コンクリ ー トの打糟ぎといふもの、打込が同部同時に行

はれないとと 、不均質となるとと 、等に於て鱗宵・構造程に信樹し件らるるものでない ζ と

を究ゆるものである。

熔祭 さて鎖骨構造K 於て鋼材を節約する ) J ・法は鋲接合を底止して之れを熔接々合にす

る以外には求められない。鋲接合を熔接にした場合に現在の蕗では 15%乃至20%を節約す

るととが ｉｈ ｾ さると栴せられて居る。然し乍らとれは現杭の鋼材の型共のままを刑 ひて の話

しである 2 現今用ひられて居る鋼材の型はすべて鋲接合に都合のよい様に考へられて造ら

れたものである 。 従ってとれが ｪ 在ち ｋ 熔接 ｋ 利月 Ｑ せ られて 都合 ょい と は ｦｗｴ ひ 舞い 、 存ｾをだＮ

不都合のいろいろの黙を見 1-1¥すのである。

鋲叉は Zドー J レトによる接合はやlJ h も共の材部に子しを明けて断面を減じて取，N ける椋に錦

すものであるが熔接I亡於て はそ断面績を共のま ま有効に利mするものである 、前者は 20) う

至25%断而績が殺されるのである。 然 るK 熔接に於て は 100%利用の可能性がある 。

主主I ' L 於いて鍛構誼 l' Cf .j しでもっと 熔接の研究をせらるべきが常然ではたかろろか 、私は

現今 の建築構造界がとれに :Mする研究熱の足りな いととを甚だ心淋しく感やるも のの一人

である。

熔接纏造用塵延鋼材 以上｛ま ｙｻｾ ｲ｣Ｎ接合 の 施工のみ を 謂 ふのではない 、 鋼材 の断 而 型 ｬｬｋ ｬ ζ

於て熔接構造問のものの生産せられんととを 切望する次第である o ｾｾ＠ 1 凶 IC示すは稿逸l亡

於て用ひられて居る俳接 用鋼材 の断而で あって非常に使禾IJl I つ摂併で ある 、之れを巧みに

用ゆれば現杭の山形鋼類の型物を fIJ ゆるよりもー居鋭を 節約 tf:¥*るもの と考へられる 。

今之れを刑ひて粍、梁宅:を車[ i 立てて見れば第 2 岡の如 きものとなって縄めて使利である

ζ とが知れる 、尚之れを 山形鋼生存の組合せのもの と上じす るとき共の組立に要ーする熔接の長
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さに非常な相違のあるととを知るのである 。通常・111形鋼及飯を組合せる構造にあっては 1

湛の鋼材に要ーする熔接の長さは約25米乃至35米となりて了ー事に多くの日数を要し時間的 lこ

鋲接合K 及ばた いと とにたる 、即 ち山形鋼及飯の類を組合せて全牌接を行ふととは無1!.11が

あるととが午Jj るの ε ある 、それ放に熔接用構造鋼材の降延せられん事を tif むものである n

結語 之れを要するに、建築構造に僻接を; f:IJ I'I' J し桝 3くそれに述l依すろ制材を }II此延せられ

て鋼材の ｾｩｲｪ 約を計るととは我阪ｼ家紋慌 の立場よ りして色 、務であろうと考へる次引である 。

第 1 聞

第 2  圃

タi主j を

菜

三ヨ三三

火:f :tを

5 9 '  



家 明 期 の わ が 園 建 築 統 計

内 藤

ι ご$

Ｇｩ ｾ＠

商工省及建築統計聯合委 員令 のニつの建 築総 言 「 が産れる昭 和 ＱＲ 年 ｉｾ 、Ｚ￭ｴしか っ ＱＺ わが 閣 の 建築統計

に さって最も多幸なる年である。 こ の時に際して 、 本 文 ｉｾ 二つの 建築統計の紹介 Ｑ ＮＮＮ Ｑ￭ｴ ねてわが 園 の建

築統計の回顧さ展望か試みれものである 。

建 築 統 計 が あ った か

建築統計はなかった一一街i祭貞治氏著本邦統計資料-解説の索引中! ' L f I 建築 d の項目は見

wされ友い。

建気統計は乏しかった一一ng和 11年度日本郁子li 年慨は建築については統計 f i l lの頗る乏

しきを遺憾止してゐる 。

建築統計 ｉ Ｇￌ埋れてゐた 一 Ｍ［＿￭ ｾ ＱＷＳＱ 琉週 刊 東洋経桝新報は建築統計は徒ら ｬ 乙 ｉ 刺してゐた と

云ふ。

乙の見方は何れをも否定し得危いものであるが 、然しながら又治ひ上げればそとに多少

の建築統計ーを見出し得友 い理で・は売にい。

即 ち概括的に云へば、わが図には 、 若干の建築統計を見ｾ ｪｉ， すととが ＯＱ｜Ｊ るが 、 被旬 ［ ｩ ー した

建築統計は友かった。少くも建築統計I' I 乏しかった。 しかも此等の建築統計の多くは内れ

てゐたのでるる。

統計の ↑費 値が応較的根く見られてゐるわが同 ｬ リミて 、 建築界も ＿ ｾ、決し てその 時外 ｾ ｃ /-Hで

、居ない。一般工業乃至は経桝雑誌は初論、幾十種かの建築に閥する定期刊行 物l乞は建築

l亡開する統計‘ の記載せ られるととは甚だよか友かった。たとひ断片的に記載せられたものが

あっても 、統計の数字を解析し!日l 鴨し読者に納得せしめるに足る簡易怒る同表或は指数を

以って説明的記漣を加 へた如きも のは殆んどない。元主iミわが閣の建築に聞する雑誌には品|ー

合性の快乏と云ふ傾向が規はれるが 、建築の統計lモ闘するとの無閥心或は不親切さもそ の

一面を 如賞に示現したものと云はねばならない。

過去50ク年聞のわが閤建築界の情勢を凹願するに最も貴重なる資料として 、建築皐舎創

立50週年記念の建築雑誌綿自鈍がある 。試みに目録の H 雑 U の部資料統計の項目を 見るに、

建築統計としては、

警視臨調査に依る昭和 6年 中竣功建物の統計

向上 昭和 7 年の統計

向上 昭和 8年の統計
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1932 

事持f手B 働者; 災j足{手斉千t扶Jたdl訓H即助I)] i立責削f任壬保倒|除按法lに乞:l;C くH  

の 4〈:イ桐問の統計が臼鈍せられ 、災i t; :*/e計ーとしては 8例 の統計が目録せられてゐるに 過ぎ友い

一一応も日銭11，)えの不備のためか賀は術数仰!の統計が記鈍にもれては府るが。

押同( 'I 之と 針腕的 なアメリ b の建 築Rこ附する雑誌 “ Archit ectural .For um" ( 1936) に記

被せられたる建築統計の一つである 。即 ち人口 1 荷以上の綿ての郁rli- イ尺し 1932年度は

Ｒ Ｘ ＵＴ 以 上 の都市一一 ｬ 乞於て建築許可せられたる建築の工事 Ａｦ ｾ をｦｴＺｪＺ月号全三 ｼ した ｒ Ｚｦ Ｚ Ｑ を簡明な

る統計岡 と したものであって 、 ア メリカの最近の建築生産の動 ｉ ｲ Ｇ ｝ を 如 賀 ｬ 也知ると と の ｾｈ Ｊ

るものであるがとんな統計はわが岡には見られないものである。

ζ の種 の宅としてjit 筑の動 li ，) をう: ¥1るを目 的とした経跨指標の資料としての建築統計以外

にも 、わが同 l亡於ては 、現千手放び竣功建築物統計の全間的 、J1j 長年的の完備したものが 訟

ぃ。 例 へば近 H寺わが同K 於ても 都rl1の武装 、即 ち都市建 築物の防火 、防宗化が唱導せられ

て居るが 、然しそ の都ib・l乞現イ1: 何粍の耐火建築物があるか 、何年幾程の耐火建 築物が建築

せられつ、あるかo } 1: : に叉その増加lのy状況如何 を知るに足る綿括的統計を見 /"1'，すととが11'，

* たい。

建築統計の内 、わが岡l亡於ても iち較的種傾の多いのは住宅l亡偽lする統計ーで あるが 、之も

Ｑ ｾ 川 々 に つきでは Ｎ ＱＧＨ 電なるＧ￱ ・ Ｑμ ｼ はあっても 慨 して断Ｉ 1
0

ft !; ] なも ので多く 、フ'l y.j;釘l句、且』長年的な

ものはたく て諸外岡の殺もmした住宅統計に 兆すべくもない。

統計愚者が その者千円・よ り建築統計を抹殺 し、前賦相 が粁11;守聯iXU乙於ける 1;持前中 、建築統

6 1  I  



計作成の懲湿のあったのも決して偶然で、はたかった。

わが聞には 、祉舎に働 きかけるが如き整備し? と建築統計は友かったのである。少くも乏

しかったのである。

ぜ ん な 続 計 が め っ た か

然し主主がら我閣に 、建築統計が快如してゐたかと 云へば、事責は決して そ うで危い。乏

しい資料 K 依ったものであるが、以下便宜、明治、 った正、昭和の年聞に於けるそれぞれの

建築統計を回顧を試みたいと思ふ。

明治年聞の建築統計を回顧すべく最も興味深いも のは、建築雑誌明治24年 2 月所載の工

謬博士曾桶遠戴氏一年間の建築統計である。 とれは明治23年12月“ Ameri can Archi tect" 

中の、 1889年アメリカ各都市の建築棟数及綿工事抵の紹介で あるが 、博士はその最後K 於

て、

グ比一図に於 て一 年間建築 ぜ る家屋 の 数 さ建 築 Ｑ ｬｴＮ ｾ た 、 市府 別に して統計表 に作 る 二 三 Ｑ ＱＺ、 英 各地 の

工貨の高低、材料込得る の難易 1.ej; 日ろ の金さなる 11: 云ふまで Lなく 、Jl¥li 11: 共風俗晴好た察するの具ご

なり、之 を大に して 11: ー留の文明の程度進捗た示す 幼げ ごなるべく共闘係する所肢 くじく面白き こご

なれば、我造家撃舎に於ても 右に倣びて全閣の大都舎の建築か市府別げ若く 11: 時fJ 際別に なして 、共総

数、種類、費用等の統計表た編製わ らんこ さを望 まし告こさ にこそ 。

と結んで、居 られるので、之に依れば蛍時既 Irc アメリカに於て は との種の建築統計が有杭し

てゐたとと L 共に 、明治の中期わが図に於てと の種の統計の友かったととを知 ると之が1 - 1¥

来るのである。而して曾禰博士のと の希望に も拘 らや 、治家真喜合に於てもその後も 、か込

る統 計 の編成のととは友かったが、とれ Ｑ ｴｊＺｾ時 のわが 闘 の 刷 ［合 情勢ととに建築界 の ↑， Ａ ｬ 勢 に

於てはそ の質現は殆んど不可能に近かったも の と思はれる 。

然し左がら、蛍時の建築統計ーとしては、東京市に於ては明治24年より簡蛾なるそ欠の如 き

ものが作成せられてゐた。

構活別( 土ま室、煉瓦造 、石造、木造〉 建物棟数及坪数表。

とれは明治37年刊行の第 1回東京市統計年表を 初めとして、何:年護表せられた ものであ

って、毎年の統計をよじ較すれば蛍時の東京市内 の建物の賀情と何年の増加朕況を知るとと

の出来るものである。

一方大阪市に於てはその統計書は明治34年第 1 厄!のもの を刊行してゐ るが、建築に閲す

る統計が記載し初められたのは明治40年刊行の第10回統計費ーであって 、

各国別、 表家裏屋別、 現住家屋敷 及室家数表一一明治38年末現校

が殻表せられ、 と q c 吾 々は既に空家統計の存在を見出すととが出来るので あるが 、大阪

市に於ては之より 早 く建築統計の存杭してゐた事は 、建期並誌明治2.5年 6 月I ' C " 家屋新築

改築の敷汐と題して大阪市の! 高役所調査にか L る明治24年度及25年度の大阪市東|高及北|高

の家屋新築、改築の戸数とその坪教を大阪朝日新聞の記事中より韓載 しであるを見てき持知
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する ζ 之が出来るのである。

又兵庫鯨に於ては 、明治13年に明治11年兵庫，係統計概表を初めて刊行してゐる。 とれに

は建築統計としては管繕費を記載してゐるに過ぎ友いが、明治16年統計苦ーには 、

部|亙別、 戸数及建築表

あ れ 之 に 官 艇、i11土寺、事校、民家、! 翫|醤倉} l lf 各の綿;数表を載せ、更に明治24年統計書K

於ては 、

市郡別建物表

主して民家、寺院の戸数、組問i故 、宿舎用it-P数、感校、製造所、倉庫の軒数、昨数、官雌

病院の軒数等を記載し u 本表は徴護物件調より採錯す 。とある 。

かくの如 く首時既K 名府牒、各都市の統計書中陀初期の建築統計を見出す乙とが出来る

が、更に東京市に於ては 38年より 、

各種建物細別表一一各l亙別 、構造別、 階別( 1 階、2 階、3 階、4 階建以上〉械敬、坪撒

統計表

あり 、公共建物 、銀行合紅、工場別K 之等を調査して居り、大阪市 K 於ても 44年度より

各区別 、構造別( 木造、土造 、煉瓦造、石造 、その他〉階数別( 司王屋建、 2 階建、3 階

建) 建物株敬及建坪調査表

を加へる等。i折準的に意義ある建築統計が作成せられて来たのであるが 、之等の統計は最

初より建築統計ーとして意識的に計霊せられたものでなく、家屋税の徴牧等の目的のため副

産物として記録せられたもので系年的でるってもとれは各府瓶、各都市について普遍した

ものではたかったのである。

ヨ欠に唆功建築物統計に就ては活時は就に数府鯨に於て建築取締を施行してゐたのに拘ら

や、府，際統計警にその取扱建築物統計を見出すととが出来危ぃ。只建築雑誌の明治41年 4

月に、大連市に於ける明治40年中の建築家屋の械数、建時、建築工事費を 、乙れも蛍時の

新 Ilf l紙より轄載されたものを見るのみである 。

建築材料の統計としては 、浪商務省に於て明治33年よりその物償指数の巣年的施較調査

したものがある( 日本統計 コ皆及合 、時事統計困集、第 2港〉、叉建知準誌にも断片的なが

ら、木材をす; 7Jめ各種材料の償椅その他の統計を見るととが出来る。

設後K 、1富時より既に完備に近かったものは災害統計中火災に闘する統計ーであって 、キキ

府鯨の統計書: は早くより火災に閥する統計を記載し 、更K 内務省統計警は之を集計して照

り、農商務省K 於ては明治26年よ り何年の火災統計去を』淵査編纂したものが刊行せられて

ゐる ( 自明治36. 年至明治40年 5 ク年間火災統計表) 。又建築雑誌にも明治22年 3 月I' L " 火災統

計 H 主題して瞥硯臓消防本署調査の明治21年東京府 r- 火災統計ーを嘗時の官報より時総せる

ものがある 。

大正年聞に於ては 、各府! 日系の統計書の何j しも建築K 閲する統計乏しきに 出 して一一 兵庫
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燃に於ても大正年間以後のものは先の建築表を底止し何等の建築統計ーなし一一各都市の統

計書は 、1u]) しも建築の項目を設けて愈々建築統計の整備に努めてゐる 中に就き 、東京市の

統計ー年表 の如きは 、

建物横敷及昨数点: 年 建物資買債格J長年

建物居階別」長年

建物構造及用途別表

建物抵古賀入金額ぷ年

地上権設定 件 数［ｱｾ年

の 6 種の統計を品げ更に之等に地 ド室調査迄カ日へてゐる。

との豊富な建築統計ーの形式は市11戸市統計fi: ーにも殆んどその位保月1せられてゐるが、大 阪

￯Ｋｩ 、 名古屋市等の統計 Ｚ ｾ ｉ ｽｉ ｴｊＺ叉様式が巣り 、 げ ｲ 角の果年的統計ーを Ｖ 大都市に 三 日 ｴ 遍統一すると

との出来1 ' : . いのが遺憾である。建築雑誌は大正 11 年 8 月誌_I- _I ' C 11 大正10年中に於ける点

求 、大阪雨 ibーの建築統計 ρι 題して、大正 4 年末の雨市の現作家屋敷の統計をそれぞれ凶

民新聞 、大 阪朝日新Ill l所誠のものよりもお鈍してゐるが、とれ を見ても如イII J I' C耐司1 の統計 の

形式の呉りたるかを知るととが ｈｾ Ｊ るのである 。

以上大ｬｅ年間 の建築統計・を最も特ＧＱｾづけるものは住宅統計である。殊 ｋ その後三 ｼ とは借地

法 、術家法、住宅組合法、不良住宅地|喧改良法一 一応も本法は昭和 2 年 3 月の公布である

が一一制定せられて 、わが凶K 於ける住吉問題の最も惑かたりし頃で 、民間の住宅統計百

料が産れたのも蛍然である 。
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大正年間刊行の住宅調査に依る統計資料としては 、

内務省批舎fji J祉令部より

グ部落に閥す る諸統計 " 11 制民 栄岡地区調査 グ グ大 li ミ10.{1三施行制民調査統計表 H

ρ 我園及散米に於ける生活告と住宅告と の古I} 合資料 ρ

農林省

。住宅供給利 FI -}1亡附する産業組合調査 U

餓道省大臣官房現業調査課

。間有鎖i宣現業従業員の家賃調査 U

ポ ｽ ｪｾ ｊｻ Ｎｦｍ 合課 11 ｾ ｲ＠ ｾｾ￯ｦ￭ＮＦ 近 接Ｑｉ Ｑ ｔ［ｦ -1-ｾｉｊ 等階級住宅調 沓 ＱＱ 11 地代宗家I ' C1#1する t制者 。

兵庫勝

H 新川部落改善資料諸統計表グ

東京 市

。東京市に 於け る住宅の不足敢に闘する調査 11 11 共同住宅及びピ J レデイン クに闘する

調査 11 17 東京市内木賃宿に聞する調査 11 " 東京市内同居者世帯K 闘する調査グ

京都市iIi .上合謀 P 住 居と家賃 H 大|仮illiij土台部 u 住宅制査 11 "  メミ|坂i lj住宅年報 ρ

名古屋市

。俸給生活;- .ff 小i作j 工業者住家AA態グ グ; 飢餓11汀及 1'-奥 IJ J lll rJ J ・I扇住家紋態 ρ



協調合 F 全国家賃調査 。

等のものが 、 ｻｾむ臨貞治氏著本邦統計資料解説の中より鎖 別し 得られるものであるが 、 之笥［

は多くは断片的のものであって 、横へ即ち全図的への統一又は縦へ即ち累年の上む較調査の

もの少〈 、柄手y を粂ねたもの1 . t. J .かった ととは遺憾に思はれるのである。

奥 ＺＱ 亡特筆すべきは 、 大正 Ｘ 年には 都市 計霊法、翌 Ｙ 年には市街 地 建物法が公布せら ｾｌ

て、とれK 閥する建築統計が作成せられるに至ったととである。大正12年 3 月内務省都市

計査局より閥係各府牒知事宛に 、市街地建物法嗣係取扱建築物につき 、

工事別( 新築、増築、改築、その他〉

構造別 ( 第 1種、木造、木骨造、土造、第 2種 、石造 、煉瓦造、コンクリート造、第 3

種、鎖骨造、鎖骨餓筋コンクリ ート 遺)

面積別 (50昨禾i前、 50!干以上100坪未満、100坪以上200坪未満、200: 時以上)

ド皆殺別( 1 階建、 2階建、 3階建、 4階建以上〉

用途別( 住宅、崩業建築物 、工業建築物、共の他)

の詳細なる統計及市街地建築物法違反B塩分表の作成報告Jケを指示して居る。

然したがら 、之等の統計は内務省統計報告書、各府螺統計ー苦等にも掲載され守 、従って

一般に利用されるととたEく、只徐り知られて 居友い内務省都市計重課編嘉昭和 2 年 8 月内

務省刊行の P 都市計重要躍第 2巷 H 中に、 京都府、大阪府、兵庫勝、愛知娠につきでそれ

ぞれの大正 11、12、13、14、15 年」長年市件1地建築物、法開係取故建築数調として用途別、

構造別、 工事別の判二政が記載せられて登表せられたK 過ぎや 、軍に事務歯周に於ける法施

行上の参考に資せられて埋れてゐた理である。

只昭和 Ｒ 年 Ｔ 月建築雑誌の時報有罪 ｾｋ " 大阪市家屋新築朕況 P と題して大正13年、14年大

|坂都市計葺| 逓域内陀於て新築、増築、改築せられたる公私の建物に闘する統計は 、通報者

である地方委員|車l部文雄氏はそれを明記しては居られないが、前記の統計に閥連あるもの

と認められる。統計表に加ふるに、詳細なる解流あり、更に大正13年の建築費を93.000.000

l昼l、同14年のそれを94.000.000闘と計上しで あるのは注目 すべき資料である。

材料統計としては、東京外国木材il食入協合調査の大正元年よ り昭和 2 年に至る本邦外国

排除入主: : 及悦椛ぷ年上じ較調菅、仏二凶森林合調査の大正 8年K 於ける本邦木材用途別使用ilf

ｬｴｾ 変調査等があり、又岱商務省に於ては、大正 ＱＰ 年頃より土木建築業賃銀調査をた して そ

の指数を費表してゐる。

災害統計としては一般火災統計の他K 、大正12年附点展火災に閥する統計資料等がある

が詳細は省略 したい。

次，、て昭和 2 年 5 月内務被告例が改正せられ、建築物閥係の統計と して、

市街地建築物法底分件数( 年 2 回) 市街地建築物法聞係取倣建築物表 ( 年 1回)

I li 尚地建築物法閥係中清届受理件数表(i ド1 (11)
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の 3 統計が作成報持せられ ると主に なったが 、との中耳元扱建築物表は在来の詳細主主る統計ー

より簡翠たる工事ZI j 、用途別のものK 改められたが 、之等は 内務省統計報告に護表せ られ

てゐない 、又各府燃の統計苦: に就ても殻表記紋せられてるる 府 鯨 と 然 らざる府! 採が あり

一一例へば警視艇、大阪府の"!i uきはとれを掲げ 、兵庫版では之を摘げてゐないが如 き一一

不統ーであるとと は遺憾の黙で ある。然したEがら之等の統計は 、断 J-¥- EII.] V e は建築雑誌、 そ

の他の建築に倣lする定期刊行物lて掲叙される様托友った。就r . t 瞥腕胤の建築統計は昭和 6

年 4 月建築雑誌、に慌時の建築課長北洋五郎氏に依り 之、昭和 2 年以後昭和 5 年迄のもの を

比較登表せられたの を初めとし以後句年同誌、上にその統計資料が解説と共に護表せられつ

つあり、叉、全国的のものとしては 、llfi 和11年度日本都市年盤に 、 との内 務省の統計ーを才宇

都市別として護表されて居る。

1 6 6  

地方住宅統計資料はその後も 、

内務省枇舎f l . l 枇合部よ り

グ農漁業者住宅調査報fii - グ

農林省 。開墾地移，住者住宅K 闘する調査 。

商工省 M 地方vc 散布す る工場 と工業化した|町村に附する調査 伊

東京府

。.J4ミ泣く J1.f 郡部K 於ける集国的不良住宅地のJtIC況調査 U

大阪府

。イ主|坂朝鮮人の生活状態 fI fI 賞地調査の結果か ら見た大|奴i l'i 内の住宅。

愛知! 採

グ不良住宅地l!¥'li vc 附する調査 ρ

東京市

庁東京市内の主主家vc W; jする調査。 fI f庁地借家守主議に闘する調査 fI fI 東京市住宅調査

グ グ住宅改善調査TI ;f'l- fI 

ぶ者II Tti

グ不良住宅街 築地1，' ，"; ｴ ｲ｟ｾ 討 する ｬ 測を及 ｬ 前 ｼ 呆Ｚ グ グ併発Ur.W; jする 1淵沓 H

-)(1坂rli

か製造 r場のイ主! 活仙設に悌lする: 品i哲t_f I fI 卜. 地住宅' 両氏と家賃 fI 11 貸出ー案内定者『淵脊 H

H 大 |坂 rli 家賃調査 グ ρ アパート の調査 fI fI 本 rI-i VC於ける! ，i):lt鮮人住宅問題 fI fl 1=I: 宅

月報か

仙是正ih-

P 仙蛍干li 内紛|民生活の版態と共家賃 。

同制合

グ共同住宅居住者生活調査 fI fI 工場持働 者の居住事1・，!i. fI ρ 不良住宅地|厄i次官: 後に於



ける地匝内居住者生活調査報告 1/ 1/ 同潤合十年史 1/ 1/ 合 報 U

等があるが一一以上働議定治氏本部統計資料解況により 類 別一一之を概観するに都市に於

ける住宅問題と 共に農漁村の住宅問題 、夏に朝鮮人の住宅問題が論ぜられる と共に、その

統計資料の作成せられつつあるととが知られるのである 。

昭和年間の住宅統計. I ' L 就きて特筆すべきは、昭和 5年第 2 四国勢調査に際しては新たに

。住居 P がそ の調査項目に加 へられたととである、尤もとれは曜に 1世 帯の住居の貫教の

みの調査であって、蛍時居室の定義につき建築接合が内閣統計f t . l からの諮問に答申の際建

議 したる項目一一昭和 5 年 5 月建築雑誌一ーより温かに簡単友ものではるったが、初めて

わが閣の住宅調査が全倒的に定期的とたったもので 、との結果は既I ' L n 昭和 10年 9 月I ' L 1Ie， 

和 5 年国勢調査報告第 l{{芸U 一一内閣統計JIii 刊行中に褒表せられで ある。

備全園的のものとしては、内閣統計川よりは H日和 8 年 11月 " Iln和 5 年岡高調査報 ;l tu が

刊行せられとの中に建物の項目がるり 、叉北伴 、伊ボ I村氏l亡依る H HG和 8 年中技閣( 内地〉

I乙於ける建築工事費の推計 F 一一建築雑誌HG和11年 3 月大台蹴一ーがある 。

次に建築附係の努働者に陥lす る統計ーと しては内務省札合同事手働部より 、

8 土木建築事事働音生活朕態調査 " 1/ 害事働1f 災害扶助' s . f . 報 1/ 11 努働背災害扶助責任保

険年報 P

が刊行されてゐる、昭和10年 7 月建築雑誌月Ir載の中村克氏に依る w持働背災害扶助責任保

険 法に基く建築統計. f I は前記の統計作製の部! 産として杭断的なわか図建築統計の資料を作

成せられたものであれやはり全閥的た建築統計として興味ある古来|である。

東京市の調査による P 東京市内高対建築物調査泌報 P は故近での特色ある l淵査資本 lで あ

って 、都市防空の見地からもとの種の資本1. は今後盆々要求せられるものと忠はれる 。

多くの統計拡坦札て居7と

以上の如くわが国の建築統計も、概観すれば決して同しいも のではなかったが、多くの

資料は殻捌せられや、x . 時にふれ見出されても検討せ られるととなく経過して来たもの .c

ある 。

恐らくは わが図の経憤雑誌に於て 、建築統計- が論ぜられた最初のもの とも思はれる昭和

11年 10月24日強行の東洋経清新報は P ほれてゐた建築統計 。と題して次の知く 漣べてゐ

る。

。無い無い 之云 11れてゐ1: 企画的な建築統言十が日; 本にも既に立滋に存在して ゐるこさ在、我祉 I! 最 近

音量見し1: 。内務省に於て、大正 10. f p 頃から作成ぜられてゐ1: 筈であるのに 、少しも後表ぜられず後ら

に埋れてゐれものである 。尤 も内務省の建築統計が公表ぜられなかっ 1: には理由がないでもな u、。 z

云ふの I! 元米比の統計 I! 経済指擦の資料 さして集計ぜられれものですよいからだ。一一ー中略一一従って

統計作成の目的 l主導ら都市計裁事業の賀施状況に3討する監替乃ilil! 保安、建築主主祭のー材料? こるこ三

に置かれて ゐる。蕊に右統計1.. ，査を災' t. ! : ぬ理由が伴(1: : するし のご 思11れる。 ν 、そh に L てしかかろ
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武重な資料が長年月の問、殆s・何等の最士合的な活用 1.p丸ずに過して来1: の11i 意憾極る事態さ詳し伴ょ

う。将来 11何等かの方法で公表されんこさか希墓する。-- "

乙れは 、わが叫の建築統計ーに釘する第三者側の批判として最も法目すべき代表的えに所論

であると思はれる。 が然しとれは、必す- しも敢へて建築統計に限った問題ではなく、わが

闘ではー惜に JN . く統計ーと云ふものはその性質上、数 'y:: の蒐 支に最大の使宜をもっ官公街 を

中心に作成 せられるものが多いのは蛍然であり 、然 も此 ＲＳＺ はいつ 、 どん注調査や数 ｾ￝ｾ が殻

表されたか 、一般民主役の闘に とまら主主いで出んで しま ふと とが 多か っ た と と は 事 買 で あ

り、叉民間側でも敢へてとれを蛮揃せん と意 したかったも ので、 ζ の黙については官出似11

も民間側も互に反省すべきととであると忠はれる。

然も之は時i胡にまたねばなら歩、又一つの機縁ーによらねばならない。H寺代はすでに建築

統計の反省せらるべき到川i'J へi J ttれつつあり 、偶々 高橋前菰相 の日本経桝聯盟 l乙於ての懲氾l

が機城主主主って、 揃くわが同の建築統計も各方面に於て再検討せられん とするの時機が到

来したので・ある 。

既に記したる中村克氏の U 掠・働者災害扶助責任保険法l亡基く建築統計 ρ 及び北母、。fバi

f4j氏 lて依る PHG和 8 年中孜凶J 内地) K於ける建築工事41の推計・ 8 の如き意義ある研究が建

築雑誌に護表せられるに至。ったのはその現はれの一つであり 、夏 lと東洋経憤の如 き経世雑

誌によって埋れてゐた建築統［十が蛮加せられるが如 きも 亦然りであって 、 同誌の前ｾの昭

和 5 年 より 9 年迄の 5 ク年間の内務省の統計の解折の如きは、 H日和 8 年の指数を4 準とし

之を経・jji1桁 標化し種々の類推を敢へてし 、統計 Wf 折の技術の.1-. から も民間の感ぶべきも の

を喜 々に9Qへてゐる 。

更に 昭和 ＱＲ 年度よりは次 ｬ 乙 ｩｬｬ べるが 如 き 二つ の 訓則的な る建築統計制 ｬ ｽ るに歪れ るが ｾｮ

きは長 々 の大 いな るｾＺび で あらねばたらない 。

二 つ の 建 築 統 計

昭和11年 、12i f . を境ひとして 、二つの建築統計が生れ 、x は生t しんとしてゐる。その中

の一つは商工省の 建 築 統 計 で る り、他は建築製合内主J 1 築統計] 併合委員 舎 の 建 築統計で あ

る。

先づ商工省は高備前勝間 の悠思に刺戟せ られて 、昭和11年度K 於て建築統計の調査費と

して年額 3 詞凶の二段拡を計上し 、とれは結局 1高凶に減額の_I - . 承認せられて調査 に若 手 、

近く伍月その結果が登表せられる事になった。その調査の要綱は次の如きものである 。

' 6 8  

I  調査範! なl

ｪ ヒ ｩｦ 止 ｭ ｊＩ ｩＺｾＺ

111  Ｉ ｦ ｾ＠ !!!f. 

ｾｾ＠ ｽ ［ｾ＠ J{.j' 

画館市

111 Ｉｦｾ Ｇ ､ ，＠

バ ｾＩ［ｮｬｩＮＦ Ｎｪ 長 ＡＪ￯ Ｂ ｩ 2  7  mr 村



神 奈川鯨

石 川 勝

静岡県長

愛 知県系

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 鯨

! 災島牒

徳 島 蝶

福 岡 牒

横笛市、 } II 崎市

金滞市及接続 1 ク 村 ( 1部)

静岡市

名古屋市及接続 5ク|町村

京都市

大阪市及接続11 クl町村

堺市及接続 2 ナ町村

神戸市及接続 5タ|町村

尼ク崎市及接続 4クl町村

西宮市及接続 4タ町村

鼠島市

徳島市

福岡市及接続 1クIIlf

門司市、 小倉市、若松市、八幡市 、戸川市

以上の区域K 於ける市街地建築物法第143係 筋 1羽の規定 1Z: : ' f : { : ( る記事申請又は同第144

保第 1競若は第 2競の規定に依る届1 - 1¥ fZ:: 係る建築工事。

E  調査事項

1，届出又は認可申請月日

2、建築物所在地

3、建築主住所司1 名

4、建築工事種別

5、建築構造種別

6、建築物用途

7、建築物床面積

8、建築工事費

E  調査車位

各棟勾:

E  調査時期

建築工事の届出又は認可申請時

V  調査方法

商工省より配布の建築調査票用紙 を閥係弊疑者へ悩iへ置き 、届出又は申請ありたる時

1 棟匂: に用紙に該賞事項を記入 、各H1鯨知事は視月 1 日より来日迄の分を取纏め笠月 15

日迄に商工大臣 ｋ 提出 、 ｮ［ ｾ￬ Ｎｉ省 ｬ 乙於て 集 計の上その結果を護表 、

然 し て本統計の主要目的は 、 経憤 指 標の ｮｾＧ Ａ Ｑ ・と し て 、 わが凶 ｪｩｴ 気の動 ｉ ｉ ｉｊ を知るにある乞
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以て 、第 1 ｾ乙 匂二月殻表せられると と、 次にギ ･ ｫ の統計か官印 ｊ 、 又は届出演 、 認可法の建築

物の統計であったに出して 、認可申請又は届出の際の統計たるを以って最も早急叉敏感を

意閲 した るものなるとと 、更に建築工事費の調査項目を有するとと、調査結園は各地方を代

表 し略々全凶的の越勢を鋭ふl亡足るものなるとと等の特徴を有するものである。

如何 なる形式で- 以って殻表せられるか未だその全貌は知り得友いが、之は既に昭和 11年

10月分より調査を始められて居 るので、そ の第一四分の殻表せられるのも近かるべく、一

般から大き友期待を以って見 られてゐる。

次に建築事曹は、昭和 10-" ド1 月の役員合1 C} j をて か建築材料及構造に闘する杜合的経情杭

，［上作製の ＱＺＧ ｾ め新に建築統計委員合設置の 件グ を決議し 、 又日本土木建築請負業聯合合は 昭

和 ＱＰ 年度 ｾｈＷ 回の組合 ｲ｣Ｑｪ をて。土木建築統 計に 就き商工Ｎ大臣宛隙 ＱＱ Ｑ Ｑ Ｍ の 件グを報 ［ｬｴ しか土木

建築統計を作成するためJ七百料を各支部l乞於て蒐生 し* 古Ilr[. 報告するのイ'1:かを可決する等

建築制係諸国般に於ても i' l Y r く建築統計の，ども要さを要腕 し、遂に昭和11f j . : 始めより建築主喜子?

:: 1ミ11白の下に前記日本土木建築請負業l併合合及日本建築士合 、建築資r l協台、建築業協合の

Ｕ 剛 慌が協 力して、建 築島県合内に建築統計 ｬ ｦｍｬ合委員合を設世し 、 建築 ｉｨｾ ｊ I系の各方面vc Iiり

統計資料 の 蒐 集並 に夫等 ｾ Ｍ ｉ 数 の 彼此封照による建封切出 の 確定を計輩 、 夏 ｬ 乙 ｈｾ､ ミ得れば鐙

築年鑑の作成迄準めんとしてゐる。 己に その調査の結果の 1部はHa和 11年10よりの建築雑

誌に護表せられである所であるが、その調査項目の概要は次' の如きものでるる。

I  建築経踏に[ 拐する事項

1、挫築投資額 2、建築金融 Ｓ 、 凶 、 ｊ 訂 版、及公共闘惜の建築 ｬ と ｾｍ する議 ｾＱｾ 4、家

屋賃貸額の盛夏に閥する事万i 5、家屋税に防! する事万i

I  竣功建築物調査

1、構造別 2、fjjj全}jlj Ｓ ，［議官公若建築統 ｾ ｉ

E  物倒及持ilHて附する事ろ"

1、建築材料悦椅 2、労働賃銀

JHi 建築材料共の他

1、各種重要建築材料生産制調査 2、r"J '1命出入制調査 3、極剣山建築費調査 4、

地方日Ij 建築費調査

V  建築事手務者調査

l 、建築技術者調査 2、各種努働 ff 調査 3、各種事手務者就労状況調査 4、各種労務

者失業献況調査

"1 住宅調査

VIl :}Cの他災害統計当事

との中止ま. f .)J 建築統計，淵査に :i 火ては 、批1[. 川和 11 1. ド5 片聯合併委n長ー よ りIAM係各府燃の件

Ｇ ｾｾ Ｇ ￺ｩＩ 長先調査 Ｉ ｊ がｻ氏 ｴｩＱ せられ 、 ｬｬｦｩ 和 ＱＲ ｉ ｉ Ｂ い には共の虫、 ［ Ｚｩ ＧＷ う、設ぶせられるものと ，巴 ｉ Ｇ ￬ｾ l ゐ。
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その調査の内容は佐- * の内務報告例に似るものと大差はないが、構造BUvc 於て鋭節i( 鎖 骨J

コンクリ ート 遣と鎖骨造とを陸別せられたるとと 、6 大都市及び幅岡市に就ては毎月その

調査が行はれるの発異が認められる。

住宅調査、そ の他の淵査は 如何な る内本を以ってせられるかは 、そ の護表を見友ければ

詳細を知り得ないが、R- 々はとの聯合委員令の建築統計ーに就いても亦大なるf期待を持って

いいものと確信するものである。

結 び 陀 か へ て

以上の如き二つの建築統計を得るを一軸機として 、わが問の建築統計或はlJ Ji く建築界の

大きな飛躍が期待 されねばならない。

ucーに此等; の建築統計1，士、今後は大新聞を初めとし 、経跨或は一般工業 lて閥ずる定期刊

行物に特月少くも} 斤にふれては掲被せらるべく一一既に東洋経時新一線は商工省褒表の建

築 ｦ ［ｦｾ計を桁教化して各月掲載するを橡侍してゐるーーとれに依ってー附 ｢ 合人に封しては

建築 l1: f ，tするl制心を深からしめると同時に、建築閥係者に封しでもそれ等のif，J:合的、経械

が] な取倣ひに欄れ しめて 、やや もすれば不足跡なる との); 雨の知識を f共事合してくれるであ

らうととの期待。

第こには同時に、内関統計. fi' }を初め他の官公街に於ても建築統計の重要性を再認識せし

め、或は夜来よりの統計・の護表を意識的なめしめ、叉は新しい建築統計の作成を意同せし

めるに至るであらう期待、例へば少くも各府! 日系、名都市の統計書や建築統計の矯充化、乃

至は統一化、及びとれによってその系年的に fmふるに全岡的なる集計の確件、更に住宅の岡

欲的調査の確立等は本易 l亡期待されねばならないものである 。

第三に一般的建築!#.I1 : 於ても、或は建築統計への閥心、或は建築統計の利用、更に建築

結討ーの研充整備への財力への期待、例へばとれに依って 、ひいては本特的なる建築年館作

成 への期待が事げられる。

然も、とれ等の期f寺は更に相互的なものであり、その賀現は加法度的に住築と政令乃至

は終i丹とを交流せしめ、以ってわが岡の建築界の| 員li繭なる護涯が漁期し件られる詳である。

1.; J，. 卜.
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我 等

企...Jl...."

全の を 護 れ

矢 餓 蔵田

向己防諮に繊 の 如ｾ意志ＱＩ プ 有す ろ 園長 ＱＱ 空務 Ｑ Ｉ＿ 恐れ ず Ｈ 九 ｰν マゾ ・ グ ー リ ｙＱＷ ＢＩ

ｾ￯ｾｾ は時代文化の粋を鈍めて行はれ る。 建築 Ｑ Ｇ｛ も 同じ 事が吉はれるが 、ＭｽＯは創 造に 伎

はれ ＭＩ ｊ￯ ｲ￬ 破壊に伎はれた場合であるのも妙な釘純であると 足 、ふ。［ｦ ｾ Ｑ 療 の駕異的準 Ｚｴ Ｍ は車 ｊｲ

らしい武器 症 を生み Ｑ ｛Ｇ，したが、 それと共 Ｑ ｾ ｛ｊｩ 戎 弔 の 枝式をー挫してしまった 。

子1': 而的より立情的 l亡

氏 } )的一一文化的

アメ リ カ 軽 燥 機 一 六 機 編 隊

ペルサ イ ュ 官条 約の結果常時破 却ぜられれドイｾｾｬｪｩＺ

1 7 2  

料i地的一 一 作天A"j

!向Jl! w. j一 一化壊的一一細菌的

燥裂畑、焼夷弾、手!1; 瓦斯が11gj 由

l亡伎はれる武器となるであ らう 。

そして恐 らく itij 将来li&v r . 於ては荊

JJi (i i i  ( ペス ト、コレ ラ、赤州 、チ

プス〉 少子までも動員さ れて )11: 烈な

;'!'A兵?践を展開するととであ らう。

そう なると最も有効なるワクチ ン

を持つ事が 、勝利の要素である 。

まさ に 寝 中化原料時代 の 1+¥現で

ある。

2  

ｦｩ ｩＮｾ ，や ｩｲ￬ｩｬｩ かに勝つ事を ｩｴ ぶ 。そ

れがためには紋も有効泌切なる戦

E J i ' 手段を採るも のである。 1899
1
1"'

へーク' の半和令議に於て 、航本機

よ りの燥蝉投下を禁 止して1905年

ｾは持制したが、共後世界大戦の



初期 Ｑ Ｙ Ｑ Ｔ 五 円 ｉｾ 軍は ＳＱ 向 の判 長話毒性 の

瓦新 揮 を始め使用し? と。 その後窒

息. N: 、康珊性瓦斯そも使はれた 、

遂に大戦の末期 に 於て1'I 7l J ; J . L斯に

よる死傷が全化似の700/0にも及ん

で・ゐたので・ある。

その後1924年 ジユネープ合議lモ

於て始めて細菌が ι｝ ｻｊ ｴｦｲ と ｾｾｋ 人

;江トーの禁制武器とえ: められた。

然し此近 スペイニの_i]j)j i?J Lに於て

すら I! よJ { !! l Tの使mを;(j A泊されてゐ

るとと Ir士、W' '!'，正 l亡M そH官示してゐ

るのであらうカ為。

5  

シ ［ ｾ 硝一一高 ｊ ｻｪＡｊｪＭ 一一焼 ｾｊ 州、 ζ

u 貫l亡問f伐とかj 時に似| 民の究十五す

べき一六試練である。殊に 阪市11の

地と そわが産業終併の 中艇にして

Ｑ 戸 時 て Ｍ ＱＡ と の綾 心 でＭｾうる 。 ｉＨ ￯Ｎ 接 ｈ ｉｉ

慌であるのみな らや 、地Jlr，的に も

ih; ;t K恭蕗され械めて主主辿を受け

T)J ぃ朕況にある。現ヂf:の進歩せる

屯燥機は 、積・|安立 5 トンとして 1

キロの焼夷弾 5000111;1 を持ってくる

事ができる 。今 敵 機50が 本:I: Kt妾

近したも のとして 、 その ｾ ｉ Ｚ ｉ 不幸に

して 5機が哲rl di のー1-.:告を iWった も

のとしても 25000j p，Iの焼売弾 を砕

すととになる 。

然も荷Ili li を構成する建築が木治

260  ，ζ コンク リート辺 l と云ふコ

J クリートの食肉では 、ま1/底その

焼夷弾を 30秒以内に泊、して惨禍を

米前i乞防止しうるとは何人も信じ

-，・ ーワゾドに於げろ Jヌゾ早隊によろ煩搭展開

1932年夏に行 11れれ伊太利防空演習ー防主主斑の出動

初 治 に 於 げ る 訓 練

7 3
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原 階 に 準 備 - . TiT、7J{ 、言者 道 具

伊 太利に於 :1ろ住宅内泣車産有のモデ 11 >、ウス

地 下 法 難 室 の 書室 備 ード イ y

1 7 4  

1' J られないのであ る。都市の武生左

右と完備すると共に祭の護り を強化

するととは亥1) 下の急務であ る。

4  

1I {1;f IJ 3 1' 1主防空演習が大阪に於て

始 めて行はれた。以 後各地に於て

その: 深程 を準めた前科が行はれて

きた。

I"xl-I: 防本氏於ては 本l亡市部のみ

なら- ) 7- . 同民軍隊が一致協 ) J して

之に＿ ＿［ るべきである。わが Ｑ ｉ 布 ｨＧ Ｎｩｾ

引は 11 ｉ ｾ 建設の注 Ｑ ＭＮ にあ れ 民 Ｑ Ｑ 目

見 ｩ ｬＺ Ｇ Ｚ ［Ｚ Ｇｊｾ 叉ダ ｉｊ 闘に ｉ じして来 的 質 的 に

存 しい遜色がある。 今にして l-( Il rl

"  航街地設の峨' 浜 をu ひ、防本機防l

の完ti TをlYl-tt_-ゃんは 、1' 1J.i氏恨の護

りを完全にす ると とができない。

IW'/;: 法 の 貰 胞 は 初，; 命名1を要する

が 、外に民1m鴻'11' クラ プ、防 本11走

行|像 、飛行取校 、防本県校守ーの建

設 摘ー允も極めて必要の事である。

今夜111m1畦軍機の数を見ると

日イ4 R∞ f 世 リ ー 1500

ヨX!，.: 2530  お00

米ー 2500 文 750 

似1， 3000 ソ ピ エ ツ ト4000

ＡＯＧＡｩ ｴ｣ 露間 ｬ Ｇￌ ｦ 伝来 ん市 に 約 ＴＰＰ ｊ ，ｾ

の本 "I( を配世し 、殊にその 中治 if:i

州l亡I'j : 新式起1R燥: ! 間接( 終戦:l j; :5 1・

ン〉 数十jLが比中 されてある事そ

比逃しではならない。!坊判定は 同氏

の一大義務である。

5  



ダ - i 骨需の流行は民J 1 f1航不思想の ? ? 及向上K 章

太［なるｾｾ 之 をなし て ゐると 忠、 ふ 。 孜 ｆ 引主 、ｼ 当分 の

/1・f- II及以外にあまり K 本 をJ:II らなさすぎる 。 何ーに

近年)11: r悌椛の11( 1' -が問題にと って き た とと

は、K 肢の質 MI7ス1-.から itl d Dl( 心すべき ζ とで

あ ると ｊ ど 、 点 、 。 と れには Ｍ ｊｦｴｾ ［［ 命者ｩＩｊＡ ｩ イセ居に陪 ｪ する ｢ｒ

1. 1¥¥もあげ らるで あら うが 、ー んー碕倒的 iこ問民的

使l羽鰹操、 集岡純治li の創設及桁導(住民族特mの

ＧＱＧ ＱＮ卜 ｾｾ�Ｎ び‘に同民保健 の 勲 よ り見て側めて必要 の

事であると忠ふ。

人材がすべてた決定するも のである 。

6  

待て前1局常タイ J レヘ J レム 二 1ft は和繭 の断I引'亡

於て こ 像 Ｑｩ ｾしてゐ る 。

r  f' は1937年に今 一度恐 るべ きw-界 大戦が起

ると信十、そ の時の枇守I'- /主ホ ンの数日 間否数十

時1I刊で終るで あ らう。 しかも 立枇布告と同時に

ｊＱ ｾｱ＠ ｲ ｴ 没 Ｎ ｉ ｉｾ ｱ ｲ ｦＮｊｬ ｩＮ 桝 ノ ｫ ｾｾ Ｇ Ｏ ｾｩ ー の ｉｗＱｕｊ によ っ て可決 ｬ 胡 ｩ ｪＨＡ

1hl jなき同友は4別手間以内に滅亡 すろで あらう 』

在。 ζ j しは市なるb イ ザ - v:: t象， i ではた くして

起りう べき一つの想定であると ，141、ふ。

ＱＱ Ｑ 界 を鵠 ふ 判予 の ｦ ￺［Ｎｦ ｾｉ｣ 臨みて金 〆 争 犠 の 護り

を強化す ると J 与lζ 、J ピ呼 l主1937i j ミlこ於て緊慌 を

析にするととが必要である 。緊'}Rーとは六要ぷ. の

完備に外ならない。

健 康一訓 練一勇気一節制一教養一佳意

次期才リム ピ ッ クの ［将来とｾ Ｍ ｾ Ｚ

l亡、近年一般「スポー ッ」の則昭/t

I卜見ま しきものがあ る。 しかしす

べての 7. ポーツは 「同防スポー ツ」

として ー州イf事のl加は 、質 JIW' ] I乙

必 ｊ ＺＡ ｾｾ ｾ Ｑ Ｑ Ｑ ｃ 役，Ｇ，Ｚ つ 絞 に 、 合 ｊＱ Ｑｬ 的に統

HjlJ 竹T屯され ることが必要であると

目、 ， Ｉ Ｇ、 。 ｦ 再 生 前 Ｂ ｣ Ｏ ｾｾ ｬ ｲ ｩ訪 問、 ｉｦｾ び に ケ ラ ｦ

簡
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醇 ｾ＠ 1  時

内

世間 11良

詩 良 村 住 宅 111ほ豆

白 土 地 の 評 fi' l

ヰ-.; )1 々

亀 井 孝 次 郎

.，.，. 

噌ヨP

R 栴 念 " ili 念

ｾ＠ 117ドの建築様式

まへおき 人間 L 随筆ーたも のするこ之が出来

る科常' 識が抱で且つ悶 瀦になれ It 一人青ilでわ

るさ 孫 11れるのであるが、筆者が此慮に随想

ごして年頭 に替 ｾｭｩ ， ベ ＱＺ もの Ｑ Ｑ 、 そんな Ｑ ごし 、

それ仁 L のでなく 、只単に 、 グ物言 11 ざる 11

Jlll ふくろの思 CJ¥グミ云ふ泉持' ' ' ' 卒直に l吐露し

れまでで 、い 11 11正月のお屠織 の酔ひかかリ

て所湘く 1ごをま いれ て云 ふ程度 のもので 、 11

頃頭のな かかへめぐって居つれ三、四のトピ

: Yl J スたさらへて遠慮容赦もなくぶちまふ1:

Lの に過ぎない。 1ごか ら、アカデミ Y クでな

ハテ ー マ L わるの L止 むた件 まい芝居、ふが、

伺時にそこが趨想の待1' 1:で はないか芝 我間引

ｊ ｾ＠ しておく 。

0  

開 暇 早生時代、保111民に恐 ろしく 恵 まれ

ない生活を永い間続けて-*1と中:者は 、閑nl h1

必kvc""; 生の閑 暇K 就て一つの見解を有して

ｽｾった。

閑 暇はーの財産で るり 、且つ今 日のft 木

主義承1:合で 1i J . ーの私有財産て・もあると 思っ

て居る。故に今日 の ともすれば私有財産が

不公平-且不正に分配 され件る 如 く、閑暇が

イミ公平且不正に 分配 されて居るかも知れ友

ぃ。又不正な分配によ って、獲得された私

有財産が掠奪物であるやうに 、不正友分配

によって亨楽され得る閑暇も 11; 掠奪物であ

ると云へやろ。私有財産制度を公盆の痛に

1 7 6  

する共有財産管理の精神を以て支持し作る

とせば、 との精神 lモ反す る私有・財産使用が

文明に封する。背任であるやろに 、そのやう

な閑 11民使m者怯 人知学踊の敵である 。

との論の詩IlJ j と怠るものに担保生なるーの

J H合的地伎がある。大部分 、今日 の取生は

閑11111の産!J?J Je' ある。 閑 暇! ま共本質上資本家

のミ ｾ ｜Ｚ有で あるが 、 然し早 生 Ｑ ｩｊＮ 如何 怒る種好 Ａ

のJ f 本家岡n哲よりも純粋友イf 閑階級的結 lfll

慌て・ある。

生産の後II:- il'ill l があると云ふ事l士必やし

も事責でない。究柑のはじめ にたい て詰111が

天地 をf : IJ ったので・あ る。 A は ) J を養って然

る後に之 を蝋佼す る。 岐に亦ん-J:j j の、了・供

の 、仇z人の 、而 して原生の千f閑階級的イバ1:

は許さｾ 1- ;る詳である。

般にかかる有閑階級は共生イf をれいl人

'1:j: vc ) i J f 凶してゐる問問: 即 ち家庇の終消生析

における飴刺1I"i 1il l. の大小に依相して! 万 るが

i吹l亡、11時然とエーふとと以外 l亡何等合王lP:l 11 な

く、それぞれの家に生れて- * た多くの 中流

.l - j武家庭の子:X;f士、浩二し貧民の子J; (i として

生れたならばり、有の不行胞の鳩に恐ら く生

存が不可能で あったで・ もあ らうと忠はせ る

やろなぜい材危鰐艇を以て生れなが ら、1位

康に成人する 。

然しとに f句、亦ん坊の 、子供のそして病

人の千j f!{;l l穏を及的存在1iJ. 日立ない、イ11)1次な

ればそれは一通り質問1を聞はやイ手配するか

らである。之に反して験生の事n織する千f閑

階級は甚だ枇合階級的である 。 ( 不1f が 、

とζ で験生と云って居 るのは 、高??}:教T年を

うけつつある者を云ふである 。〉

偉大なる我岡の資本主義者踊搾先生は 、

慰問 1i J . 令持の; 邑‘ 楽であると云ったが、正に

その通りで ある。 今日の串間 {I室主ーには私千{

財産と深い閥係がある。 現代の背年が高等

教育を受けて居るのは 、本人の希望、能力

より、 一居彼等が偶然生れtl ¥てた家庭の私

有財産に非常怒る開係があ る。或る家庭が



その 子ＳＨ ｾ l'C高等教育を授けて居る と云ふと

とは 、その家庭が教育に熱心である と云ふ

とと以上に、その家庭が富んで居る と云ふ

と と を表はさんが Ｑ ｾ めであるととが 砂く な

ν、。

ｾｦｴｾｦｩ 聖者の子ＵＨＱｬ 土 、 Ｑ Ｓ 歳にして既ーに 無関階

級である 。11主叶ー之共に小1型校 を卒業した級

友の 2 'J IJ だけが何にかの種煩の上執務校へ

行く 。 そして此の 2"，めlのポーは それ程秀 才で

ある と い ふ の で は な い。 その家庭がそれ

耗75んで府ると云ふとと を: 0: U_ . f ( するので あ

る。 ｦ ｩ そ数の Ｒｘ ｉｊ の 中 Ｑ Ｇ｛ｾ Ｑ Ｚ へられる粍の さ ト迩

ff の更に幸運なやj分のーかが高I.'!f. 教育を受

けるべく 、進んで行く。少数の究費生と苦厚

生を除いて 、 大原は私千 ｾＭｊＡ Ｎｦ摩市 ｉ ｊ 数聞である 。

一一そして摂津. ば 、! 神|読を食 べて生きてゐ

ろ。

私1' fJ ! . f 1経としてのl棚 12が務生を取生たら

しめて居る幸運をＢｦ｜，者Ａま有罪ｾ＼忠ふ。彼等

がもし 、勉取が共有の閑 11自によって行はれ、

能 力 だけのあも守でｾばれるとすなるなら

ば、勉取を詐されないかも知れない程鈍材

であ りな がら 、 不ム千 ｦ である Ｑｾ ＱＧｌ 現 にそれが

可能である と気がついた なら 、此の恵 まれ

た過分の幸運を 忠 ふて 襟 を正すべきであ

る。だが然 し、彼等がたとへ 、此の過 分な

る幸運 をば 、よ り多くの"t H千?を持 つ他の人

ｬ ζ 譲 ｪｬｾ すだけの機合 と 勇気 と が な い と て

も、それを 'f 受しつづけて行く自 巾 を束縛

すると とは 本手すに は tI¥.?Iさない。 何故怒れ

ば、如何なる鈍材と 蹴 も、まじめ に教育を

受け て行 くな らは¥ 恐 らくは 、それ相常の

利 盆は 牧磁 ｉ ｈ ｰ 長 ｾ Ｎ ｉ ｽ るからである 。

然し乍 ら 、 私 有 ｉ 潟ｉｬ ｬｾ の 故 ｉＧｌ ｐ ｪ 生としてあ

り作 る も のは 、省主匂ーの 既知の 、又は米知

の、多くの彼等 と同時代の小早校優等卒業

の ｾ ｾ 産 者 の子ＮｴＨ ｊ で 、 今日Ｎｵ 民 ［は機 ｴ ￏｴ ｾｔ と な

り、小作人と なり 、馬んと なり。タ イピス

卜となり 、女車合員 とたE り、 さでは妾 ともな

って居るも のが 、彼等製生達に投げ てゐる

- であらう ととろの鋭い眼光を良 心 を以って

感じなければならない。

守宅搾だけを知って飢餓を知ら友い有産階

級 が 、 投搾 ー をｾ， ｉｬ らないで・飢餓だ け を夕、 ｈ つて

ゐる Ｇ ＱＡＡｾ 産階級の件 ｩ ｉ ， によってめざめさ せ ら

れたのは 、!恒史上の予1mのやうに見える 。

けれどそれは決して字幅な有償ではないの

だ。ｴ｝ 、 取校 ｴｉ ｜ Ｑ とＡ日寺の八Ｇ， ｾ Ｇ ｉｊ の 、 ＺＺ￦Ｚ Ｑ 亡 共の数を

榊して来てゐる は づ の l百J ＢｪＧＭ殺 の ｾＡｉｾ ｊ 羽階級

が 、 とのＩｲ，Ａ令が ｪ 芯 ｾ Ａ［ ｩ在浪 ｊＧ 戸な Ｈ 特 ｬ 亡 Ｒ ， Ｒ Ｖ 事 件

以後) /j'円 、Ufl M なる足、を以て、 ' }¥}1'j 生そ

考へて府るか想像してみるがよい o ｾｋ Ｎ＠

Ｗ ＱＺＺ 間 ｪＲｾ しい狩働 ｬ ζ よっ て生析を立へなが

ら、夜取に泊って 1' ¥t:iJミ lこ干?識微を満足させ

なければならない秀: : } - の家の二附を併りて

ゐる大原生が、，; 昨日義と関I l IWて飽きて早業を

怠って府るととが 、如何なる感想 を旬日そ

の秀才 ｬ 乙 Ｙｩｾ へつつあるかを想像して見るが

よν、。

ｲ ｲ ｬ ｬｬ ｾＧ 紀の ＱＢ 府民に ｉ Ｇￌ ｊ ｩｉ｜ 従とあきらめがあ

った。が然し今日の無産階級には 、階級的

反感と 冷笑とが生れ勝 ちなのである 。

再 興 業Ｚの ＱＮ ｾめの 閑 ｈ 院 が 如 何 なる 償 を 以て 腕

はれるべきかを知 りた い人は 、午後 9 時か ‘

ら9 時' ド頃まで 、市11rFf ( 東京) の務校街か ら

の近い省綿瞬( 沿茶の水又は水道橋〉のあた

りにf irんで見るがよい。夜耳堅生が 自己の持

働に よって! 持った 、f偉い然 も共の 品質のMi

る劣' 穿る閑H院によって貧るが如 き取修をた

へて、泊ーにタピの如 きH民りと明日 の努働とに

!寝泊 を感 じながら 、街路の'本気を肢は して

i倒のやうに 流れて行くのを 見るであらう 。

it 焼 、濯民特椛階級 '"ふ と れ 悼 の 文，(:  

は、時代 を迫ふ一般庶民には 、流行ない。

一一特l亡事件後はーーしかも原生は 、まさ

にとれ ｉＮ ｾｦＮ である 。 時には 過 分 な る 閑Ｑｉ Ｑ ｾ が 私

有財産制の保護の-1'1''[ 不常 な程lと:Wへらdし

て 居る 、 況 んや公盆のＱＮ ｾ めの共有 ｊ Ａ オ 管 引 の

名目 のー1"1亡、かく分配 され 、1: '[受 されてゐ

る閑 暇が、 J器用され且つ空費 される.と する
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ならは、人類学幅並に文化の進展への献で

ある とさへ云へるであらう 。

資本主義の擁護の下に、勝. 3 1 ミは壊寸? にな

り 、 高 ＧｾｦＮ 官になり 、 貫主役になり 、 或は叉著

作家に さへな り得る 美 し き期待= まで添え

て、現制度の施児の如 く閑l肢を食れ る謬生

階級に釘し、到 底産の青年子弟逮が銑き j，t

!ヨをはじめつ k ある時相を集者は指摘した

ν、。

O  

農村イ住主宅問題 内務省の訴調1査lに乞よる と、

f践長民の開

ま7たと多いと云tははれて居る。とれは商工業者

の膿枯やその乳児死亡に比較して の誌であ

るか、ｪｽ ｾ ｉ ｲＮｴ 従来 一 般に想像してゐた よ りも

その成績が不良で ある と云ふのか、その堅ti

明瞭を欠いて居るが。感校教育に従事する

符、軍隊に閥係を有するもの等、そのいづ

れを問は歩、都合と地方との出身者の健康

状態を上じ較するとと の使利 を有する者の言

l乙よれば、大酷から見て、都合出身者の身

柑は脆弱で 、地方-I-P
l
身者のそれは丈夫であ

るといってゐる。 都合生活者は上じ較的感校

教育の程度高く 、日衛生思想に出み、 また

設備も よいので 、一見よく護育してゐる ゃ

うでも 、的も j見宅育ちの草花の如 く、その

祇 抗 11Ir.t ｾｦｦｩ いんでたいが 、地 方ＱＧｃＩ￯ｬＨ［長した

ものは 、どと か不均荷のやうなぎどちたさ

はあっても、野生の草木の来暑にめげぬitJi

iit さがあると とは確で ある。

然し乍ら 、田| 嗣生活者が| せ人の想像する

程に健康で友 いととも事責で ある。岡聞は

日光 あまねく行き波り 、新鮮友る祭気と自

然の美に; 事; uが故に 、た え や そ と に 住 ん

で、! 長淵t J . る田里f l ' C出で 、労働 し生活する

ものが 、グ「謂畑煙黄塵がi筒丈する都市に居

住する者よりは温かに健康である様に思、は

れるのは自然であるが、賓際は必や しもさ

うでたい。 都市にあって 、たまた ま田園を

訪れる渚は 、只その一瞥によってその美に

j  7 8  

あとがれを持つが、深く j幸夫の生活 lこiL ι

入って見れば、必1 - ' しも健康に遁 し、 とれ

在士曾濯す るやうな傑件ばか りがそろっては

ゐない。 即ちそ の仕事lモ非衛生的なも のが

あ れ その栄養l亡不充分なものがある事も

否めたEい事責である。そして都市生活に比

して著 しく感ぜられるのは 、体染病 、f寄生

虫或は其の地) J 特有な病i! ! l ¥が蔓延し 、加ふ

るに 、留療機関の不備、飲料水の不良等が

感げられるばかりでなく 、不衛生的 な千七' -[;

施設 と来 たらお［Ｂ｜ ￍ￮ ｉＧｃ友らぬ稗度のものがｾ

ν、。

都合の人々が汽車の窓よれ rrll 京lの農家

を} 輩出する時、 とんも り繁った樹木にかと

まれて、夏は照りつける日光を磁うて涼し

く、冬はあれすさぶ北風を防いでI実かに、

いかにものどかな械に企!像 されるが 、事責

l1: iAしてさうではたいので・ある。 かの同 1-%1¥

詩を献して居るあの淀しい防風林で・すら 、

ややもすれば繁り過ぎて日 77; りを出 くし irli

i既その他に利用するいはゆる 『ため池1の水

を! 認敗せしめて府るのである。

叉其ｾｉＧｃ有イ ピ する作 セ の構 ｪ 芭と云へば、

敢 て羽仁もと 一了凋氏の!J. 'iI. 人のぷによる東北住・

村 生 活 改 ｾ￬ 子 運動の報 Ｑ Ｑ ［ Ｍ Ｑ 亡 まつまでもなく、

その多くは- [ 怖のみが開放 され、 他の三市

は時にはふさいだＺ容を有するん ｊ Ｚｾ ， ｾで Ａ羽 ま

れ 、且つその周問に Ir . t 稲葉を積んだり薪を

泣いたりして 、採光 、通風、e; 吃燥ともに 不

充分? とるを売れね諜である ο 又峰村住宅に

於ける使所は 、肥料 宣言を粂月1するものであ

るから 、そ れ は 構 の 奥 まつ 所K 設ける

と、田岡への肥料運搬に不使で・あるばかり

で な く、使所と 1既とが接近 し友ければ厩か

ら引き出した肢葉の堆肥に糞尿をそミぎか

ける不伎がある。 更に) 援と玉正月Ir とが離れて

ゐては 、査所の使ひ* - を牛馬に飲ませた

り、雄官反を運んで奥へる のに 勝手が JE5ぃ。

殊に雨天の 日たど 、傘をさ したEがら主屋と

!援との聞を往来するのは 、3なかみさん達の



最も忌み鎌ふ所である。か L 事等が一般

• • • 
K 考慮されて 、査所とうまや之便所とは接

近 して建てられる場合が多いのは 、農村住

宅を調査 したととろ何人にも周知の事買で

ある。 而 して、宝所、! 既及び似所の此の三

者が 、採光通風の使の惑い居室や寝室と相

接続して存旅するだけでも頗る非衛生的で

ある詩である。或は叉生活と切り離し得ぬ

飲用水を得る井戸などでも、之等の附近l乙

娼られであるので 、多くは浅く して、外輪

等が不完全で恐ろしく不衛生 t;d 犬態にある

のが砂くないので ある。

I! [J ち農民の生活は或は位康を左右し件る

住宅の多数が以上の棋な; 伏態であるが、此

の不完全な住宅に 於て 、終日 の事事働につか

れた身艦を休め、家肢が園祭し、小児が養

台. されると云ふのであるから、まととに気

の毒でるるばか り で な く 無理主主話でもあ

る。とれまで- 強健な図民の養成所のやうに

考へられて居った農村の ｾｉ ＭｉＺ丁の健康が 、 比

較的思い蹴態にあり 、且つ乳児の死亡の多

いのも 、以上の如き献態か らして、決し て

不思議の事ではない。農村技f除の聾高く 、

又農村 より離れんと する脊年の多い時 、伎

がlの住宅問題の解決は記長易でないとして

も、ij 民茜の考慮をt 91: ひ、之れが改善への到

来を練る事の必要は鵜て、農民の健康を精

進させ、FEl I主l生活の興味を具に控ならしめ

る事を約束する ζ とであると同時K 、農村

の能率を高め、彼等がJ[i 民業に到する愛着心

ド曾ノくせしめ 、j好調路村振興に"辞典する月Ir

i甚大なるは敢て論を候たない。

従来住宅問題と云へは¥都市ならびに郊

外居住者のみに就て屡々論じられたと ζ ろ

であるが 、現代の如く、都市計霊も 、地方-

計輩的手法に於て初めて効果あるもので あ

るととが登見せられた今日 、夏に間口を出

げて 、農村の漁村の住宅問題にも建築家の

点: とんで 、之れが解決に参9it したいもので

φ る。

0  

土地の評慣 既成都市の都市計霊事業を

遂行する場合K 、何日でも事業 l乙支障を来

たすーっの事項は 、地債の問題であらう。

元来、土地の評i買は翠純怒る技術上の問

題に過ぎ友かったのである。即ちキ ニ ｬ 穆と ｾ ｲ

躍と のこつによって、鏡の映る像の如く、

或は叉権者i j : lt [ ｲ ｲ］誌が示される ｾｮ < 、只一つ

の答 を出せばよ かったので ある。

如何な る強慾の鼻突合l乞3ないても 、交w

中止 を希望せざる| 浪り 、結局双方か らとれ

に迎従するの他は無い詩である。 - ) J ・の昔[1

合 l乞若しとれを 1111げようとするならば、必

十他のープJ が逃げてしまふからである。

然る ｉｃ ￍｬ￻Ｚ令が感聞を粗ｾにした結，Ａ［ｴ ｕ Ｎｬｩ［￞Ｎ主 ｬ

のやうに地恨の高い土地の問題のやかまし

い閣にして、向時々の出来合相場を目し

て、評償額と名つくるが如き 、馬!臨々々し

い誤解を流行せしむるに至ったのである。

その上に人の委託を受けて大切な財産を管

理利用する者が、 11 = . 信々任を背いて、相手

を通謀するの恐習を生じたのであの。

一般国民の如〈無邪長lて人を信用する者

が 、知らす.'知らやの内 K 間接的危損害を受

けて居る場合が砂く友いのは、決して評償

法 の ｾｲ ではたいと思ふ 。 最近大ｼ坂野前の ｉｉＧｉｾ

剖終: 1' 11¥地 Ill1の場合の如くや L 大規模な土地

取引に 3ないて、 言['1貨と純せるものが貫はね4

械のない偽物でまうるもまに忠へてたらない。

J :T也の評聞に就ては 、一日も 地く簡易確

貫かつ透明なる土地評債を質現し、都市計-

霊事業遂行に於ける一つの踏を取除く織に

せねば友らえにいと同時に 、とれを悦ばざら

んとする陰| 按左気風も排除せねばなるま

ν、。

普通、世間の責任者が、一旦の口質の鼠

めに 、[S付近、近刊1 の取引相場を引ままするが

女nきは 、小児 をも j吹く 事能はざる i受lli・辿¥4う

らうと ，U ふo 1nJ 放なれば 、f皮等は、るらゆ

る'[.J 立をmひて 、強めの如何 なる先例債で
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も作るととが出来るからである 。のみなら

ヂ、共屈には盲目無銭砲 な，思惑をもっτ 土

地 を買ふ者が 、大阪以外の府燃にも津山居

るからでるる。評慣の原理を無践 した者の

買↑ 買えにどは、琵つ具こめたから とて、 評1貨の

基礎にはなり得たい筈でdうる。

経惜の竣イヒや牧入平均の公金主与をも参照

せ守 、みだりに附近の似る軽応1 i . る取引相

場を例として 、所謂山間相場を合認せんと

するが 如 きは 、 取りも危ほざや ｉ Ｑ 守ｾミの都市

計査事業の危険性を誘導するものであら

う。

0  

概念と逼念 営々の日常生活には 、誤ら

れ易い言葉と云ふのが無数にあるが 、近頃

使用されて居る言葉で 、玖治や経憤や或は

l1Wdi ー計垂等の問題でよく/ : 1 ' . て- *る言葉で 、

妓も誤られや すいち ａｾ が二つある。Ｉｾ謂

「概念」とか或は「通念」とか云ふ言葉が即

ちそれである 。

ti tJ ミら我々 の光，1ft は一一一少くとも一部の

賢い人々 は一一物事を概念化して、さも品

質であるかのやうにＱｊｩｾ裂に描くととが上手

でφったらしい。汚玖とカ、仁政とか云って

).I! :民や人民或は凶氏等を勝手I ' Cl I } I の中に描

いて見て 、そのJ 二に玖治を行はうとしたの

が即 ちそれである 。今の l世の中で・際政ー新

だなんて云ふ一種のお題はも質はそれであ

るかも知れない。何故危れば、玖治が奉仕

であるといふからである 。

j好調官僚玖治とか云ふものも 、此の「概

念」の玖治的典型であると同時に今日の玖

銭玖治の如きも 買は同額のものではなから

うか。

閑話休題 、ひと頃しきりに無産拠ぬる

ものが我閣に続出しだが、今後も向 、同種

のものが様々友看板を 押し立て1 . ｈｾ 現する

であらうととは本易 l乙想像される 。

前記の如 く、岡民や人民を概念化したの

は官僚と有産玖慌の所産であるとさ れて jj ;

1 8 0  

るが、同棋に無産階級を概念化して生れ出

たのが無産玖: 告であるかも知れない。

労働 但合である とか、農民組合等の基礎

が未だ固まらないのに、その地盤の上に無

産階級の ￭ ￭ 任念 」 が生れ ｈｾ でた 課 である 。で

ある か ら、持働主民慌が生れ ると 、日 本の

農民組合の分裂となり、枇合民家慌が出現

すると、 長い聞の停統を誇って居った努働

組岡田までが分裂するととI ' C 怒ったのであ

る。之れは階触を「概念」化して出現した玖

鶏が 、一般庶民の階放的地盤の上に立って

居らない事を意味するものであらう。

次は 「泊念」と云ふ言葉であるが、現代

我々 のJ社合生活 を管んで行く .I : : . I ' C使用され

て居る言葉で 、此の「通念」といふ言葉ほど

諜られ易い言葉 Ir.l: 1 i . いであらう 。

時折り 、者Ilili 計童委員令などで 、重要議

題が上程される時 、特別委員に附議されて

審議されるのがヨ皆過であるが 、か込る場合

議題の説明或は討議中屡々。品土台通念かと

云ふ言葉が要領よく 使用され、議案の通過

に重要注役宵IJ をた し遂げ る場合が砂くない

が 、さてその か枇合通念 。怒る言葉を吟味

してみるとそ の内第が一向はっきりして友

い場合が砂くない。 とれは 、玖府の役人が

此の「泊念」主いふ言葉で、誤魔化さう主して

居るのではなからうか? 否之れは決して

誤魔化さろとして居るのではない。確かに

「通念」だと調断したまでの事である。 即 ち

それが所fil!l 玖府役人の、或は官僚の「通念」

といふのかも知れた い。

最近新|持i及共他の雑誌、紙上で、 司法官が

盛に此の「枇合通念」を振り廻して 、 日々の

祉合事f古を判断せんとする傾向のあるのが

自に付く 。

多くの場合官僚や役人或は玖慌の所調Jitl:

合通念は 、特権階組や有産階識だ けの 「通

念」で 、それが現代で- は品土台通念 となって

やっぱ り概念化 されて 、我々一般J.! 日民階級

のJ -_I 亡す¥'1恥して居るのであると 忠ふ。



ひと頃、攻治の倫理化であるとか、liX:は

叉正義イヒで ある とか云ふ言葉が流行したと

とが あったが 、とれたどもその一例であら

う。即ち それは 、それ自らがl E 長であると

信十る自 信の上に 拙かれた利司令正義で ある

からでるる 。

官僚有産玖悔や特権資本階級に liHられた

正義がl社合通念として概念化されて行くと

き、4労働組合のえにかにも此の「概念」と rJI止

合通念」と が浸i圭して行きつ L ある事を託! .

める。

例 へば 、J } } 働組合主 云ふものは 、その性

賃上純然たる lfta業組合であり 、戎 Ir.:t又企業

組合であると調断して仕舞ふのは資本家の

j社合通念であるが、そ の反主Jvc 、労働 組合

は闘等国酷であり且つ階級国酷であると定

めて仕舞ふのも労働者階級の調断であ り、

枇合通念で・もあった。 即 ち、n 本家 主努働

者との間l乙於ける 「札157通念」がl釘如 驚 く ば

かりの相違があるのである 。

同じ ーっの枇合でも階級がちがへば同じ

ーっの祉審の逼念でも相遣を* たすのは官;

然友識であるから 、資本家や有産玖慌のj好

調ｊＱ ｴ ｬ 合 正義も 、労働 者や ＱＡｬｾ 産玖慌のそれと

は、勢ひ相迭を* たすのは、 |必 った事でる

るが ｉｌ む を ｾＡｊ ま い。即 ち 数撃を故ふゃう

l亡、 1 I乙1 を刈lへれば 2 と云ふ様K 簡単に

行かないばかりか、 1が 2 の 代別ともなら

ないととろに 「慨念」と「通念」と の遊戯が

介イ1:する官余地があるのかも知れない。で結

品、現代では 1 の知らぬ間に 他の 1が自分

に都合のよい桜に物事を概念的に定めて仕

ｾＩｾってそれを今日の枇合通念 とし て澗断し

て居るのではあるまいか。

0  

日本の建築様式 最近、日本のよか111: 千1・J.:t

なi t 築家イ'1'間の話題となり 、E つl広々常々

子H十亡 、いみじくも叉 Lりましき iH論又はfa自治

lこ作1' 1の熟 を卑げて居るものに 汐日本建築

の級点 u と云ふ 、持れにでもとつつき必く

x. 1白j人にも解決し難い問題がある。乙れな

ども換言すれば要するに H 慨念 H とI / i血念

。の遊戯でしか危い様vc .m、へる 。

調官IJ 性の 、創造性のさては想像性のなど

L ラヂ才の歌論 Ithの玖' 詩みたいな言葉を必

べて熔がって居るのなどは正にそれだ。

( 辿築雑誌、"(1和 l li- f-ll 月鋭参照) 。科大引

の敬室を代表する新進才エラメ1・の閑 似のた

し友み として一政{その↑ 賃値を認める識であ

るが、結局「慨念」と「通念」のj佐岐に終るの

で友ければヰひである。

筆者 Ir.:t嘗て H 日光 を見物 しないうちは結

構でないグと云ふ言集を 掛から信じて日光

見物 をした時、飛越の獅 子の正聞に煉然と

してそびへてゐる有名友 l場明門の前に立っ

た事があった。との前に立ってゐ ると、只う

っとりとして日が暮れるのを忘れるといふ

ととろから俗l乞日暮門と稿へられるのださ

うでるるが。然し形は普通の八脚様門で日 IJ

段挫った:t!!; )J ではないのである。たピ細部

が恐どいほど飾立て λ ゐる黙が人目 をひく

のでるる。 組物の凶手先 、版物の三手先と

いふ手のとんだ詰組であ るばかりか 、}'s ，IF:

水の端といはすコ、雨端といはす= 、= * 端とい

ふ木端は何ｾｬＮＮも 獅 子頭 、極刻、 百己防なとの

メ ｌ 批 Ｑ Ｒ になって日り 、 それ等の剥 ｩ 物の間のｾｾ

u もまたとと どとく縦彩色の彫刻がはめ込

んで・あるのでるる。その上、主主主か桁とか 1・I

のやうなものに至るまで色 どりをした彫刻]

のない部分といふものはないのであるから

驚く 。そればかりか三遍五組七遍といふゃ

う友質洋な金銅官' rli 金物が無数に打つで ある

のである 。jJ比一4年門家の説明による と昨泊り

約 15;¥fu; 幽( 今の金l亡換算して〉 といふととで

あるが、たった 9 凋内外の門であるが、 1

J，¥、のi ! b築設が15国凶といふのは| 仕界でも そ

んな矧例は25くあるまい。

だが然し 、手は込んで居り 、イii : はか、っ

て ｽ［ｾ Ｎる日光 Ｚ ｽＧ Ｚ ｶ ｩ 内 の主 主 築は 確に Ｚ ｬ ｴＺＱ Ｑ 氏 なものに

ｾｗ ♀ない が 、 ［ 立おには砂くとも Ｑ Ｑ ＱＰ 娘がＱＧ Ｑ
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かん.，し

粉をこて とてつけて花替や花櫛 をでかでか

差 したやうな趣でしかなかった。 何と なく

卑俗で-、むやみに光りすぎて 居て武人の皇室

-}!萌の門として は、どうも不似合である様に

思へて仕方がたかった。

秀吉によって起された豪政澗達な桃山建

築のあ とを受け友がらとん友せ L とまし

い、細部ばかり気を配る手法に堕したの

は、蛍時の玖策であった鎖国主義が、か為

る建築に自らにじみ出た弱めと足、はれる

が 、又とんなと乙ろまで時代精品Ij lが現はれ

る建築白惜の事を顧みると、建築の様式た

んで 、感者の概念の遊戯生存からは決して創

生 される ものではない椋友気がする。

常時の必! 付としては、 如J折一見無駄の; 1 '1

ｉｌ 見へる建築も 、 Ｑｦｴｾ 駄どとろでは友く 、 大

いに必要であったのかも知れたい。イI 1J故な

れば 、諸大名から金をまき上げ成は諸大名

を減収する J 二にも 、か L る建築を起す必要

があったのではたいかと思ふが 、しかしそ

んな黙は別 としても 、的j建築つでものは人

間本然の慾笠であるかも知れたEい。 ft ll ち死

んて、もまだ生きて ゐたい 、と云ふ思想のあ

らはれか 、或 l主化んだ il ¥ll先 をいつ までも生

かして ゐきたいといふi童慌で あるかも9 : 11れ

ない。 そして之れは 、1i1J も此の 日光! 引には

じま ったととではなく 、之れは五千年も の

いに しへの 、ピラ E ツト建築以- * 、人間は

やうと杭けてゐる，也知であるに相逃走Eい

が 、 しかし現代では 、( 勿論例外は るるが 〉

一人の人間のために 、とんt;r. 1乞食をかける

事は何んと云っても無意義のJ慌に 忠へる。

ｦｙ ｾ［ Ｚ Ｆｾ から何が生れた 、 ｽｦ， ｾ ｩ から何が生れ

た 、そしてピラミットを作ったエジプトノk

は今はどうなって居るかを考へて見るがよ

ν、。

現代では砂く主も 、一人のための大建築

は摩れて 、国人のた めの建築がも っと盛に

起らねばならぬ告だ。即 ち揮さ校で るとか 、

民衆の賠訴さ休養場であるとか 、1')(: は工場又

1 8 2  

は廉慣住宅等の建設が 、現代の建築撃の適

切 なる臆用を以って行I' Iれねばな らたいと

思ふ。

現代の工場の如く 疾病 と肺病の製造所の

様なものを 、現代建築留製( とんな言葉は

過蛍でないかも知れな い〉の臨用主活動 と

にまって工場天園を築き上げるのが 、現代

建築家の友し得る報閣の一端ではたいか。

筆者は 、現代が次のtせに挫し得る最善

の、そして最美の大建築は工場でな くては

ならぬと思って居る。

無秩序で不衛生で且つ又危険極まりない

現代の工場が鵜て、大勢の人々が気持よく

働 ける棋に友すととろに現代祉合の必然的

要求がある と思ふ。そ して美的で・清潔で・、

設備のよく整った工場建設への努力、 そと

に現代建築の帰米性があり且つ大工場建築

がー建築様式 として後1せの人々が、思考し

得る何物かを残 し得る官余地が存するかの椋・

に思へる。

成程、東照宮 と工場とを一つに して論ゃ

るのは無茶かも知れない。だが然し、 筆者

は、大きた建築つで ものは時代の番犬で遣う

ると思って居る。主人がほへろ と云へば坑

るし、主主預け といへば、いつもちっちゃ く

友って居る。だから秀吉の時には、町の中

に大阪城が出来るし、鎖閤主義を厳守 した

秀忠や家光の時代には 、山 の中に東照宮の

如きせせとま しい建物しか/ J I 米なかった。

宗教が勢力を得れば寺院がむやみに建ち .

戦等が盛んになれば城がやたらに築かれ

る。そ していつでもその時代の通 り動いて

居るので 、とれは 、何れの園でも同様なと

とで、あへて史賀に候つまでもない。でか

かる時代の背では 、機 力のあったもの とい

ったら王侯か坊主に定って居った。だか ら

背の大建築といへば、きまって城か! 砺か寺

院に| 恨られて居った 。その意味に於て徳川

の 初 ＱＱ ＱＺＱＧ ｛Ｎ 此 の束 ＡＡ ｾ ｾ 宮が建築されたのは 常然

でるると 思ふが、然 らば現代の大建築は 、



といふととになれば。一一今の主人の躍に

聞かたくてはいけないのは初論であ る。即

ち一人のための建築で・なしに 、 もっと民衆

的友、生産的 なもので友ければいけ友い之

云ふ現代の躍の通りになる管である。

1m!析であるが故に F 日本建築の用式 P が

少数の建築家の概念からは 、創生 されおの

でも又は創造されるのでもない事は 、わか

りきった話であると 忠点、。11'. い話しが 、四

築的あらゆる存在は 、それは決 して建築家

の資本や 、意志や或は理想で出来たものは

恐らく 一つもない でるらう。 即ちそれ告書;

は、建築家以外の資本の 力、枇舎の経憤的

要 求 、 或 は 建 築家以外の品土台的輿論が、

建築家を使駈して建築を具髄化せ しめたに

過き' たいと忠ふが故でるる 。

だから、現代札合が反動的危らば、反動

的建築が行はれるのは必然的で止むを得ま

年後K 行はれるオリムピック建築にしたと い。

て、 さうである。結局それは 、現代の 日本 現代の Iせの中には 、前A の如く、 一つの

の'I[上合忠、i捌のifit れが輿論とえEって建設さ i し

るので、ひとり 建築家だけの高逗友. ! i l t fri ;告J

踏的 主主理想と感理で建築されるのではた

し む し ろ 挫築家は只25に それ等の時代の

要求或は枇合の輿論をそのオ リム ピック辿

築のJ 二K 表現すべく 、建築率的に又は建築

技術的に参典が許されて居るに過ないので

ある事を深く認識せねばなるまい。

だから 、輿論を代表するそれ等の時代的

要求が 、現代少; 仕建築家の意志に反し 、そ

れが彼等の所長 ｉｾ 建築文 化 の敵でるると して

も、とれは、どうする事も 出 Ｎ ＿ｬ ｡ｾ い 諜だ。

ゃれ合理主ニ義の 、機能主義のと 、そんな

ととを意志的に振り廻さ主主く とも、月Ifi謂建

築家以外の時代的要求主主り 、輿論の流れ

を 、冷 ややかえ ｾｾｾ ｉ 撃の拾討の上 ｬ 亡鐙理 し、

半直l乙之れが建設に参興ずればよいのでは

ゑいか。何 l欽怒れば 、jι そ現代枇合の 、建

グ日本的 U と云ふ概念のなかにも 、それ笥-

j好調文化的使命 たる事を 心配して居るよか}II :

建 築家の 。日本的 H もるれば叉 、それ等の

才エラカーが);;i. 動的で'ctうる と潤断して仕舞っ

てゐる P 日本的 U もある課なんで:'ctうる。 Iri j

じ建築家仲間です らかかる。日本的 P が れ

在する詳なんでるるから 、況んや、建築家

以外の枇合にも一般にグ素人グなる 言葉で

片付けて仕舞ふ現代枇舎の民家の気持を代

表する U 日本的 P も存在する諜なんである

から始末が思い。1[ 1' [ 頭のよさを振り廻す

桟えに討論合や座談合などは. 11'. く精算し、民

衆の漣や要求に深甚の耳を{ ザiit すべく互に

ｊｾ 大に且つ一致園結 して、出 来るだけ半く 、

現代の、iI U: 合の H 日本的 P 払思想の流れを

把握 して、共の上l乞グ日本の建築グを建築

すればよいのではないか。

8 3 '  



さえi.- ff.; して ゐるこてである。 i 単なる思(} っき」

「一寸しれ面白 さ 」さいふ械なもの ＱＱ 、 ｾ術的償値

9'11断の下に決して我々 I H且しない。それは所川ア

石 川 純 一 郎 川、 ームリ Y ヒカ イト ( 宜 しき〉にしか過告・すよい。

霊芸術的償値l主主任〈主主つれ高 さに高め られてゐる。

l 士事 暗枕( 泉〉 幅 井

表 紙 案園

審 概沓

一

「 ・ ，

Ｑｾ 長 佳 作 階 枕 ( 倣〉 ｉｉｾ 村武線

審 概 評査

晶
、
占

詰

本誌 に使用すベ告 表紙園祭の懸賞募集11 、9 月 花 11今こ、でZ華街償住吉命か注べ立てやうさも思11

披誌上に康告され、11月末日: ら以て締切リ 、50自主 ないし又 その紙 数 もない。しかし ｲ ｾ 築之社 令 」

遁の慮毒事園祭た得1: 。 の表紙図案か 一一 一般に祉舎に印刷流布さ れる 雑

これら 12 月 4 日開催の審査委員舎に於て恨重帯 誌の表紙図案た考察製作するに蛍って 11:1最 も議厳

責の結果))I J演の遜リ、' 首選案 l 、佳作家 3 ら選定 なi湿度も持してか k らな けれIf ならないこさた践

し1: 。 謝して置 告すー、、。 Ｈ ｾ築さ枇 令〕 の表紙 ＱＱ 単に ー

今この ＵＰ 絵作 Ｑ ｊ＿ｾ 盈覚して痛切に感ず るこさ ＱＱ 、 雑誌の ものに過ぎないので lでなくして 更に大なる

程度の差こそあれ何れもそこ に婆術的 内省の不足 意義た持ってゐる。

1 8 4  



伎 作 暗 蹴 ( 晃〕 制 谷 昌 亮

人情! の喜華街的衝動 nflぴに美の欲求 11 l'{l 1二純粋の

偶 有の霊芸術品の創造の みに満 足ぜず して 、我 の々

生存i傑イキのさ佐官豊ら L征 }I Rぜんざする。 t ' 、ろ人聞

のjf&r. !l な至芸術的欲求一一月i. ，H1美的文化的意義た考

へる時 、「建築 三社令 Jの表紙図案の護術性 11単に

ー雑誌のものでして 終 らず変に社令的な?を要 さ7t，.

帯びて来る。

な 11今回の. Iff!.i. 募者の大多数がよ tｾ Ｎ 若 い恐らく ＲＰ

代の青年 f f z 推定されるので散えて教訓がまい、

百1l ' N し、1t意 屯et免越し 、次回募集の際に 11是非

最も熱烈なる護術的支心の民税の下に他くな苦言芸

術的内省た切望する。

しかし本務に 使 用し ＱＺＧ ＩＱ［ ｩ 塁 突 ＱＱ 惣 ｾｾ 案 中 ｬ 二於 げ

る内眉でわっ仁。l I I J i然イ也? 吋 |岳町並してゐる 。審査

委 員のさと昔日11 これを推しれ。ブ乙も審査員中 のーこ

の人 11 、 これ に封 して一言二言文 句が無 い で Lな

かっ1: 。わ る人 11印刷効 果の上か ら11佳作の 中村

利 iE氏の案た寧ろ取るミ云・つれ。しかし結局其他

• 

イ ｉ ｾ 作暗競Ｈ煙〕 中 村 利 正

のおた綜合して考へ る芝、こ の営2霊祭各支持 しな

げれlてならなくなっ1: 様で 、主主にこ の案 11全委員

一致常法案 さ しに。

この案 11 かなり複雑な 、 しか しー績のはひざ 務

ちイ、J-; きさを持つれ青色 さ白之 の封比を基調さし 、

それに黒色た以って全鐙の調子1'e強化ぜ んさし1:

Lのて、あろ 。

案 11 そのま 、本盟主表紙に使用してある Lので 、

その構成 に就いて 11 二 、に 詳述す る必要しな い

が 、1: ¥"作者の採用 しれ特色わる青色 11印刷の 結

果全くその 色調た失 11れ 、それか ら来る微妙な ュ

ュア Y セ I1 1Hてゐま いさ思 11れ る。 ( この苦手九，脅

し、てゐる 時に は まに表紙が 印刷されて ゐずれ 、ので

断言するの 11危険に 三思ふが、先づ先づ原作の色

の味 11失 11れ ろものさ T象? 慢して ゐ る。 得査舎の 時

に し こ の 青 色の印刷再現困難の理由で 、 その 祭

の推薦た路ｾー さ れれ委員もあつれのである が 、主 主

際 11 このお 11熔嘉規定に製版種別l程皮及び紙質等

8 .5  I  



詳細な指示え，すよさない以上この案1.!?滅償すべ告理

由ｾ 11ならないさも考へられる。〉

題名文字 11宗朔風な様式の遁皮なスレゾダ ーヰ

スた持った格構へで短めて新鮮繍i筒な感じ1. ! _ ，奥

へ 、事E用的 にも甚だ明快で讃み易しか k る感募

集 に於てm! 々 隠り易い新苦手た求 めて 難解不明確に

! 資するこさがない。殊に遁蛍"M，悶陥さ周漫の自主1筒

さ11 その泉品さ 暢主主ささか感包. し められ る。

もしこの案で最も大吾 1.{. 扶隔た指摘するなら 'i可

央白色部分に置かれれ協合マークミ締約表示文字

の構成の杜撰 ÷ー 推敵の未 熟の里占であっ て、 これ

11委員の大多敷が認めれおて' あつれ。

私 11前文に今回I!>ft陵墓の総てに程度の差 こそあ

れ霊華街的内省の不足さか認 めqf} る こさら云つ1: 。

犯はこ の 賞選案の作者 が 甚 大 ・ ｦ ， ｾれれる素質 の 持 主

であるこざた思って再 i f こ k に教えて苦言内ァ呈 L

1: ぃ。

なl王色彩 分割の割合殊に上部 及び下部の青色及

び中央の自の三段分割のプ ロポ ーγ ョ y に就い d

一部の委員から異見が 出1: 。 このお非常に微妙1.{.

tll! 題であるさ (1云へ 、婆術に忠、3正・すよる作者 (1I [ に

再考して悔びないさ信ずる 。

要するに一等首選案 ( 1 、色の採擦に於て 、又 そ

の西日程に於て、文字の構成に於 てその賢明き ( ! 十

分に認められ、その表現も亦よく成功 して作者の

意闘 11 明 らかに感得出来る。

協 舎の機関雑誌1: る「建築さ枇舎」の表紙芝して

その泉品さアY ビーかさ (1殆ん さ・難無告に近い。

佳作三案 (1全慮募案に封ずる個々 の審査委員の

最大公約敷さも見らろベラもので 、わ る待 殊の意

味に於て I! 還に洩れれものの内に翠 ろ よい高 〈評

償きるべきものもあるこさか断 (1 って置かなけれ

('fな らない。

それ (1兎に角さして佳作中村利i E 氏案 11 、白地

の中央 3 分ノ 1 5程の幅に 、黒色の絡めて細線の文

字にて題名た様警さし、その右終端に 赤色の矩形

部分及びその上下に赤色文字にて協令名尖他を酉E

ｾ し Ｑ Ｚ 絡 め て簡潔な虎還 の ｌ のである。しかし題

名文字 (1あまりに細線に過ぎ、その柊構へ及び菌E

F置の未熟 も手縛って精明快た飲 い れ こ さ( 1惜 し

い。しかし審査舎の一般的空気は この案に封して

かすよ リ好評て Ｇあつれ様に 私 ＨＱ 感ｾＮ ［れ れ。

高甘谷 民案 ＱＱ 周 圏在星 占 ｊｬ｜ ・カＺｙｾしれ極 め て明快な

' 8 6  

総色の図形1.!? 白色地の中央に覧号 、白抜告の 5 *

の華回線か以っ て放射的にこの図 1.!_，縦E新ぜしめてあ

ろ。庖名 11上部に檎大会黒色文字1.!? 以 っ て 表 11

し、下部に (1同形に添ふて、協令名共他 1.!? 出して

ある 。

他に 同一作者の案さ思 (1れるも のなl王ニ案あつ

れが 、何 れ ｬ，ｷＮＺ［［ｾ案中の異色で 、 その 技巧 の 巧み

なのさ ヰ目侠って排査員の注目1. ! _ ，怠: ぃ1: 。

しかしこ の 佳作案にして L下部の協令名 共他の

文字のみた阿形に添 (1ぜて 凹形 さしてその 滋理

法 、中央闘形1);>縦断する白 線の太さの割合 、全続

的に色彩副会の鮎等再考の録地 ( 1十分あろ様に思

(! l ' 1.る。

'i
J

村武雄氏笑 ( 1i 建」字た暗示す るさ思 (! れ る白

抜 告細線1);>以ってさと紙面1.!?縦横に 4 区分 し、右上

の部分の み 白 地 さ し て こ川 二 黒色文字にて題名［Ａｬ ｾ

イ也九. / 臼し、他の 3 部 分1.!?赤色 さ し1: もので 、その

赤色部分(1話j'，の卒塗ですよ く、 フリカクによ る梨地

のもので ある。 この封印刷再現困難さ の説 L わっ

1: が 、それ ( ! Aに角 さ して、喜芸術的効果の上 から

三ふさ 非常に調子の弱々 しいものさなってたっ

て 、 恐 らく こ の 案 の 重要 な モ ー 千 ＷＱＺ ろ ベ 吾 ￭ｾｊ

字 Ｑ ･ ｈ 青 示する 縦横 の 劉線 の ￭Ｑｾ想されれであ らう ｬ ｩ

ぎの効果 (1 出て来すよい。

一般的に云 ふさこうい ふ低 い調子のも の必ずし

L捨て得な いが、商品 さして の雑誌さい ふ裁を考

へるさも少し高い調子の ものが翠 ま しいので I! S)

ろまし 、か。

この慰 11 中村草IJJE民家の短名文字に就いても 云

へそ うに思 ( 1れる 。

以上甚1ご機括的で 11 あろ が 、審査委員令に於げ

る主すよる意見た代書詳 し、審査機許可F試みた。しか

し私の祭 足 らず 11十 分 その意た徹してゐすよいこ さ

Ｑ ｬ＿ ｾ れる し 、 又 花個人 の 意見 がさ と穏を色着け て し

まって他の委員の怠見が多少'ili 曲ぜし められて f'U

へら れ るかし 知れないこ さを危ぶんで ゐる。

絡リに態募者各位の御努力 1.!_，謝し 、更に今後の

御精進1i?折って嫡筆すろ。 ( 12月13 日東上車中〉



区i

d也、 た
ネ

民つ

角 j孟 篤 彦

今回募集されましれ表紙岡家11前回同様殆んど

文字計りの剖列1J ? 要求ぜられ 、; J t の上機関誌さし

ての内符の性質上磁か らず軟か過さJ ずさ U、ふ言外

の意味が多分に含 まれて居る銭に目先の後つ1: 考

案 11殆ん tどなかっ1: こさ 11 "品・然の結果1ごさ思 (j¥ま

す。態3長岡: 渠1J:>1'l" .見欽 しますさ 何 れ L 以上 の討に

意ら用ひら h1: 銭か従*fill の々雑誌の表紙に似遜

つに もの 、 殆んｾ ｾ 同 Ｍ ［ＺＺ ｾ 凡る ベ 告も の が大多数

11 : ' 占めて居て飛U' 11 11. 41.. 1: 案 11 僅少でありまし

1: 。従って審査の範悶 11二色の雌債の均合の巧主I !

2 、之に酉E従する文字の 巧拙1，ミに狭められまし

れ。二うなるさ背潟l f t . で態ぶ され1: ｾ Ｉ 、硫酸 紙に

描い1: りし1: :方に 11 分が必 くな ります。又全面在

所謂塁走飾文字で埋め られ1: のな ど11文字の前置に

11相滋面白味があリまし1: が機関誌さしての内容

さ表紙圏案さの一致紛ら見出 すのに困難た感じま

し1: 。

入選図案 〈崎務泉〉似遜つれ横闘の内種々の方

面か ら見 て最も優れれ穏健な作品であ ります。黒

三背の酉目色に文字がしっくりさ落着いて内容に封

〉
する表現 ｌ 無難 ｴｾＮ し 文字 の上手なの ｌ ｾ 託持 がよ く

還に入つ1: の 11営然主恩ひます。

張 {J¥て難1J ?云へ 11."治力が少し足らないのさ 、'1'

段白色の部分の文字さ協令のマ ーケの1ft訟が 一寸

是正になりま し1: 。

マーゲ11下段の青の昔日分へ移し1: 方がー暦よく

なっ1: ので 11ないかさ思びます。

佳作。佳作の三遁 11夫々集つれ傾向た持つれ作

品でありまして甲乙 7廿〉主め革ifh、11 = 品であります

が 、入i怠作品ご 11 少 し く距出fi がわリます。 l情獄

ι ｾ 、 ＱＱ 目先 の 書道 つ れ氏 の 間 Ｓ 震 の 中で 一 番よい さ 思

びます。 ｬ 司祭 のテケ コｾ 111非常に熟練しれ腕1l '

探って居 られ ますが何tlt が臨本の臭ぴがぬげ告ら

ぬ厭 ひがある械に思び ます。暗君主( 煽〉はこ の磁の

烏口 1t 用ひ1: 図案の中で一帯練つれ梁1ごさ思ひま

すが もう 一つ紡つ1: カが欲しいさ思ひます。同盟賞

( 敬) 11非常に優れ1: 闘案さ 11思 {J¥まぜんがこの傾

向の園祭の内で全骨量の鰻りさ文字がすらすらさ伸

びやかな駄で捨てられぬ作品 ff Z 思びます。

以上の佳作の外にさた鐙のまさまリのよいものが

二三ありましれが文字た主鐙さしれ表閣の こさで

ありますから結局文字の上手な方た選びま し1:。

思つれ 1 、感じれま¥Ｑ ｊ＿ｾ警告まし ＱＺ 。申し過ぎ

に里占 11御許した願ひます。

8 7  I  



日 ・ー い ・e ・0・ ._  

開票立舎 人

ｾ ｾＭＺｾ 草津間

?片 {<If '1111 同

同 本 多

千r ft f.延 岡

同 .n 野 氏

同 十三 浦 f古

今: て路長 よリ之よ リ議事に修 ろ 旨hイifcべ先づ

次の報告わ リ

昭和 1I J I'.皮事業報告

中 西主ｾ ｰＮ常務 よリ 別 紙 報告書 Ｑ ｊ＿ Jl .月諜報告あリ

ヰf に封 し総長 より質 mJの有無た 111 びれる L 質

111.者な く次で議長 よリ御 承認 さ 認 めます 中肉

主詑常務 より本報告替 11 比慮に 髭告 ますか ら

1主主IJ 御覧1} ?版。ま すさて議場の机に 泣 く

次に議長ーより 次の1' j: 1l?議 し1: し

細見IJ一部経更の件くかl紙原 案〉

議長 より全 員 に商 ｾｈ ｑＩ 原案に付期讃 わｾ Ｉ二次 で

中西主記事務 より内特詳細に説明す

令 員中丙一郎氏 よリ令員相互の親H宅云々 のイ牛

にイ寸質 II IJ ＼ｦＩ リ中肉 主ｾ ｰＮ 常務エ リ 親略 Ｑ ，･計る方

111具集部室に於て充 分I H* る こさに昭和 11年

度 よりなって居る 放に本書室更の例舎の方l主主

さして 智識の普及令官十る こさに 致 U : いので

あ るさ説明 了解わ り是に於 て議長 よリ別に質

IIl J の有無た I1月ぴ賛否旅決の結果可決 さ決定

昭和 10年度決算報告

清水主計常務 よりかl表詳細説明わり 次で松本

民事 よリ本件査閲す るに 誤謬主主1'- 等なラこ之

ら澄明報告あ リ議長 より 質問の有無1，l.oIII J (JI 質

問!者な告 を以 て夫れで は御承認ぜられし Lの

さ認めてよろしさや否る JIIJ ぴ承認のこさ に決

定 し次に本件に闘聯し て

昭和 10年度 刺骨量金慮分の件

に付議し先づ清水主計常務 より 説明めリ 'lt llll

者・なく異議者なく 可決 し1: リ

昭和 12年度収支政 tt のf牛

清水主計常務 よりかl表原案牧入 及支 出に 付詳

細説明わリ 次で 議長 より 質問の有無1.J.. III IU¥質

1111;者す広告に付賛否か 間ひ異議者なく 満場一致

雄

彦

道

府火

前

安

正

三 浦 i't

'1' 商 一郎

清水 祭二

久保同種吉

本 悶 長 歩:

村 井 主笠

井上 瓶 議

伊疎 武3之

内藤 亮一

仲野 貞三

欠野 七 郎

佐波 武雄

久保岡英雄

楠 瀬 澱

限 F 圭禰

波宮s ::': を喜子

烏 岡 瓦 馨

鈴木 孫、市

鈴木 末 尾

一 森 烏 姉夫

く次第不問〉

午後 6 時 15 分一同着f{f; 開合目1I令長安井武雄氏

議長三な リ本通常' 総合11 1;. る 11 ) J 26 H開催致

しま しれが 出席 令員定数に瀦1: さ・ りし角線、令

成立- c' : ず流舎 ですよリ よ しれ ので 本日 11 再度の

招集な るに より 定款第24燦但哲?に よリ定敷な

く 織 令成 立 に付開 令 す る 旨 Ｑ Ｎｬ＿ 告 げＧｦ ｾ員 て 遜 責 ｮ Ｍ｣ＧＺ

し虫日 〈次の事 項1J?行ふに付 投票あ り1: 吾旨 11，

t主λ、

l 民 事 Ｒｾ の ｩｬｬ｜穆

2. 評議員 半数 吹謎

議長投票 の締切 九ヮ告げ布 2 イ'1ニの 開票及採里占11

同時に行ぴ 1: し就て11 開禁立令人の 選定1J ? -

i f: されれ しさて之島訪リ異様者すよく 次の遜指

名依悔 し開票 1J. .行ふ

温 常 事 事 曾

昭和 11年 11月30 日大阪市北|直中 之島 3丁目 3苦手

地朝 日ピルナ' :;/グ に於て 昭和 11年度遜常線、舎

た開催す

11l! 市者宅たの遁 令員61名

)Jn岡 安7t: ＡＮ ｾ 同 Ｑ 交

小野順次 郎 中丙 六郎

利岡 治郎市 卒野' 忠雄

小泉嘉 四郎 樋口反太郎

松 井清之助 鳥 タ|二 信

松 本 高象 佐藤 祭吉

荒 木 正 巳 渋 谷 1 i .郎

新 名 種 夫 /ト川 陽青

森 本 藤 吉 問中 秀彦

安 井 武雄 松浦松之助

佐 木々一雄 保木本信一

卒弁 英一 清 水 升

中 間 猛 吉 村 孝義

竹 花 来 春 本 多 正 道

i室岡 敏雄 物 原 徳衛

吉本政 次 郎 嶋 英次 郎

亀井 幸 宅 ｾ ｒｲ ￭ 中 村 武男

111口 松 次 西村 駿 Ｍ ￑ｾ

安藤 芳 雄 杉本 正一

向鹿 政 典 鈴 木

1 8 e  



原案可決 しれ リ

1. 次で議長よ リ右にて議事の絡了た告げ重量縁関

: t i ' f の結果に付幸夫の遜報告わり

1. 監事 2 名蓮華ま 投票総枚数 626枚〈線票数

Ｑ ＮＲ ＵＲ 票 、内白票 Ｓ Ｐ 票無 効 Ｒ ｾＩ

く 但し投票 Ｑ 枚 ｬ こイ寸被選患者 Ｒ 名 ｩｬｬｩ ｾ ｐＮ無詑

名投票さす〉

営主主 ＵＹＶ ｾ 耳 'j百 士 | 向 章 一氏

同 585票 波 昔E 圭 吾氏

衣里占 9票 ) 11 揚 吉氏

( 以下略〉

2. 評 議 員 半 数 改 選 投 票 総 枚 数 642枚( 紙、緊

数ＱＮ ＹＲＶｾ 耳 、内 白票 ＳＴ 夏 、無効 Ｒ 菓〉

( 但し投票 1 枚 に 付被選患者 3 名連記無記

名投票さす〉

Ｒ 主主主 ＱＰＳｾ 耳瀧湾ＱｦｴＮ弓氏 賞選 102烹鈴木一孝氏

同101菓 森 本 藤 吉 氏 同 99主要 久保岡英雄氏

同 ＹＸｾ 棚橋 諒民 同 94票 船 木 普民

同ヲ4禁中海誠一郎氏 同 94票 桐 本 楠 雅 民

同 ＹＲｾ 伊藤武文民 同 91票 井上 沼翼翼民

同 91票 吉 岡 信武氏 同 90"tfI: 楠 瀬 激民

同 90票鈴木忠、五郎氏 同 90主主竹花 末 春 氏

同 90票 杉 浦 巴氏 同 90EE 中野J順次郎氏

同 ＸＹｾ 武同経一氏 同 89裏 山 本 千 吉 氏

岡 田 票 儲 口 長太郎氏 同 89禁中弁新一郎民

宅たお2票今林彦太郎氏 次結2票 姫 野 武民

同 2烹 伊 藤 和 夫 氏 同 Ｒ 票東畑笥ｾ三氏

問 2票 実 純 一 氏 ( 以下略〉

1 . 是に於て議長より総合終了の旨た告げ閉令す

時に午後 7 時35分

1. 本議事録の代表署名者に付議長より之ら諮り

議長指名に依リ下詑二氏1Je指名し承諾た得1:

久保同種吉正記 烏 弁 信 民

野 積 員 曾

1. 昭和 11年 12月3 日大阪市北庖中之島 3 丁目 3

番地朝日 ピ Jレヂ〉ノグ に於て 評 議員舎1，J e関合す

1. 出席者次の遜評議員29名監事 1名

評議員

井上瓶詰主 伊 政 武 文

小 川 陽 吉 片 岡 安

桐 本 楠 雄 久保田種吉

思 問 &  酒井勇三郎

猪語員幸太郎

加 岡 安 彦

久保岡英雄

清 水 祭 ニ

ー新名 穏 夫 杉 浦 巴 鈴木忠、五 IIli

竹 花 末 春 武 田 経 ー 棚 橋 Wi¥ 

鳥 井 信 内 藤 亮一 中弁新一郎

中 西 六 郎 中野順次郎 中 村 義 雄

樋口辰太郎 姻口 基吉 本 多 正 道

三 浦 11.乙 吉 岡 信 武

監事

富士岡重一

1. 午後 6 時30分開合合長理事片岡安氏議長 さな

り只今出席者23名なり 定款第24僚に依リ評議

員全員の 2 分の l 以上の出席にイ寸本合成立の

旨か告げ放て遁知しれる如く衣の港当証執行す

るこさら宣す

第 1 定款第 17僚にイ去る理事 3 名選傘

第 2 定款第20係に ft<. る令長 1名高IJ舎長 2 名

遺品E

第 3 ｊ 包款第 ＱＷｻ 傑に依る常務 Ｑ Ｒ 名立ｾ

1. 次で議長 よリ右濯奉方法 に付衆議に 諮り評議

員力日岡安彦氏よリ前例により投票選奉に代ふ

ろに詮衡委員制た用ゆるこさの提議わり依っ

て議長より之た衆議に務 リ異議者なく詮衡委

員制に依るこさ に決議し績いて議長より該詮

衡委員の人員及選定に付芙方法等た諮り議長

一任さなリ議長より次の 5 氏た指名し承諾た

得1: り時に 6 時33分

加 問 安 彦 黒 岡 11f. 鳥 井 f吉

中野順衣J i B 三 浦 及ー

l  是に於て詮衡委員 11>J IJ 室に於て直 l二問委員合

た開く比問評議員合I H木鼠するこさら議長よ

リ宣す

1. 午 後 7 時評議員舎再舎

議長より只今詮衡委員より次の遁遜務まする L

之も報告わリミて之1 ，J e 朗読す

理 事 舎 長 月ー 岡 安民

同 副合長 竹 腰 健 主 査 民

同 副舎長 松 本 高 象 氏

常 務 井 上 脳 蔵 氏

同 伊 藤 政 文 民

ふj 小 川 陽 吉 氏

f，-iJ  加 岡 安 彦 氏

同 消 71 < 祭 二 氏

同 新 名 種 夫 氏

f，iJ 'IJ 函 六 耳目民

8 .9
1  



時校園建設所〉

港直抱月町3 ノ4 ( 竹中工務広〉

住吉区岡温東之町6 ノ2 C竹中工

務 底〉

住吉直昭和町中5 ノ15湊方〈野村

合名舎赴地所課〉

住吉底天王寺町2265 ノ1

普遜賛助員より縛協

尼崎市西本町北遜5 ノ171 ( 大阪

市役所鶴繕謀〉

勝 喜君

竹松君

清信君

信君

漏松君

J忠 博君

中島

中島

イ中

海

脇

永

翁

宮

和歌山市和歌浦町中屋$I J宅方

〈和歌山懸修繕課〉

京城府初音町 135( 朝鮮殖産銀行

庶務課〉

地 方 倉 員

坪 弁 普 勝 君

和夫君森野

中 村 義 雄氏

中 海 誠 一J I ] t 民

樋 口 辰 太 郎民

嫡 ロ ー益 吉民

吉 岡 信 武氏

〈印音順〉

宅たで議長より右本日選当証するも理事11登記の

開係上本年 12月19 日1ae以て 就任するこさか附

言 し且右選奉に付尖賛否た !問ひ異議者なく賛

成可決し1: 'J  

備議長より本舎 の議事録代表署名者に付言寄 り

議長一任にて宅えのこ氏た指名す

井上 蕗厳民 本 多 正 道 氏

議長より皇室畿絡了に付本日の評議員舎11閉令

す る旨た宣 し散含す

時に午後 7 時 10分

問

問

問

内

問

問

問

問

問

円

堺市南三 園丘町 l ノ12 ( 岡淵方〉

( 堺市役所技術課〉

岸和岡市別所町 15 0 ( 岸和岡市役

所土木課〉

府下布施i I ! J 森河 内486( 大阪市役

所〉

東底上本町4 ノ 回8( 自瞥〉

北区南同心町2 ノ4 ( 大限市役所

臨時校筒建設所〉

普 通 費 助 員

川崎吉之主主君

育事動員曾

小西小三郎君

義男君

土 成 後 吉 君

藤 岡 弘君

辻本

者曾退

曾 員

高 周 辺 卒 君

勉 方 曾 員

薮永 金重 君

特 銅 賞 助 員

北傑 鎖三君

" 渇 質 助 長

幸日間 敏男君

亡

普遍重量員劫

播野安兵衛君 昭和 11年 12月 6 日逝去

〈謹んで哀悼の意た表す〉

死

請中戸 市林同盛大池町3 ノ127

( 兵庫娠後繕課〉

兵庫蘇武庫郡精進村芦屋膝ク谷

142; ) パ( 大阪府軍幸繕謀〉

市外千里山大母昼前〈竹中工務腐〉

住吉区松崎町 2 ノ3 1 鈴木方

安井武雄建築事務所〉

盟中市新見1104 ( 大限市役所臨

時校園建設所〉

尼崎市難波中沼6 ノ140 ( 日本電

力株式合従〉

東成区南生野町3 ノω〈大限市役

所管繕謀〉

特別賛助員より鱒格

兵庫鯨武摩郡精進村芦屋字苅屋

290( 株式舎祉大林組〉

紳戸市灘底弓木町2 ノ10 ( 大阪市

役所替繕謀〉

住吉区西今川町4 ノ38( 大限市臨

者曾入

• • 
井上悩太郎君

板垣粉治郎君

岩 本 基 君

事草木信祐君

貞夫君

剛 君

友蔵君

瀬川 庄三君

問中幸太郎君

叙 持

ヨF木

権藤

政治君

定二 君

竹内

谷 垣

1 9 0  



一一十一ーす7 7 つ司

正 面 外 観

背 面

“ 大 阪 中 央 放 送 局 H 設計・ 渡溢仁建築ヱ務所 ・ 施 工 ・大林組 1  I  



第 1 ス タ ヂ オ

大管総禦 ・大コ ーラス ・ヲヂ- j ; ド

ラマ・音禦附物語等の放主主に使用

- ‘ー- 一ー

ー ~一ー-巴、ーーーー- プτ:
ー、ーー 『苧 司

『、 一 一

ー--- ニ ミι '

一--- ------ - ←J  . ¥ ¥ 』 a ' 、

玄 関 鹿 間

'2， “ 大 阪 中 央 放 遺 局 " 磁 針 i .度進仁建築工務所・錐ヱ・大林鐙



第 2 ス タ ヂ オ 〈管絞集 ・ドラマ・コ ーラス等放まさに使用〉

第 5 スタヂオ ( 舞牽制 ・大形式和集・童話僚1) ・宣言書 ・哨歌等放送に 使用〉

“ 大 阪 中 央 放 送 局 付 訟 計 ・ 波 注 仁 建 築 工 務 所 ・ 縫 工 ・ 大 林 組 S.  



第 5 ス タ ヂ オ ( 和幾 ・但『議 ・諸i貨建放送に使用〉

ｾＶ スタヂオ ( 小唄 ・司北海 ・琵琶・争曲・三U.lJ 合奏等の放迭に 使用〉

1 4  “ 大 阪 中 央 放 送 眉 " 設 計 ・ 渡 漫 仁 建 築 工 務 所 ・ 施 工 ・ 大 株 組



第 7 ス タ ヂ オ

( 務禦濁奏・室内築等政主主に使用〉

第 8 ス タ ヂ オ

( 出 談合 ・雄然大合等の放迭に 使用〉

“ 大 阪 中 央 放 送 局 " 設 計 ・渡漫仁建築工務所・施工・大林組 5 1  



第 9 ス タ ヂ オ

く音楽講座 ・講演の放主主に 使用〕

第 10 ス タ ヂ オ

( 講演 ・講座等の放迭に使用〉

1 6  “ 大 阪 中 央 放 謹 局 " 設 計 ・ 渡 海 仁 建 築 工 務 所 ・ 能 工 ・ 大 林 組



務 備 ス タ ヂ オ

第 11 ス タ ヂ オ

〈ニユ ース ' A!i.象等 の放主主に使用〉

“ 大 阪 中 央 放 送 局 " 設 計 ・ 渡 遁 仁 建 築 工 務 所 ・ 纏 エ ・ 大 林 組 7 1  



第 12 ス タ ヂ オ

〈市況・物依等の放主主に使用〉

第 2 副 調 整 室

1 8  “ 大 阪 中 央 放 送 局" I主計・渡漫仁建築工務所・継工・大休組



貴 賓 室

日 本 物 放 送 者 待 合 室

“ 大 阪 中 央 放 送 局 " 設 計 ・;度漫仁建築工務所・鑓ヱ・大体組 9 1  



玄 関 休 憩 室

放 送 者 休 憩 室

I  1 0  “ 大 阪 中 央 放 送 局" 設計・涜遁仁建築工務所・勉ヱ・大林組



2 階 休 憩 室

宮 議 室

地 下 室 食 堂

“ 大 阪 中 央 放 送 局 " 設計・渡遁仁建築工務所 ・飽エ ・大林組 1  1  I  



位 置

工 程

起 工

竣 工

大 阪 中 央 放 送 局 々 舎 新 築 工 事 概 要

大阪市東区馬場町 6 脊地ノ 4

昭和 9 年 2 月19 日

昭和 11年 10月25 日

敷 地 面 積 3305.70卒方米 ( 1∞o∞坪〉

建 築 面 積

選E 坪

延 坪

1927. 012 f 方米( 582. 92坪〉

9661. 49卒 方 米 ( 2922. 60坪〉

建 物 高

軒 高 24.45米 ( 80 的尺〉 塔屋高 37. 88米 ( 125. ∞尺〉

音 響 設 備

外部騒音の遮断の意味で全く慾私設けず換泉照明共機械的方法に fたる 。但しス 担ゲす廊下第 11 、第

12 スタゲ j ; 等の絶縁的要求が低皮の室にて採光の補助の意で三重 慾 或11 : h" ラスプロ Y ゲの恢入され

れ 怒1J ? 設く。

ス具ヂすの i震動及首響，m1最方法さして 、 コゾグリ ート 主慢の 内部に別個の木造架構1J? 1'乍リ之さ主惚

;:: ＱＱ フェルト英ｻ 也 の ＮＮ＾ｾｹ 今ＺＯ !1" た介して連絡する方法た採用す。

更に 遮断 用下地さしてミ ヰラルフ エ ｰ レ干 磨 く懸 ・ 天井〉ロ ウゲウ ー か暦Ｈ床 ｾｉｄ も形成し、その上 ｬ 二各

ス Ｙ ゲ メー の 用途 容 積等によリ決定 さ ｾ￪ＱＺ 竣響時間さ振動数待 性た 保有 すべき仕上 材料 た決定す。仕

上材 料 さ し て 11 ゴムタイ ル類 〈リノタイ断 、ライ トラ バー等〉 コル )j ;1;' ー ト紙焼 、ぬ 等C以上床〉

プラト〉 ヘデ ｾＩｊ ス類 、 厚さ ペユヤ板 、調 音スレ ー 下 、 軽ゲリ ー トパルＮ，ｲ，Ｇ イド裂地 Ｈ 以上階 ・ 天井 〉

等た使用す。仕上材 料の酷合より 面積の大なろ室にて 11定常波の成生1 . l ? 泣け路面天井等に遡宜ll lJ l自

ら附す。

ス担ヂすの入 口に 11防音ml 1.J..附す 、IJI¥に ペニヤ板 、 ミヰラル フェルト 、テY )J ス俄 板革:等の型文 言E実質

の 材料 Ｑ ｊ＿ ￆ ねて使用し 、 ス担ゲコ ヤ さ附属調笠室聞の司見窓 口 厚さ異なる 三官 ｅ の プレ ー ト力。ヲス Ｑ ｬ＿ 入 ｾ ￪

周悶1J ? フェルトにて包む。

面 右ｾＺ ，Ｉ用 途

W; 1 スタ ヂす 4302. 3立方米

第 2 スタデ ブ『 632.67立方米

W; 3 スタゲす 237立 方 米

ｾＱ［＠ 4 スタゲ メー 286立方 米

第 5 スタヂ" ) ， 112立 方 米

第 6 スタ ヂ j ; 88立方米

m 7 スタヂ フ十 97.2立方米

:t!H スタヂ タ 143.7立方米

:t!'} 9 スタヂコt 94立方米

第 10スタヂホ 73. 4立方会j ( :

第 11 スタヂす 47立力会j(:

大佐絞禦 ・大コ ーラス ・ヲゲフヤドラマ ・ピアノ ( 2) メー ル7" : /(  1) 利l

築様子( 一泊〉

中* " 絞築・コーラス ・ドラマ ・ピアノくりすか :)1' : /( 1)  

舞変 革 ｉｊ Ｇ 大形式和型軽 ・ 童話劇 ・ 童話 Ｎ ｮｬｾＱ 歌 ・ ピアノ Ｈ Ｑ Ｉ 利害健常ｽ

小' l f 絞集・猫唱 ・和 集 ピアノ( 1 )

和 策・飽詩書 ・言者演霊5・利 築 総( - j前〉

小 唄 ・歌詩型 ・琵琶・筆曲( 日本間〉

株主綬加奏 ・室 内楽 ・ピアノ ( 1)

出談合 ・雄燐舎等・ピアノ ( 1)

音楽講座 ・講 演・ピアノ ( 1)

i持政・講 座

= ユ ース・泉象

第 12スタヂ j ; 47立 方 米 市 況・物償

T象備スタヂブヤ 4 1. 8立 方 米

設 計 段 替

日本放主主協令臨時建築昔日 波 没 仁 建 築 工 務 所

施 行 大 林 組

女大阪中央放送局各階平面圃 本 誌 昭 和11年 7 月鵠自 8 頁至15頁参照

I  1 2  



飛行機より ( 北方) 町営住宅を望む ( 1)

昭和 ll.!p ll 月27 日( 第725'.i )大阪52兵，j議検閲演

“ * 阪 町 営 ー 園 地 住 宅 " 錨 ヱ ・ 大 林 組 1 3

1  



飛行機より (北方〉町曽住宅走望む ( 2)

昭和 11年 11月27 日〈第72鍛〉大阪憲兵隊検閲溌

一 園 地 住 宅 遁 景 の 1

1  1 4 “ 小 限 町 営 ー 園 地 住 宅 付 総 工 ・ 大 林 組



一 園 地 住 宅 逼 最 の 2

、‘ 4畠恒 一‘.  
.  
守e

'  

一 園 地 住 宅 遁 景 の 5

“ * 阪 町 醤 ー 園 地 住 宅 " 鎗 ヱ ・ 大 林 組 1 5  I  



第 2鵠住宅の ( イ) Ｘ 投の 問 よリ Ｎ￰ ｟Ｎ ｾ Ｎ 牟 の 間ＱＩＮ ， 王 室 む

第 2 競住宅の( イ) 階上8331の[品I I L) 2殺の/i ¥l 1"，墓 む

I  1 6 “ * 阪 町 皆 ー 園 地 住 宅 " 5 i ! エ ・ 大 林 組



第 2 掠 住 宅 の ( イ) ・ 感 援 室

第 1競住宅の ( ロ) ・階下 8曇の間

“ 小 阪 町 営 ー 園 地 住 宅 " 範 ヱ ・ 大 株 組 1 7  I  



第 1競住宅の ( ロj ・階上 6 畳の濁

。，

第 1競 住 宅 の ( ロj ・ 感 接

1 8 “ 小 阪 町 営 園 地 住 宅 " 範 ヱ ・ 大 縁 組



初 i急務でし。べるナチ ス渇 i急の こ;:: Ｑｾ Ｎ Ｇ＠

から 使用目的 11 よくはわか らな v"' "Dヘ 何

でし懇校のP うな 、兵J替のや うな 、青年

訓練所のや うな L のであるらしb 、二 三11

聞か見1:1ごげでわかるのである 。

くZ ent rall 巾 tt der  B auverwoltull ){ 4s 

扱よリ 〉

ｾ＠ t: 1 ヴ) Grossi nsee 湖畔の建遁物

宿舎、格屋及闇値室

建築家 Cl emens Kl otz 1  9  1  



食2主のあ る闘惚室 11. 門屋及び門衛詰所

2 酒 保 12. 婦人[ 副健室

3  自動車々庫 13. 研 究 室

4. 訓 練 3 ' f Ｑ ｾ 祭典場

0-. ?' 右場 ご競 技 主 15  図婆m家屋

正当 ｩ 魂 ￠ｾ 16 滋
室

7. 宿 合 17. 養豚及盗挨焼却場

8.  18. 一 戸建住家

9. 祭 校 19 乗 馬 室

10  指抑官の付:ff，

宿 舎 の 平 面 園

' 2 Q c t : イヴ ) Gr話ssi nsee 湖畔の建築物 建鏑耳慣 Cle皿ens Klotz 



酒 場 の 大 客 室

/  

格上より美魂堂廃場をt I む

Ct: i ツ) Grossinsee 湖畔の建築物 建築家 Cl emens KloIl  2  1  
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鏡 妓 室

外部より問屋を望む

祭典湯、後方{ ま宿舎

1 2 2  ( ドイツ ) Grossinse 湖畔の建築物
建築家 Cle皿 四s Kl o!z  



会 景

平 面 園

建物の錦容のベラシタ

( イタリー) Capodi mont e のサナトリユーム

ォ- ，j，' リ近交11の線 のE 陵に在リ てT 型 卒薗三

階の建物なり 。

南 面ぜるゆるやかな 曲線に沿って病室た百E

援し 150名の患者を牧容す。北側 に 11後 方勤

務 の言者室たまさめ別 にパス 付ーのアパ ー ト4 側

めリ 。

構 造 11銭筋コゾゲ ー トにして擬骨量11ホロ ー

プ リy 。被外貌1疑灰石仕上ごす。

( L 'A，' chi tetture It ali ana， Oct.， 1936 より〉

、
， 

建築家 A medes  D'  Al bora 2 3  I  



1 階 平 面 周

2 階 平 商 慣

外 観

+  

Ｑ ＹＳＲ 年に懸 賞 募集しＢＧＺｾＭＴｾ 震 のうち 第 一 等賞選案によ

リ建築され1: ものである 。三階建の校舎に連結し て屋

内凶足場がー設低 い土地 に建って居る 。両iJ者の建 築資

1111 立方に つ 告5) . 107 ラ Y 後者の夫 1150 7 ラ Y であ

る。

第 l 闘が一階プ ヲY 第 2 闘が二階 さ三階のプラ Y 第

3園11 校舎の南側IJ よリ 見?こ さ ころ右の方に一段低〈屋

内惣操揚がある 。

くDer B au meist e，'， Nov .， 1936 より 〉

1 2 4  ( t> i ヴ) Oberwi nterthur の第 2 校校舎 建築家 H. Hohl och 



1 年中よい系候に葱まれれ土地に建て られ、自由 な設計の 中に戸外古屋内 さが自主然ー健在な して ゐる ー

即 居 間 た 中 川 し、疲 室、食堂 、華所等はその周囲に最小限度の騰さに切詰め られて遁営に酉E置;

れてゐる。取イ寸げの家具や戸棚等t.，. 部屋の匿分に利用し間仕切ら省略して ゐる。居間之 ポー千さの閉に

I! 大きな靖子入の引戸在使用して閲告戸に依 るスベイスの漠貸与救ひ戸外さ の聞係t.，. 緊密ならしめてゐ

る。大 村 慾 I! 充分なる換泉三採光の然 、突出し1: 庇 I! 濠雨ら泣ける震である。外視 I! 押し決され1: 嫌

に低 いがこれは思 慮 深い設計の表現である。木造。外壁ほかｻフイ ｙｾＧ . フェルトの上にスレ F トt.，. 木

の押縁で取付けてゐる。屋根にも外墜さ同じ Pレーフイゾゲ ・フェルトを使用。工費 3αxコ弗 、1ft 方択に

就吾 40セシ〆ト。

( A ，'chit ectlll 叫 For unl ，Nov .， 19むよリ〉

居 間 内 部

平 面 園

外 観

( アメリカ ) 別僚に車庫巴前究室巴を有スルペt 佐宅 建築家 R. M.  Schi nd 



居 間 内 部

木 造 2 階建の住宅。

下見板の横線さ連慨し1: 窓さが背

景さ非常によ吾調和 1，Jo示 して居 る。

外税 、面共簡明な非常に経済的な感

じた奥へる設計である 。

輩所主P建物の表11¥11に、居間1，J o後庭

に面 して取り 、居間から直接階上の

慰霊及露華 に遁ず る様 になって ゐ る

戸棚 、 ｬＡＮｾ捌その 他 の家具 何 れも取付

げ。室 内11照明さ色彩さ が よき調和

ら示してゐる 。線、工費7.2∞ 弗、 l 立

方択にイ寸告 3 1セ ヅ 干 。

( Ar chit ectura1  F ont m， Nov. ， 

1936 よリ 〉

平 面 圃 F I RST FLOOR 

1 2 6  ( 7 メリカ 〉 メルローズの住宅

... 

ｾ＠

SCALE IN  FEET 

ｾ帝 国ＭＺＢ SZCONO FL8CR 

建鯵家 WilI i amLescaze 



都 市 竺 三 」I

j号TJ EEL

仁l:

1 階 平 面 圃

SCME ，N  ，EE1 

匝 ｾＮ，Ｚ｟ ーｾ 圃固・・・ Ｔ

ι : )  1('1 、

ナツサウ海業分. 地、チ・ツサウ土地舎社 ( L. J"  Harmon 土地Jl[ f1J墜理組合〉

ココ ーヨー苧の ρ ドY Y河に沿ふれ位置で 、財産家 Hanl l o口氏によ って 創設されれものがナヅサ

ウ土地 舎社 ( L . J. Hat' mon 土地 l亘書リ整理組合である 。〉

1930年に ¥.vi lJ i amE 1mct' 氏の，Q子 ¥，". B ul'l、e Han non 氏 11 Long Island の沼地の約 5∞英町に 、

運河、 ｦ ａｾ 及 造園等 ｴ ， ～ 施設し比 の ｍｾＱ Ｇｴ宮英田 ｦ にイナ吾 Ｓ ， αＩＨＩ ') IJ 11:' 要 しれので あろがそれら 10，αゎ弗で

分該 U : のであ る。

2 陪 平 面 薗

1 階 平 面 圃

配 置 園

J emi son 曾祉の Mountain Erook 分陵地 ，アラパマ、バー三シガム

sc 晶 l ( ｉ Ｎ ｾ＠ r  p_ r  

・ロc o=・・・-
o  ， ，ι 。

比の経轡地 11 、アラパマのパ ー ミY j ，' ム ( 8i ¥'l l l i ngham，A1a.，) の森林帯で 、同園地 への任地 にあ

る土地である。土地所有者 11 Robert  J erni s:)I1 氏でわ るが、彼 11 此の土地た四つの分譲地 に分割し

れ。即ち 1)  MOllnt ain T err ace， 2)  A1t amont ， :3 R e d mont  Pat ' " 及 4) Mount ai n Br ook  ;::云

ふのがそれである 。J emi 知 n 氏 ( 此の 人11又住宅局の州民行官でもあろ ) 11 、自然的に資本千も しれの

である 。是等の分譲地 11最近事業に若干 L ?: ので 、過: t.12ク ) 111¥} の内に 16戸の住宅が R ed mont Pat'k 

に建築さ れ 、是 等 11 - 、づれし 10，5∞ ') IJ よリ [8，0∞邦まで γ 6 Ｉ ＧＩ 至 Ｘｾ 在及 Ｒ 戸 の浴室三特 別化 ｾｊ 宅 ｴ ｬＮ Ｑｉ ｝Ｑ

へて ゐる 。

( ア メ リ カ ) 1 9 3 5 - 1 9 3 6 年 ア メ リ カ に 於 け る 分 譲 地 種 々 相 2 7
1  



2 階 平 面 圃

E 置 園

Van S weri ngen 曾祉の Shaker Hei ghts 分自息地、オハヨ j中l クリープランド

ケ リー プヲユ/ ドの S haker Hei ght s 分譲地 11 世界に於げるべスト γ Y )J スの内のーっ さして有名

である 。比の分譲地 11 V an  S weri ngen 兄弟の創設にかけj 、土地の匿劃整理が終了す るさ Keyes-

Tr uehaft 土地 舎祉の名の下に土地分譲が開始されれのであ る。

比の S haker Height s に建築される住宅の様式 111929ー1932に於て11英園ハフ千 ゾバ ー式の7 5 %か

ら1935- 1936に於て11植民地風及 Geo，'gian 式が7 5 %までの傾向 在表示 して居つ1: 。

建築監督官が任命されるさ 、直ちに 1936年の l 月l 日か ら8月15 日までに此の分譲地 に主I tつべき 住宅

の卒面が 190戸分認可され1: 。是等の住宅の償柊 11土地 ぐる み 8，α)() >mか ら40，∞0弗ま での?豆類がある 。

3 階 平 面 圃

1 階 平 面 聞 2 階 卒 面 圃

配 置 園

Rol and Park 曾社の Rol al¥d Par k 分穣地 ; メリーラシド州l パルチモアー

PRI CE:  $11，300 

Ｈ ｷｩ ｾ ｨ ｯ ｵｴ＠ l and)  

バル千モア 11 よい分譲地のある さ ころで あ る。此の土地 11'半陛紀も以前よリ Rolan(1 Pa，'I; ， HOl1l c -

land 及 Gi nefOrd さして分割され相蛍のよ炊事在た貌 げて居つれさころである 。 住宅の様式 11: 一般に近

代式であるが倫楠民地風のものが リー ダー1: る地位にあ る。是等の分譲地のなかに 11 Gi lman， Cal-

vert ， Fri end's， L oyola， Notre  Da me， St .Nlary' s， G irl' s  L atin， R oland Park 及 J ohns Hopl; in  

大事等バル 千モアーに於げる最善の言者懇校が存在して居る。

分譲住 宅 の種類 に ＱＱ ＱＰ ， α 氾弗から ＲＵ ， α お弗まであるが 、 東部領 Ｑ Ｑ のもの ＱＱ Ｖ 室で Ｒ ｾ あり敷地 の 大 き

1∞ 吹 川 75択で 14，1α) ( ) 弗である 。

1 2 8  ( ア メ リ カ ) 1935 - 1936 年 ア メ リ カ に 於 け る 分 譲 地 種 々 相



面2

2 階 卒 田 園

ｉｾ＠ 置 圃
1 階 平 面 圃

SCAl E I NFEEl  

竃"""=ニョ. 圃・

o  0  10  ｉｾ＠

J. C. Ni ch山 Investment 曾祉の Country Clu b  Distri ct 分E農地 ; モシタナ州l カシサス市

]] y サス市か ら約 3 n型I:t: I!' リ出rU1. 1: 4，α)() 英 町の土地の上に約 25，αxコの人々が生活して居る のであ

る。

Count ry  Cl lI b  Di st，. ict 11 J css  C lyde  Ni cbols 氏によリ創設ぜらる。

分譲償4削工 7，5∞弗乃至ぇ7，5∞ 郊であつれが請賞金額 さして は結局 1<0，∞0弗位 にまで鼻つれ。

即資さ れ1: 住宅 11 ::; J '; 至 4 の寂室、2 ｦ 谷 手 伝及務系絞 ｗｊ 宅詮 さ ＱＱ Ｂν ー ゲ ｴ Ｎ，Ｎ 有するもので Ｘ ， Ｕ ∞ 弗 ｊ Ｇ［ ｾ

9，5∞手II であっ1: 。

2 階 平 面 圃

1 階 平 面 圃

W.  E. Boei ng の Bl ue Ri dge 分概地 ; ワシシトシ、シヤートJ"

1934年に於げる S eatt le の分譲地の 7 0 %の住宅 11 10年以上経過しれものにして 、市もそ の 償絡 11

5，α)() 以下のものが大部分であつれ。放に Realt o，' H ugh  R lI ssel 1氏 11 、比慮1，pl整理するにあ 1: って 、

比の月11' 消 5，0 ∞弗住宅 さ云ふもの、理論的根主主に這従ぜざるた得なかっ1: 。比の土地 11太司王洋沿岸に

於げ る 0 1y mpi c Mount ain の傾斜地 た整理じれも ので 、土地所有者 11飛 行 家 W ilJ iam Edwar d 80-

e，ng  氏である。

住宅の設計に差是奥 しれ建築家11 、 W.  E .  Mc Ki nney 及 Geoge W elli ngt on St odda，'d の諸民であ

つれ。 住宅 の 種類 ｬ 二 ＱＱＵ ， Ｘ ∞弗 乃 ｾＸ ， Ｓ Ｕ Ｐ 弗等あるが 、 Ｎ･ ｰ ＺｬｴＨされれもの ＱＱ Ｖ 室 に 浴室 並化粧 室付それに Ｒ

釜牧容し得るず ν ーヂザ附属して6，8∞弗さ云ふのであつれ。

( Arcl 巾 ectural F or um， Oct . ， 1936 より〉

SCALE  IN FEET 

ｾ・・・・o  5  10 15 

( アメリカ ) 1 9 3 5 - 1 9 3 6年 ア メ り カ に 於 け る 分 醸 地 種 々 相 2 9 '  



配 置 圏

N.  Y. の Wes t d:ester 曾おの Lowr eu日 Far m; 分譲地

S C A U  IN 陀 h

ｾ・圃・・

2 階 平 面 圃

o  5  10 .  15 • _ .. 

1 陪 平 面 画

三シガシ州デトロ 4 トの Frankl i n Vi l l age 分i I 地 ( 開拓者は Geoγge Wel l i ngton Smi t h)  

1 3 0  ( ア メ リ カ ) 1935 - 1936年 ア メ リ カ に 於 け る電分 譲 地 種 々 相

2 陪 平 面 園

t  . ' t l T 

n ー・ < e  

1 階 卒 薗 圃

A r J 'o，ω  

L  

配 置 圃



• 
わリ 、基本計笠の開始される年でわろからであ :  

編

後

揖

H2 

る。

. 我日 ; 本建築協舎 も一昨年末の合資値下以来、

合の唆展待に著しさ ものがあ り、合誌亦第20斡

［ｴＮＮＮ ｾ 汝へ て 、 漸くその 歩み の確 貨 な るこさた感ず

.n忠、久の時の流れの中に昭和 11年た主主リ 、了丑 る。

昭和 12年屯，迎へる。 年毎 に繰リ返される事で 11 . 新年君主11年末繁忙の中に執筆た依mしれ L の

あるが、醗って過 主 し年 ;t... 顧み、 * ろベ告年に であり 、編輯 L 亦 12月続さ引絞いて目の廻 る様

彪寸る方針た決する機合で ある。 な↑ 古しさであつれが、大熊菩邦民 、及び中祭ー

. 過ぐる 2 ・26 事件 ;t... 契機さ して 行 I H1. :t: 我図 徹氏の帝図議令議事堂に闘する記事た筆頭さし

政治上、 経理年上の一大特換11 、建築界にも種々 て、建築 、都市計主の雨方面共に今日 の時代に

なる影響 ［ｴ ｾ ， 奮 し 、 殊に昨秋よりのｫｉ｜Ｚ築材料 のお 遡 切なる LのtJ . .多数十品科し得1: こさ11 、編斡者

:Ci: 11 、若し7Hfl 的'ft. 現象 ごすれば述築界への打 の大に喜びさする所である 。

般 11相官f に大なるものがあるさ思11れる。 。本年度に於げる本誌の編輯方針尖イ也に就い て

・1ごが、新しい年さ共に我等の希望11 3年後に 11 、役員改選の協l係から 2 月放の編車it 後詑に於

行 ばれるすリ ムヒ ｾ ｹ ク 大合及 ぴ臭事 ｂ 2，6∞ 年記 て報告する改定である。

念事業に伴ふ都市計iJIttu'に建築計匙に懸けら Ｎ ＮｦｲＭｾ 氏 、 合員各位及 ＰＧ 読 者言者ｾ の ￭ｾｐ 多幸必 析 リ
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